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　７月初旬のある日。

　妹が日本に帰ってきた。

　かの有名な楠くすの木き財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しである俺オレ――楠木洋よう平へいの妹・楠木瑠る雨うは、帰国してすぐに俺がアルバイトをしている「カフェ・ハーヴェスト」へやって来て、俺の先輩である蜂はち矢やアキラさんを指さし、こう叫んだ。

「この人は、お兄さまのフィアンセです！　でも、ルーは絶対に認めません！」

　そして、その数日後。

　楠木財閥の現当主である父さんが家に帰ってきた。

　父さんは俺がおかえりなさいと挨あい拶さつをするよりも早く、スーツ姿のままソファに座り、

「洋平、ここに座りなさい」

　と、俺を目の前に正座させて、何でしょうか、と訊たずねるよりも先に、これぞ当主という威い厳げんに満ちた顔で言った。

「フィアンセとは一体どういうことだ？」

「………」

「黙ってないで答えなさい」

「それはこっちが聞きたいというか言いたいというか……え？　父さんも知らなかったのですか？」

「うん。昨日ルーちゃんから初めて聞いて超ビックリした」

　父さんの威い厳げんに満ちた顔が緩み、引き締めていた顎あごも普段の三重顎に戻った。心なしかいつもより太って見えた。

「で、どういうことなの？　教えて教えて」

「本当に何もご存じないのですね……」

「えへへ」

「照れてる場合じゃないですよ」

　と、ここへ。

「お兄さま～っ！　ルーと一緒にお風ふ呂ろ入りましょう～っ！」

　瑠る雨うが部屋に駆け込んできて、そのまま抱きついてきた。

「コラ、離れろ。父さんに挨あい拶さつが先だろ！」

　怒りながら突き放すと、瑠雨は親の仇かたきでも見るような目で実父を睨にらみ、

「……パパ、お帰りください」

「ただい……あれ？　お帰りくだ？　くだ？」

　半笑いで半泣きになっている父さんを瑠雨はもう見ていない。また俺オレに抱きついてきて、俺だけを見つめて、

「……で、ママを説得してくれたの？」

　と、父さんに言う。

「それがさ、連絡つかないんだよね。メールは届かないし、電話は呼び出しすらしてくれなくて……」

「父さん、それ着信拒否されてるんじゃ……？」

「は、はあ？　んなわけないじゃん。夫婦だよ？　夫婦で着拒とかするわけないじゃん。きっと携帯が壊れてるんだって絶対そうだって！」

　必死になっている父さんの目の前で、瑠雨がポケットから携帯電話を取り出し、誰だれかに電話をかけた。

「――あ、ママ。お兄さまが会いたいって言ってるから帰ってきて～」

「「………」」

　母さんの携帯は壊れていなかった。

　父さんは心が壊れそうだと呟つぶやいていた。

　そんなわけで。

　７月中旬のある日。

　母さんが家に帰ってきた。

　二児の母とは思えないほどの若々しさと、パリコレモデルだったこともある美しさと、財ざい閥ばつの海外事業を一手に担う頭脳と度胸と威い厳げんの持ち主。ミス・パーフェクトと称されるスーパーウーマン。

　そして。

「洋よう平へいくぅ～ん、大好きなママが帰ってきたわよ～」

　と、リムジンから降りるなり抱きついてきて、

「おかえりなさい。それから、お久しぶりです」

「や～ん、そんな堅苦しい挨あい拶さつしないで。チューして、おかえりのチュー」

「い、いや、それは、ちょ、近いですって……！」

　嫌がる息子に本気で唇くちびるを近づけてくる。残念ながら、これが俺オレの母親・楠くすの木き涼りよう子こだ。

「あーっ、ママずるい！　ルーもする！」

　母親の美び貌ぼうと性格を色濃く受け継いだ妹が負けじと俺に抱きつく。

「瑠る雨うちゃん、離れてよ！　ママが洋平くんとチューするの！」

「絶対ダメ！　お兄さまの唇はルーだけのものなんだから！」

「痛っ！　母さん、瑠雨、首を引っ張らないで！　これ角度がヤバイから！」

　母と妹に弄もてあそばれている長男を助けてくれたのは父さんだ。家の玄関から出てきて恰かつ幅ぷくのいい体を揺らしながら母さんに走り寄り、満面の笑みで出迎えた。

「涼子さん、おかえり～」

　だが、幸せいっぱいの父さんとは対照的に母さんの目は鋭いナイフのように尖とがる。

「……あら。あなた、いたの？」

「い、いるよ、だってここは私たちの家……でも、うん、なんか、ごめんね？」

　どこの家庭でも同じかも知れないが、このとおり、我が家は女性陣の方が強い。偉大な父さんが邪険に扱われても半笑いで謝るほど、楠木家の女性は色々と強烈なんだ。

　家に入るまでは俺にベタベタと張りついていた母さんだが、リビングのソファに座ると一変、まるで別人のような厳しい眼まな差ざしを向けてきた。こういう裏表の鮮烈さも楠木家の女性の特徴である。

「洋平くん、ここに座りなさい」

「「はい」」

　と、気持ちの良いい返事をして、なぜか父さんも俺の横に正座をした。何かを言って欲しそうな顔をしているけど、母さんは目すら合わせない。俺も面倒なので流す。

「アキラちゃんとの婚約について聞きたいんでしょ？」

「父さんも詳しく聞きたいな」

「………」

「……ごめんなさい。父さん、黙っておきますね」

「ママ、ちゃんと説明してよ！」

　母さんの隣に座っている瑠る雨うがなぜか俺オレ以上に憤慨している。それにしても何だよこの位置関係……。

「わかったから。怒鳴らないで」

　と瑠雨を宥なだめながら、母さんは今回の「婚約騒動」の経緯を説明してくれた――。

『エイトアローカンパニー』という国内トップクラスのシェアを誇る電子機器メーカーがあり、実はそこがアキラさんの祖父の代から続く会社なのだ。

　エイト＝８＝はち、アロー＝矢。２つ合わせてハチヤ＝蜂はち矢や。

　つまり、蜂矢アキラさんは有名会社の御令嬢というわけ。あの男前な兄貴からは想像もできないけど、事実である。

　そして、アキラさんのお父様と俺の母さんが古くからの知り合いで「お互い子供が生まれたら、その子たちを結婚させよう」と約束をした。

　それは互いの会社を発展させるための政略結婚のようなもので、ようするに、親同士が勝手に決めた話である。

「ちっとも納得できないよ！」

　また瑠雨が母さんに怒鳴った。

「瑠雨、俺の気持ちを代弁してくれるのはありがたいんだけど、ちょっと黙って――」

「お兄さま、大丈夫です。こんなバカな縁談、ルーが叩たたき壊こわしてあげますからね」

「そ、それもありがたいんだけど、瑠雨に任せると余計にややこしくなる気が――」

「別に瑠雨ちゃんが納得する必要はないでしょ？」

「あるよ！　おおありだよ！　だって、お兄さまはルーのものだもん！　ルーと結ばれるべきだもん！」

「ねえ瑠雨、ホントに黙って。早くも話がおかしな方向に――」

「調子に乗るのもいい加減にしなさい！　洋よう平へいくんはママのものよ！　たとえ瑠雨ちゃんでも譲れないわ！　てゆーか、誰だれにも渡さないわ！」

「ちょ、母さん、話がおかしなまま加速して――」

「だったら、どうして許婚いいなずけなんて決めたのよ！」

「そ、そうですよ」

「それとこれとは話が別だもん！」

「意味わかんない！　ママのバカ！　お兄さまは絶対ルーのものだからね！」

「ママの洋平くんに勝手に触らないで！　瑠雨ちゃんのバーカ！」

「いたたっ！　２人とも引っ張らないで！　脇わきのところがミシミシいってるから！」

　母と妹の手によって真っ二つにされかけた俺オレを助けてくれたのは父さんだった。

「涼りよう子こさんもルーちゃんも落ち着きなさい」

　と、執事と一緒に紅茶を運びながら場を収めてくれた。

　母さんと瑠る雨うは俺から手を放してくれたが、

「……あら。あなた、まだいたの？」

「……パパ、いつまでここにいるの？」

　目が氷みたいに冷たかった。

　父さんは目を何度か瞬しばたたかせ、何粒か涙をこぼしてから、厳しい眼まな差ざしを俺に向ける。

「冗談はさておき。洋よう平へいはこの話が不満なのか？」

「もちろんです」

「どこに不満があるんだ？」

「それは……」

　アキラさんは俺の先輩だ。心から慕う兄貴だ。兄貴も俺を舎しや弟ていとして可愛かわいがってくれている。先輩と後輩、兄貴と舎弟という関係でうまくやってきたのに、いきなり「許婚いいなずけ」にされるのは困る。実際、この話が持ち上がってから俺と兄貴は妙にギクシャクしていたりもするんだ。

「わかるわ。結婚するならママがいいって言いたいんでしょ？」

「母さん、まるで違います。俺が言いたいのは――」

「結婚相手を親が決めるだなんておかしいって、お兄さまは言ってるの！　自分の意志でルーを選ぶって言ってるの！　どうしてわかんないかなあ！」

「う、うん。前半部分だけは瑠雨の言うとおりです」

「たしかにそうね。でも、それは一般人の話よ」

　と、母さんは真ま面じ目めな口調で言い、さらに続けた。

「楠くすの木き家の当主は、人生の大半を仕事に捧ささげなければならない。恋愛を謳おう歌かする時間すら惜しまなければならない。それが当主としての責任であり義務なの。だから、結婚相手を決めておくことも、次期当主である洋平くんに限っては必要なことよ」

　相手が蜂はち矢やさんの娘なら家同士で揉もめることもないし、当人同士も面識があるみたいだから良いい話でしょ――と母さんは付け加えた。

　この言い分に、

「うっ、それはそう……いや、でも……」

　と瑠雨は悔しがりながらも反論できず、俺も納得してしまいそうになった。

　親が勝手に相手を決めることの是非は置いておく。

　今、問題はそこじゃない。

「俺オレのことはともかく、兄貴……いや、アキラさんがこの話に納得するとは思えません。彼女の気持ちを無視して強引に進めることは絶対にできません」

「だったら、アキラちゃんじゃなくてもいいわよ？」

「え？」

「蜂はち矢やさんのところも今は立派な一流企業になられたし、楠くすの木きと縁組みすることに昔ほどメリットはないでしょう。だから、アキラちゃんにこだわる必要はないわ。大切なのは、洋よう平へいくんが今のうちに将来の伴はん侶りよを決めておくことよ。その彼女を楠木家の嫁として教育する時間も必要ですからね」

「……な、なるほど」

　とまた危うく納得しかけて首を振る。

「いや、俺はまだ結婚をするつもりは――」

「誰だれかいい人がいるの？」

「いい人ですか……」

　アキラさんを含めて、何人かの女性の顔が思い浮かんだけれど、それも首を振って追い払う。

「い、いません」

「じゃあ、アキラちゃんでいいじゃない」

「待ってください。誰を好きとかいう以前に、俺にはまだ結婚する意思が――」

「洋平くん……」

　母さんが眉み間けんにしわを寄せ、瞳が怒りに揺れる。

　その眼まな差ざしに射い竦すくめられ、俺は一瞬で額に大量の汗を浮かべた。

　信じられないほど子こ煩ぼん悩のうな母さんは、同時に、恐ろしい教育ママでもあるのだ。

　楠木家の嫡ちやく男なんたる者は何事においても常に一番であれ――という俺のポリシーは、何を隠そう、母さんに骨の髄まで叩たたき込まれたものである。その叩き込み方たるや、思い出すだけで背筋が凍傷になるぐらい過酷で、その時の母さんはいつもこういう目をしていた。

「何度も言わせないでちょうだい。これは、あなたが立派な当主になるために必要なことです」

「し、しかし……」

「それとも、当主の座を継がないつもり？」

「いえ、継ぎたいと思っています」

「それなら四の五の言わず、結婚相手を選びなさい。アキラちゃんにするも良し、違う人にするなら、きちんとママに紹介しなさい」

「……わ、わかりました」

　俺は葛かつ藤とうを抱えながら宣言した。

「俺オレ、結婚相手を見つけてみせます！」

　すると、母さんは目に大粒の涙を浮かべて、

「……どうしてここで『ママと結婚する！』と言ってくれないの……」

「えー……いや、もう、何がなんだか……」

　隣で瑠る雨うも涙目になっていた。

「ルーは絶対にあきらめません。駆け落ちしてでもお兄さまと添い遂げるんだから！」

「頼むからあきらめてくれよ……」

「涼りよう子こさん、瑠雨ちゃん、泣かないで。２人には父さんがいるじゃ――」

「うるさい！」「さわるな！」

「ご、ごめんなさい………」

　父さんまで涙目になった。

　母さんと瑠雨は「洋よう平へいくんの裏切り者！」「お兄さまの意気地なし！」とか訳のわからない罵ば声せいを浴びせつつ、部屋に去っていった。

　これから何時間もかけて２人を慰めなければならないことに嘆息していると、父さんが優しく肩を叩たたいてくれた。

「まあ、母さんの言うことも間違いじゃないぞ」

「そうでしょうか？」

「結婚うんぬんはともかくとして、お前ももう高校１年生だ、そろそろ真ま面じ目めに将来のことを考えなさい」

「将来のこと……」

「そうだ。大学生になってから考えるだなんて甘っちょろいことは言うなよ？」

「……はい。わかりました」

　母さんと瑠雨にどれだけひどい扱いをされようとも、やはり父さんは偉大なる御方だ。いつも俺の心に響く言葉を与えてくれる。

　……だけど。

「父さん」

「何だ？」

「俺、もう高２です」

「ええっ？　嘘うそ？　じゃあ、瑠雨ちゃんはもう中２ってこと？」

「瑠雨は高１です」

「いつの間に!?　飛び級？」

「してません！　そんなんだから母さんたちにバカにされるんですよ！」

「あ？　おいダメ息子、今なんつった？」

「子供の年を忘れるようなダメ親父おやじだからナメられるんだって言ってんだよ！」

「ああん？」

「おおん？」

「あなた、うるさい！　捨てるわよ！」

「お兄さま、いつまで待たせるの！　早く慰めに来て！」

「「はい！　ごめんなさい！」」

　父と息子は恒例のケンカをすることもできず、数年ぶりの家族会議は終わった。





　翌日の日曜日。

　俺オレは朝からカフェ・ハーヴェストへ行き、トイレ掃除をしながら昨日の話を「先輩」に相談した。その先輩とは、俺の直属の上司でもある由ゆ比い川かわ菜な月つきだ。

　由比川は鏡に向かってお団子頭をつくりながら、

「洋よう平へいの家って凄すさまじいよねぇ」

「まあな……」

「で、どうするの？」

「今回ばっかりは俺も勢いで宣言しちゃったからなぁ……どうしたらいいのか見当もつかないよ……」

「勢いで宣言するのはいつものことだと思うけど……」

　由比川は軽く呆あきれながら、パタパタとファンデーションを塗り始める。

「……お前、さっきから仕事してなくない？」

「身だしなみを整えるのもウェイトレスの仕事なの。てゆか、お前って言うな。でもって手を止めるな」

「ああ、ごめん」

　スムーズに謝ってしまうほど、俺たちの上下関係も板についてきた。それが良いいことか悪いことかは甚はなはだ疑問だが、このミニマムな先輩が頼もしいのは事実。

「解決しようと思えば簡単にできるんじゃない？」

　と、悩みの答えを出してくれたりする。

「どうやって？」

「ったく、洋平はバカなんだから……」

　由比川は口紅を塗り終え、小さく「よしっ」と言ってから、すっと自らを指さした。

「……鼻？」

「違う！」

　額に張り手――技名・ドーンが飛んできた。相変わらずタイミングもキレも抜群だ。

「私だよ、私！　私を紹介すればいいじゃん！」

「……何で？」

　もう一発、ドーンが飛んできた。

「ま、待て。今のドーンは意味がわからん」

「あーもう、ホントにバカなんだからっ！　私が相手になってあげるって言ってるの！　結婚の相手に！」

「………え？」

　思わぬ解決策に俺オレが驚いていると、由ゆ比い川かわはせっかくつくったお団子頭をほどき、またすぐにつくりなおしたりと忙せわしなく動きながら、

「い、いや、そーゆー意味じゃないからっ」

「……ああ、そーゆー意味じゃないのか」

「や、まあ、そーゆー意味でもいいんだけどね？」

「……え？　そーゆー意味でもいいの？」

「イヤなの？」

「お前はどっちなんだよ？」

「わ、私は……お前って言うな！」

　本日３発目のドーン。

「くっ……こーゆー意味のわからないドーンはやめろよ……額より心が痛む……」



    

  
    
      



    

  
    
      「うるさいっ！　とにかく洋よう平へいが誰だれかを選べばいいだけのことでしょ！　そしたら洋平のお母さんも洋平自身も大満足じゃん」

「それはそうだけど、それが出来たら苦労はしないだろ」

「なんで苦労するのよ！　ちゃんと探せ！　い、意外と身近なところで見つかるかもしれないでしょ！」

「わ、わかったから、腕を振り回すな！」

　なぜか怒る由ゆ比い川かわから逃げ、トイレの外へ出ると、

「蜂はち矢やアキラ、覚悟――っ！」

　けたたましいドアベルの音と妹の叫び声が聞こえてきた。

「まーたテメェか！　しつけぇぞ！」

　という兄貴の声も。

　俺オレは深いため息を吐つきながらフロアへ出る。

　そこには兄貴にガチンコファイトを挑む瑠る雨うの姿があった。ボクシングと空手で鍛えたパンチを繰り出し、テコンドーで磨き抜いた華麗な足技を織り交ぜる。感心しそうになるコンビネーションも戦いくさの神様には通じない。兄貴は瑠雨の攻撃をひょいひょいと軽やかに避よけながら俺を見て、

「おいヨーヘー、妹どうにかしろ！」

「す、すいません！」

「アンタに妹って言われたくない！」

「そーゆー意味の妹じゃねーよ！」

「そーゆー意味にさせないためにも今ここでアンタを葬る！」

「んのバカ妹……いい加減にしろ！」

「妹って言うなあああっ！」

　瑠雨の攻撃が鋭さを増し、しかし兄貴は容易たやすく避ける。

　避けられるからまた瑠雨の攻撃が鋭さを増し、毘び沙しや門もん天てんがそれを嘲あざ笑わらうように避ける。思わず拍手したくなるほどハイレベルな攻防戦だ。

「ヨーヘー、なに拍手してんだよ！　止めろ！」

「う、ういっす！」

　思わず拍手してしまっていた俺は慌てて竜巻の渦の中に飛び込んだ。

　が、それよりも速く、黒い影が動いた。

「妹さん、女の子が乱暴なことをしてはいけませんよ？」

　瑠雨の腕を掴つかみ、優しく微笑ほほえんだのは我らがバイトリーダー・姫ひめ野の椿つばきさんだ。聖母様は本日も見み目めう麗るわしいけれど、

「放して！　アンタにも妹って呼ばれたくない……てゆーか、いつの間に……？」

　俺オレもそう思った。聖母様の動き、本当に見えなかった。

　椿つばきさんが「うふふ」と微笑ほほえみながら手を放すと、瑠る雨うはまた兄貴に突っかかろうとしたが、その前に、

「きゃっ」

「あわわっ、ごめんなさいです！」

　我が店のアイドル・蒼あお井い萌も子こちゃんが転び、咄とつ嗟さに掴つかんだ瑠雨のスカートが一気にずり落ちた。妹の下着なんて見たくもないので俺は慌てて目を覆い隠す。

「妹ちゃん、可愛かわいいパンツですねぇ」

「笑ってないで謝れ！　てゆーか、アンタにも妹とか……んもうっ、ここって変な人たちばっかり！」

　瑠雨にだけは言われたくないけど、お兄ちゃんも同じことを思ったよ。

　この妹を軽くあしらう先輩たちはもしかしたら楠くすの木き家の女性よりも強烈かもしれない。

　やや乗り遅れた感のある由ゆ比い川かわが、

「えっと、とりあえず妹さんをなんとかしてきなさい！」

　と、俺の背中にセナーン。コイツはコイツで強烈だ。

「お兄さま助けて、みんながルーをいじめるの～」

　瑠雨がすがりついてくる。本気でそう思っているから、やっぱりウチの妹も強烈だ。

「何をバカなこと言ってるんだ。みんなに謝りなさい。そして今すぐ帰りなさい」

「嫌です。蜂はち矢やアキラをはじめ、お兄さまに集たかる蠅はえどもを駆逐するまでは、お兄さまの側そばから一歩も離れません！」

　あくまで正義を主張する瑠雨の頭上に強烈すぎるゲンコツが落ちた。

　俺と瑠雨の実の叔お父じなのに美人なオーナー・レイチェルだ。

「おじ……おばさま、ひどいですわ！」

「うるさい。邪魔。帰れ」

「嫌です。ルーとお兄さまは一心同体だから――」

「今帰ったら、あとで洋よう平へいが抱きしめてくれるわよ」

「ルー、今すぐ家に帰りま～す」

　瑠雨が俺から離れ、風のように店から去っていった。

「相変わらずブラコンねぇ」

　と、苦笑するレイチェル。さすがはハーヴェストのオーナー。最強だ。

　俺は先輩たちに謝ってから、全身でため息を吐ついた。

　実は、瑠雨が店に乗り込んできて暴れるのは今日が初めてではない。兄貴との婚約話が出て以来、瑠雨は毎日店にやって来る。兄貴がいる時は兄貴に突っかかり、兄貴がいない時は俺にまとわりつく。

　迷惑だし、迷惑をかけているし、恥ずかしくて申し訳なくて、なにより憂ゆう鬱うつだ。瑠る雨うが現れる度に、母さんに言われたことを思い出させられる。

「せっかくの夏休みなのになぁ……」

　学校も終わり、毎日ハーヴェストのメンバーと楽しく過ごせると思っていたのに、俺オレの気分はまるで梅つ雨ゆ真まっ只ただ中なかのように鬱うつ々うつとしていた。

　しかし、この暗い気分を最強オーナーが吹き飛ばしてくれた。

「洋よう平へい以外は知ってると思うけど、今年もやるから」

　開店前のミーティングでレイチェルがそう言うと、女性スタッフ一同がわっと顔を綻ほころばせた。あの兄貴も唇くちびるを吊つり上あげている。

「やるって、何をですか？」

　歓喜の輪から取り残された俺が訊たずねると、レイチェルはニヤリと笑って、

「海の家よ」

　俺の心の季節が一瞬で梅雨から夏に変わった。



　そして、この夏が俺の人生を変える夏となったんだ。



    

  
    
      


　夏の思い出１

　私を海に連れてって！





　ご来店いただき誠にありがとうございます。

　この度、さくら海水浴場に「シーサイドカフェ・ハーヴェスト」を期間限定でオープンすることとなりました。

　美お味いしい料理とドリンクと極上のサービスで皆様のバカンスを全力サポートいたしますので、ぜひぜひお越しください！

　＊注　カフェ・ハーヴェストは人員不足になったので休業します。ごめんね！





　８月１日の朝、俺はカフェ・ハーヴェストの入り口ドアに右の貼はり紙を貼った。

「うむ。これでよし！」

「うむ。じゃないでしょ！」

　後頭部にドーンが飛んできて、その反動でドアに額がゴーン。

　犯人はもちろん、由ゆ比い川かわだ。

「おはよう、由比川。今日も暑くなりそうだな」

「おはよ。そんな爽さわやかに返されると困るってゆーかちょっとぐらい痛がったり怒ったりしてくれないと怖いよってゆーかなにやってんのよ！」

　由比川がドアの貼はり紙を取って、クシャクシャに丸めて捨てる。

「ああっ、何するんだよ！」

「怒るのここ!?　んまあ、どこでもいいんだけどさ、なにを堂々と嘘うその宣伝してんのよ！ウチは休業なんてしないでしょ！」

　はい。由比川の言うとおりです。

　カフェ・ハーヴェスト、休業なんてしません。

　今日ももうすぐオープンです。

「洋よう平へい、これ普通に営業妨害だよ？」

「知ってる。だって俺オレ、全力で営業妨害してるもん」

　いつもならここでドーンの何十発か飛んでくるところだけど、由比川は「はぁ……」とため息を吐つくだけで体罰はなし。

「気持ちはわかるけど……」

　と、ちょっと優しい言葉までかけてくれた。

　俺が営業妨害をするのには、それなりの理由がある。

　簡単に言うと、俺だけが居残りを命じられたんだ。

　詳しく言うと「シーサイドカフェ・ハーヴェスト」のスタッフはレイチェルが経営しているバーの従業員さんたちで、若干、足りない人手をここ「カフェ・ハーヴェスト」からアルバイトスタッフを派遣することで補っている。

　今日はモコちゃんと兄貴がシーサイドに行っており、明日は由比川と椿つばきさん……という具合に、２店舗のシフトを組み合わせて対応しているのだ。

　だが、その派遣メンバーの中に俺は含まれていない。海の家でのバイトを禁じられた。

　レイチェル曰いわく、

『海の家では美人しか働かせない！』

　からだそうだ。

「こんなバカな話があるか？」

「それがオーナーの方針なんだから仕方ないでしょ」

「その方針が納得できん。そもそも、美人だけとか言ってるけど、美人の九割は男性じゃないか……美人かどうか以前にもっと考えるべきことがあるじゃないか……」

「はいはい、わかったわかった。愚痴は聞いてあげるから、とりあえず中に入ろうね」

　と、またまた優しい言葉をくれて由比川は店に入った。俺もそれに続く。

　一応、開店準備は済ませていたので、俺オレと由ゆ比い川かわはカウンター席に並んで座った。酒のかわりにアイスコーヒーをすすりながら愚痴を再開。

「俺の名前は楠くすの木き洋よう平へいだ。太平洋の洋に太平洋の平で洋平だ。つまり、海の男だ。生まれながらの夏男だ。もはや俺は夏だ。それなのに、海にも行かず海の家でも働かず毎日このカフェで働かされている。こんなバカな話があるか？」

「この店のバイトなんだから当然でしょ」

「他のバイトは派遣されているのに？」

「だから、それがオーナーの方針なんだから仕方ないでしょ」

「その方針がまるで納得できん。美人だけとか言ってるオーナーは俺の叔お父じさんだぞ？」

「でも美人じゃん」

「ま、まあ、そうなんだけど……」

「てゆーかさ、そんなに言うならプライベートで海に行けばいいじゃん。洋平なら超高級リゾート地で超セレブな夏を満喫できるでしょ？　わざわざ海の家でのバイトに楽しみを求めなくてもいいのに」

「たしかに、世界各国のリゾート地に別荘がある。セレブな夏の過ごし方は熟知してる。でも、今年の夏はそんな過ごし方じゃ意味がないんだよ」

「どして？」

「セレブな夏にはハーヴェストのメンバーがいないからさ」

　俺は今まで家族以外の親しい人と夏を過ごしたことがない。

　それを悲しいとか寂しいとか思ったことはないけれど、今年は「セレブじゃない夏」をハーヴェストメンバーと満喫できると思っていた。そうしたいと思っていた。

「この店でみんなと働くだけでもよかったんだけど、海の家がある以上はやっぱりそこでいかにも夏って感じの過ごし方をしたいんだよ」

「……それは、私もそう思ってるけど……」

「朝ちょっと早めに出勤して、まだ人の少ない浜辺で遊んだり」

「ふふ、楽しそうだね」

「休憩時間にひと泳ぎしてみたり」

「あそこまで競走ね、とかやっちゃうだろうね～」

「仕事中もレイチェルの目を盗んでかき氷を食べたり」

「シロップは何派？　とかでケンカするのも一興だね～」

「で、仕事が終わってからもやっぱり遊ぶんだ。砂の城をつくったり、定番のスイカ割りもしてみたいなぁ」

「うんうん。そして、海が夕ゆう陽ひで赤く染まるときだけは、波音に耳を傾けて静かにそれを眺めるの。あぁ、なんて素敵なマジックアワー……」

「いいな～」

「いいね～」

　目を閉じ、ニヤニヤしながら楽しい夏の過ごし方を妄想する俺オレと由ゆ比い川かわ。

「でもさ、何だかんだ言っても一番の楽しみは水着だよな～」

「……ん？」

　たぶん、由比川はここで目を開けたと思うけど、俺は閉じたまま続けた。

「海と言えば水着だよ。海と言えば水着だよ。２回言っても足りないよ。水着こそが夏の正装だよ。つまり水着が夏なんだよ。それを見ずして夏は始まらないよ。特に、カフェ・ハーヴェストが誇るかわいこちゃんたちの水着姿は――」

「とりあえず、かわいこちゃんってのがキモい！」

　こめかみへのドーンで椅い子すから吹っ飛び、俺はようやく目を開けた。由比川は怒りながらも軽く引いている。言った俺もキモいと思った。反省はしてる。

「水着、水着って……男の子的にはそれも大事なことかもしれないけどさ、私たち海の家では水着じゃないからね？」

「んなっ!?　そんなバカな話があるか！」

「私に怒るな！」

　またドーン。座り直したのにまた吹っ飛ばされた。

「水着で働くわけないでしょ。けっこう動いたり、その、屈かがんだりもするんだからっ」

「そ、それもそうか。じゃあ、どんな格好してるんだ？」

「店のロゴ入りＴシャツとホットパンツ」

　……うむ。それもまあ、あり、だな。

「バーから来てる人たちは水着だけどね。オーナーも」

「それは完全にナシだな」

「ところが、けっこう人気なんだよね。集客率、抜群」

「世の中って不思議だな……」

「うん……」

　それはさておき。

「今年の夏にかける情熱はわかってもらえただろ？」

「まあね。でも、だからといって嘘うその貼はり紙はダメだよ。そんなに海の家で働きたいならオーナーにちゃんと頼んでみなよ？」

「頼んだよ。何度も頼み込んだよ。けど、その度に『アンタはブサイクだからダメ』って言われるんだぞ？　さすがの俺も心が折れたよ……」

「そ、それはちょっと同情する……」

「てことだからさ、由比川もハーヴェスト休業作戦に手を貸してくれ」

「だからダメだってば！」

「どうしてだよ？　いいか、俺オレの名前は楠くすの木き洋よう平へいだ。太平洋の洋に――」

「それはもういい！」

　またまたドーンで俺を椅い子すから吹き飛ばし、由ゆ比い川かわは立ち上がった。続けて怒ると思いきや、なぜか顔を背け、お団子頭をほどいたり結んだりしながら、

「ったく、ホントに世話がやけるんだから……わ、わかったよ。休業作戦に手は貸さないけど、その代わりに、わ、私が水着になってあげるっ」

「……は？」

　何この急展開？

「いや、その、さすがに不ふ憫びんだからさ、せめて水着にかける情熱だけは満たしてあげようかなっていう親心というかなんていうか新しい水着も買ったしせっかくだし……」

「心遣いには感謝するけど、そこまでしなくていいよ」

「で、でも、水着が見たいんでしょ？」

「由比川のは見たくない」

「はああ!?　それどーゆー意味よ！」

　由比川の照れて赤くなっていた顔が一瞬で般はん若にやのようになり、モジモジとしていた手が拳こぶしとなって額に飛んできた。コイツ、遂ついにガチ殴りしてきやがった……。

「なに？　私はハーヴェストが誇るかわいこちゃん枠に入ってないってこと？　そーゆーこと？」

「ち、違うよ！　つーか、お前、拳はダメすぎ、くそ、いってぇ……」

「いいから答えなさい！　どうして私のは見たくないのよ！」

「だって、由比川が水着になったらマニアさん垂すい涎ぜんのビジュアルになるじゃん？　んで、それを見た俺はほぼ確実に喜ぶじゃん？　ロリ平へいとかいう最悪のあだ名がいよいよ定着しちゃうじゃん？　それは色々とアウトじゃん？」

「いいじゃん！　自分に素直になろうよ！　てゆーか誰だれがマニアさん垂涎だ！　こう見えてもモコさん級のグラマラスバディなんだからねっ！」

「………」

「……や、今のはちょっと見み栄え張ったけど……」

「ちょっと？」

「……かなり」

「反省は？」

「してる……って、なんで私があああっ！　あーもう、とにかく水着に着替えてくる！　こーなったら洋平をマニアさん確定にするっ！」

「いや、いいって！」

　スタッフルームに行こうとする由ゆ比い川かわの腕を掴つかんで引き留めた。

「放してよ！」

「落ち着け。さっきから言動が年とし頃ごろの娘さん的にマズいよ。俺オレが親なら泣くぞ？」

「たとえ親を泣かしてでも洋よう平へいをマニアにするの！」

「何だよその歪ゆがんだ使命感は！」

「使命じゃない！　女の意地！」

「どっちでもいいから冷静になれ！　話がズレまくってるから！」

「ヤダ！　水着美女に私はなる！」

「いけません！」

　と、カウンター奥にある厨ちゆう房ぼうから怒声が聞こえ、そこから二人の女性が姿を現した。

　椿つばきさんと、金きん髪ぱつ碧へき眼がん超絶美幼女毒舌シェフ・五十嵐いがらし小こ鳥とりさん（20歳）のお二人。通称・姫ひめ野の親子である。

　椿さんは小さく咳せき払ばらいをしてから、優しく品のある声色で、

「由比川さん、女の子が軽々しく水着になるだなんて言ってはいけませんよ？」

「………はしたないぞ、チビ」

　と言ったのは小鳥さん。彼女が椿さんにベッタリ寄り添って毒舌を吐くのは最近のハーヴェストでは日常的な光景だ。

「はぁい……」

　由比川がしゅんとなってようやく落ち着いたところで、俺から椿さんに質問。

「椿さん、いつからそこにいたんですか？」

　今日は俺が一番乗りだと思ったのに。

「お二人が店に入って来る少し前です。すぐに挨あい拶さつをしようと思いましたけど、盗み聞き……じゃなくて、娘の世話……でもなくて、小鳥さんとお話をしていましたの」

「………詮せん索さくするな、童貞」

「は、はい……」

　椿さんはまた何度か咳払いをしてから、

「――ともかく。事情はわかりました。ですが、由比川さんが水着になったところで何の解決にもなりません。そんな露骨なアピールは絶対に許しません」

「アピールだなんて、そんなつもりは――」

「由比川さん？」

「……ご、ごめんなさい」

　椿さんが威圧感たっぷりのダークな微笑で由比川を黙らせた。

「どうしても水着が見たいとおっしゃるのなら、私が水着になります。楠くすの木きさんがどうしてもとおっしゃれば、私がバイトリーダーの責任を持って、その情熱を受け止めます」

「大丈夫です。どうしてもとまでは言いません」

「楠くすの木きさん？」

「……ど、どうしても見たいって言うと思います」

　今日の椿つばきさん、朝からグイグイくるなぁ……。そして小こ鳥とりさんが俺オレを思いっきり睨にらんでいるのがすごく怖い……。

「しかし、たとえ誰だれが水着になろうとも、楠木さんが海の家で働けるようにならなければ抜ばつ本ぽん的てきな解決にはなりませんわよね？」

「おっしゃるとおりです」

「そこで、私から提案があります」

　それは何ですか、と聞く前に、椿さんは「うふふ」と笑いながら教えてくれた。

「玲れい奈なさんの条件に見合えばいいだけのことよ」

「………」

　うわ、嫌な予感がする。

　椿さんは今や自他共に認めるコスプレ好きだ。近ちか頃ごろは自分でコスプレするだけではなく娘さん……じゃなくて、小鳥さんのエプロンをつくるのが彼女のブームだったりする。

　そして、海の家で働く条件が「美人であること」。

　だから、つまり。

「楠木さんが女装して美人になればいいんです！」

　やっぱりか……。

「いや、それはちょっと、男のプライドが――」

「そうと決まれば早速お着替えしましょう！」

　有無を言わせてくれず、椿さんは俺の手を引っ張り、スタッフルームへ向かう。

「由ゆ比い川かわ、助けてっ」

「どんまい」

　由比川は「面白いことになってきた」という時のいい顔だった。片っぽだけの八重歯をキラリと光らせていた。

　ま、俺が由比川の立場でも同じような顔をすると思うけどね。



　俺と由比川と椿さんと小鳥さんの４人はスタッフルームに場所を移して、楠木洋よう平へい改造計画について話し合うこととなった。早めに開店準備を済ませていたことを後悔したが、時すでに遅し。

「――まず、どういうタイプの女性にするか、その方向性を探りましょう。そうね、誰か身近な人をモデルにして、その人に近づけるのがいいかもしれないわね」

　と、声を弾ませる椿さん。すげぇ楽しそう。

「んー……洋よう平へいの顔じゃ椿つばきさんみたいな正統派美人はムリだし、モコさんみたいなフェロモン系は論外だし、小こ鳥とりさんみたいな天然高級素材でもないし……くふふっ……」

　と、笑い声を漏らしながら由ゆ比い川かわ。二人とも意味は違うけどノリノリだ。ハーヴェストメンバーがこういう状態になったら止めるのは無理。流れに身を任せるしかない。

「由比川みたいなマニア向けの体型でもないしな」

「それしつこいよ！」

「となると、蜂はち矢やさんみたいなボーイッシュ系かしら？」

「ボーイッシュも何も、俺オレはすでにボーイですけどね……」

「……ん。生きつ粋すいのチェリーボーイや」

「生粋のって何ですか……」

　どうでもいいけど、小鳥さん、童貞ネタが好きだな。

「オーナーみたいなゴージャス系が妥当じゃないかなあ？　顔の系統も体格も似てるし、お手本にするには最適だと思う」

「そうだな。実の叔お父じさんをお手本にして美人を目指すとか、言葉にすると改めて何かがおかしいと思わされるけど、俺もそれが一番いいと思う」

「では、玲れい奈なさんをモデルにするということで……これを着てみてください」

　椿さんが自らのロッカーを開けて「ある服」を取り、差し出してきた。

　マジカル戦士マリナちゃんの衣装を。

「………あの、椿さん？　話、聞いてました？」

「楠くすの木きさん、早く早くっ」

　あー、きっと最初からこれが狙ねらいだったんだろうなぁ。

「ぷふっ……洋平、とりあえずそれを着てみなフハッ……！」

　堪こらえきれずに腹を抱えて笑う由比川。くそ、お前にとっちゃ最高の展開だろうけどな、俺はもう涙が出てきたぞ。

「椿さん、やっぱりこれはちょっと……」

「楠木さん？　私は早くと言っていますのよ？」

「……今すぐ着替えます」

　最近の椿さん、怖すぎだろ……。

　俺は渋々、衣装を受け取り、一いつ旦たんスタッフルームの外に出て、それに着替えた。どうせなら爆笑をとってやろうと開き直った――が。

　着替えを済ませ、部屋に戻ってきた俺を見て、

「うわぁぁ……」

　と、爆笑の準備をしていたであろう由比川がドン引きした。小鳥さんも毒を吐くことを忘れて苦い顔をしている。

　それほどに俺オレの姿が醜いのだ。

　自分でもそう思う。

　そりゃそうだ。細身でモデル体型の椿つばきさんですら、この衣装は小さめでピチピチなんだから、そこそこガタイのいい俺が着たら、それはもう惨さん憺たんたる結果になるさ。

　パッツンパッツンの上着から伸びる腕は厳いかついし、大きめに開いている胸元がイラッとくるし、へそが見えてるのも最悪だし、ミニスカートの裾すそからボクサータイプのパンツがチラついていて吐き気がするし、脚が無駄に逞たくましいし……ただ一点、これを着られたことだけは自分を褒めてあげたい。

　とにかく醜い。ひどい。ひどすぎる。ひそかに「案外、似合っちゃうんじゃね？」とか思っていたから切なさも倍増だ。

「こ、これは笑えないね……」

「それでも頑張って笑ってくれ、由ゆ比い川かわ。じゃなきゃ俺が成じよう仏ぶつできない……」

　この惨劇を生み出した椿さんも首を傾かしげている。

「何がいけないのかしら？」

「何って、この衣装以外にないですよ」

「あっ、わかったわ！」

　椿さんがポンと手を叩たたいた。たぶん、わかってないと思うけど一応、聞いてみよう。

「毛よ、毛が邪魔なのよ」

「………毛？」

「髪の毛はウィッグを着けるからいいとしても、その眉まゆ毛げと脇わき毛げと臑すね毛げが……。とっても男らしくて素敵ですけれど、マリナちゃんに……じゃなくて、女装するには不要だわ」

　うーん、これまたエグいところに目を付けましたね。

「言われてみればそうかも」

　と、由比川が賛同した。洋よう平へいを面白くしたい、という気配はなく、本気で頷うなずいている。

「いやいや、違うだろ。もっと他に致命的な欠陥があるだろ。この衣装だよ、目をこらさなくても丸わかりだろ」

「楠くすの木きさん、剃そりましょう！」

　いつの間にかロッカーからカミソリを取り出していた椿さんが瞳をキラッキラに輝かせながら近づいて来た。

「嫌ですよ！」

「大丈夫です」

「何がですか！」

「剃るべきだよ、洋平」

「お前もマジ意見するなって！」

「………剃それ」

「小こ鳥とりさん、２文字は本気で怖いから！」

「ここまで嫌がるなら仕方ありませんね。私が手を下します」

「ちょ、まっ、椿つばきさん、待って！」

　カミソリ片手に迫ってくる椿さん。まるで80年代のスケ番みたいだ。

　正直なところ「これはもう戦うか？」という選択肢もよぎったけれど、さすがにそれはまずいし、武器を携帯したスケ番と戦って勝てる気もしなかった。店外に脱出することも考えたが、今の衣装では逮捕される。

　で、結局。

「……わ、わかりました。剃り……ます。で、でも、脇わきと臑すねは勘弁してください！」

「ダメです」

　何でだよ。

「まあまあ、椿さん。とりあえず眉まゆ毛げを整えてみましょうよ」

　由ゆ比い川かわがフォロー（と言えるかどうか微妙だけど）をして、椿さんを宥なだめてくれた。

　そして、化粧ポーチから毛抜きを取り、長なが椅い子すに座らせた俺オレの目の前に立って、眉毛を一本一本抜き始めた。

　間近にある由比川の童顔が照れくさいので、俺は目を閉じる。

「チクッとするけど、ジッとしててね」

「いてっ」

「動いちゃダメだってば！」

「そんなこと言ったって、地味に痛いなこれ……」

「男なんだから我慢しなさい」

「男を捨てようとしてる最中だけどな」

「お、うまいこと言うね～」

「まあな」

「量が多いから、ちょっとだけ剃るね」

「任せるよ」

「はい、由比川さん。これどうぞ」

「ありがとうございます。ついでに椿さんもこっち側をお願いします」

「かしこまりました」

　椿さんも目の前に立ったようで、二人で俺の眉毛を剃りはじめた。

「俺、されるがままだな……なんだか情けないよ……」

「うふふ、ちっとも情けなくありませんよ」

「むしろ喜びなさい。こんな美女二人にサービスしてもらってるんだから」

「サービスねえ……」

「……あら？　由ゆ比い川かわさん、そこは細くしすぎじゃありません？」

「椿つばきさんこそ、ここがまだ太い……あっ……」

「ん？　どうした？」

「な、なんでもないよっ」

「そ、そうですわ、こっちをこうすればバランスが………うわ……」

「え？　嘘うそ？　まさか剃そり過ぎちゃったみたいなアレですか？」

「違うって！　私がそんなベタなことするわけないでしょ！」

「そうだな。ベタ嫌いの由比川がそんなことするわけないよな」

「………」

「……返事は？」

「ゴチャゴチャうるさいなあ！　話しかけられるとまたジョリッて……」

「ジョリッて何？」

「楠くすの木きさん、動かないで！　動くとまたズバッと………」

「ズバッと何!?」

「……椿さん、これはもう……」

「……はい。あのパターンしか残されていませんね……」

「どのパターン!?　いや、薄々わかってるけど、それはやめて！」

「「えいっ！」」

「嘘おおおおっ!?」

　二人の掛け声をかき消すように、目の上からジョリリッという嫌な音が聞こえてきた。

　もう見なくてもわかるけど、一応、触ってみたら、やっぱりなかった。眉まゆ毛げがあるべきはずの場所がツルツルしてた。

「おい……マジかよ……」

「洋よう平へい、ごめんね。努力はしたんだけど結果がついてこなかったよ」

「何だその謝り方は！　わざとやったと言ってくれた方がまだ許せるぞ！」

「由比川さんを責めないでください。私のうっかりミスです」

「最後のはあきらかに人為的でしょ！　えいって言ってたもん！」

「ご、ごめんなさい……」

「あーっ！　椿さんを泣かせたーっ！　洋平のバカ！　謝れ！」

「泣きたいのはこっちだ――って、小こ鳥とりさん！　せめてカミソリを持って！　ほ、包丁は洒落しやれにならないから！」

「………死んで償つぐなえ」

「うわあああっ！」

　刃物と本気の殺意を向けてくる小こ鳥とりさんから逃げて、部屋の端っこに置いてある姿見で眉まゆ毛げのなくなった顔を確認した。

「……う、うわあぁぁぁ……」

　ひどい。ブサい。しかも怖い。想像以上に人相が悪くなっている。誰だれだよこれ……。

　落ち込んでいる俺オレの肩に由ゆ比い川かわがポムと手を乗せてきた。

「どんまい。くよくよせず前向きに考えよう」

「人ごとだと思って好き勝手言いやがって……」

「でも、由比川さんの言うとおりだわ。多くの女性は眉を極限まで薄くして、その上から描かいていますもの。楠くすの木きさんもその状態になっただけと考えましょう」

「そうそう。描いた方がきれいな眉になるから」

「……まあ、そうかもしれないな……」

　上う手まく誤ご魔ま化かされている気がしないでもないが、このツルツル状態でいるよりは何倍もマシだろう。

「わかった。じゃあ早速、描いてくれ」

「おっけ～」

　と、由比川が眉ペンを手に取り、さきほどの毛抜きと同じ要領で、長なが椅い子すに座った俺の前に立ち、眉を描き始めた。

「今気づいたんだけどさ、俺は明日からこの作業を自分でしなきゃいけないの？」

「妹さんにやってもらえばいいじゃん」

「アイツの前に顔をさらけ出すのは怖いなぁ……」

　とか話しながら由比川が眉を描く。人のを描くのは難しい、と言っているけど、俺から見れば充分に器用な手つきだ。さすがは女の子と言うべきか。

「――できた。こんな感じでどう？」

　由比川が手鏡を渡してきたので、出来映えを確認。

「おおっ、いいじゃないか」

　緩く弧を描いた新しい眉は、これまでの俺の顔にはなかった優しい雰囲気をもたらしていた。眉の形を変えるだけで顔の印象もガラリと変わるから不思議なものだ。

「かなり気に入った。今日初めての満足感だ」

「では、ついでにメイクもしましょう」

「お願いします」

　今度は椿つばきさんがメイク道具を持って目の前に立ち、俺も素直に身を預けた。改造計画に少しだけ希望が持てるようになってきた。

「ジッとしててくださいね……まずはファンデを軽く……アイラインを引いて……睫まつ毛げは多いからマスカラは少なめにして……グロスは……ウィッグは……」

　専門的な単語が次々に飛び出し、自分がどういう状態になっているのか想像もつかないけど、椿つばきさんの手つきも器用なので期待が膨らむ。

　ひょっとして、かなりの美人になっちゃうんじゃね？

　とか思った僕がバカでした。

「で、できました……」

　メイク終了を告げる申し訳なさ満点の声が出来映えを物語っていたが、念のため、鏡で確認してみる。

「うん。これはブサイク」

　可能な限り贔ひい屓き目めに見てもブサイク。鏡に映っているコイツを殴りたい。

　椿さんが施してくれたメイク自体は悪くないと思う。

　小こ鳥とりさんのような白い肌、モコちゃんのような大きな瞳、椿さんのようにスッと通った鼻筋、兄貴のようにシャープな輪郭、由ゆ比い川かわみたいな薄桃色のあどけない頬ほおと唇くちびる、そして瑠る雨うと同じ黒髪のツーテール。

　各パーツだけを見れば、華麗な変へん貌ぼうを遂げている。

　だけど、顔全体を見ると……ブン殴りてぇ。

　由比川も不思議そうに首を捻ひねっていた。

「どうしてこんなに不愉快な顔になっちゃうんだろうね？」

「不可解だよな。そして、つくづく不愉快な顔だよな」

「後ろに回って首から上だけを見るとすごく可愛かわいいんだけどね、前から見ると……もはや不謹慎だね」

「極ごく局地的に可愛くなっているのが余計に虚むなしいな」

「こーゆー場合は美少女に大変身っていうオチがほしいのに」

「俺オレの顔もベタな展開が嫌いなのかな？」

　椿さんは俺たち以上に不思議がっていた。

「一体何がいけないのかしら？　ちっともマリナちゃんに似ないわ」

「ああ、それですね。俺が目指すのはレイチェルだったはずですよね？」

「やっぱり毛ですね」

　……この人ホントに話を聞かなくなったな。

　ただ、大間違いだとわかっていてもとりあえず毛を剃そってみよう、綺き麗れいになる可能性が１％でもあるならそれに賭かけてみたい、といった恐ろしくもポジティブな気持ちが俺の中にも生まれていた。バッドトリップか女心の芽生えかのどちらかだろう。

「わかりました。剃ってきます」

　気づけば俺はそう言っていて、椿さんからカミソリとシェービングローションを借り、トイレに向かっていた。

　マジカル衣装を脱ぎ、パンツ一丁になった時点で悪夢から目は覚めたが、ここまできて剃そらないわけにもいかないので、臑すね毛げと脇わき毛げを剃った。ホースの水で洗い流して全身ずぶ濡ぬれになったけど意地でも泣かなかったことは誰だれにも誇れない俺オレの誇りである。

　そして、ペーパータオルで体を拭ふき、またマジカル衣装に着替えて、スタッフルームへ戻った俺に、椿つばきさんがひと言。

「特に変わりませんね」

「ええー……」

　無意味に散った体毛たちが可か哀わい想そうすぎる。

　というか、今さらだけど、俺は何をやってるんだろう……。

「あと手を加えるとしたら……あ、お胸ね」

「はは、もう好きにしてください……」

　椿さんがパット代わりにタオルを詰め込み、俺の胸を大きくする。

　出来上がったのは、モコちゃんに負けず劣らずの美巨乳。

　だけど。

「見事なぐらいクオリティが上がりませんねぇ」

「私、胸の大きな人には『交換して！』と思うぐらい憧あこがれるんですけど、何億積まれても今の洋よう平へいにはなりたくないですね」

　２人とも少しぐらいは労ねぎらってほしい。

　でも、悲しいかな、俺もまったく同じ意見だ。

「足だけが紳士用革靴というのもまた低クオリティに拍車をかけてるよな」

「かといって、ロングブーツを履いたらそれはそれでムカつくだろうしね」

「美人への道って険しいんだな……」

　きっと、ある種の才能が必要なのだろう。レイチェルに軽い嫉しつ妬とさえ覚える。

「困ったわねぇ。これじゃマジカル戦士マリ男くんだわ」

「いや、だからね、その出発点がおかしいんですって。顔面は救いようがないとしても、大きめのワンピースとかにすれば体型の欠点は隠せるでしょ？　ねえ椿さん？　聞いてますか？」

「あっ、わかったわ！」

　椿さんがポンと手を叩たたいた。絶対に俺の訴えとは無関係なことを言うと思うけど一応、聞いてみよう。

「一人だからダメなのよ！」

「……ん？」

「木を隠すには森と言うでしょ？　だから、みんなでマジカル戦士になればマリ男もそれなりに可愛かわいく見えるはずよ！」

　というわけで、と椿つばきさんは実に楽しそうに微笑ほほえみながら、由ゆ比い川かわを見た。

「由比川さん、着替えましょう！」

「ぐはあっ！」

　まるで銃弾を撃ち込まれたように……いや、まさに流れ弾そのものを食らった由比川が床に膝ひざをついた。

「由比川さんはチュララちゃんの衣装ね」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

「……何かしら？」

　水を差された椿さんがダークオーラを放つも、由比川は抗あらがった。

「せ、せっかくですけど、私は遠慮しておきます」

「……どうして？」

「私、前に体操服を着たときに、もう二度とコスプレはしないって誓ったんです。自分と先祖と数あま多たの神々に。だから、その誓いは破れないっていうか……」

「それなのに水着になろうとしたの？」

「うっ……いや、それは……」

「水着にはなれるのにチュララにはなれないの？　チュララは水着以下の存在だと、そう言いたいの？」

「あぅ……」

「小こ鳥とりちゃんは着替えてくれるわよね～？」

「うん！　椿と一緒にコスプレする！」

「まあ、とっても良いい子ね～。じゃあ小鳥ちゃんはコロナちゃんを着ましょうね～」

「うん！」

「……で、由比川さんはどうなさるの？」

「………チュララに立候補させていただきます」

　由比川菜な月つき、撃沈。

　俺オレは打ちひしがれる彼女の肩にポムと優しく手を乗せた。

「ぷふっ……どんまい。前向きに考えフハッ！」

　ダメだ、笑いを堪こらえきれない。

「こんの……人ごとだと思って……」

「俺だって同じ目に遭っているんだぞ」

「それにしたって、あの森とか木とかいう理屈には納得できないよぉ……」

「ああ、そうだな」

　あんなものは暴論だ。もしかしたら、世間一般の女の子には通じるところがあるのかもしれないが、俺のブサイクさはどこに隠したって一瞬で見つかるレベルだ。

　でもさ、由ゆ比い川かわ。

「お前も気づいてるだろ？　椿つばきさんはただコスプレ遊びがしたいだけなんだぜ？」

「そんなことは最初からわかってるけど、けど……！」

「悔しいのはわかる。でも、見てみろよ。椿さんの嬉うれしそうな顔を。この世の春って感じだろ？　あの人があの笑顔になった時はダークモードよりタチが悪いんだぜ？」

「うぅ……」

「さあ、大人しくチュララになってこい」

　そっと由比川の背中を押し、俺オレは反対側のドアへ歩いた。自ら進んで部屋の外に出た。

　廊下に腰を下ろし、壁にもたれながらマジカルチェンジが終わるのを大人しく待つ。

　すると、部屋の中から三人の声が漏れ聞こえてきた。

『はぁ……洋よう平へいに笑われる……』

『そんなことありませんよ。きっと喜んでくださるわ』

『違う意味で喜ぶんですよ。アイツ、もうすでに爆笑する準備は万端なはず』

　そのとおり。相変わらず俺の心を読むことに長たけているな。俺が心配しているのは笑えないぐらい可愛かわいくなって現れることだ。

『それにしても……椿さん、脚細いですよねぇ……』

『……ん。羨うらやましい』

『二人だって細いじゃない』

『椿さんのは細いだけじゃなくて長くて形もきれいで……いいなぁ……』

『……ええなぁ』

　いいねぇ。もっと続けて。

『私だって蒼あお井いさんや玲れい奈なさんのスタイルの良さには憧あこがれますわ』

『………蜂はち矢やも実はなかなか』

『はあぁ……私もみんなみたいになりたいなぁ……』

『………あきらめろ、チビ』

『小こ鳥とりさんだって私と同じぐらい……え？　うわ、うそ……』

　え？　なになに？

『ふふん、ウチの勝ち』

『ぐっ……笑顔がムカつく……！』

『……でも、やっぱり椿のほうが大きい』

『ですよねぇ……』

『……椿、さわってもええか？』

『あ、こらっ、ダメよ！』

『私もっ』

『ちょっと二人とも、おふざけが過ぎるわ、やんっ、そこは……んもう、楠くすの木きさんに声が聞こえちゃうでしょ！』

　バッチリ聞こえてます。

　中でどんなことが行われているのか、すんごく想像してます。

「――って、いかんいかん」

　ただでさえ不愉快な女装をしている男が鼻の下を伸ばしてニヤニヤしていたら最悪にもほどがある。

　俺オレは彼女たちの声が聞こえないように、廊下から店内フロアへと場所を移した。

　カウンター席に座って、改めて自分の格好を見る。

「……あははっ」

　と、何とも言えない笑いが込み上げてきた。

　苦笑いと純粋な可お笑かしさがちょうど半分ずつの、自分でも不思議な笑い。

　そしてそれは徐々に純粋な笑いの方が大きくなっていった。

　ひとしきり笑ってから、独りごちた。

「ここでもいいな」

　この店で過ごす夏も悪くない気がしてきた。朝っぱらから女装させられたりコスプレをしたり、こんなに楽しい場所は他にいくつもない。

　いや、場所なんて関係ないか。

　ハーヴェストのメンバーと一緒なら、どこにいたって最高の夏を過ごせる。セレブじゃない夏の遊び方にはまだ未練があるけど、それはもう諦あきらめよう。

「こんな不美人じゃ、どのみち合格はもらえないだろうしな」

　だけど、せっかくだから３人のコスプレ姿だけは見せてもらおう。夏の思い出の１つとして目に焼き付けよう。悲惨な改造の代償に、それぐらいは許されるだろう。

　と、俺が穏やかな心境でマジカル戦士の登場を待っていた時。

　ガラン、とドアベルが音を鳴らし、

「おっはよ～。洋よう平へいいる？　ちょっと頼みたいことがある……んだけど……」

　女装の達人・レイチェルが店に入って来た。

　で、超絶不美人な男の子と目があった。

「………」

「………」

　叔お父じと甥おい、しばしの沈黙。

「……アンタ、何やってんの？」

「本当に何をやってるんでしょうね、俺は……」

　レイチェルはこめかみを押さえて長い長いため息を吐つき、

「実はさ、シーサイドで力仕事を担当していた子が辞めちゃってね、裏方での作業だから美人じゃなくてもいいし、アンタに穴埋めしてもらおうと思った……んだけど……」

「……んだけど？」

「やめとく。裏方でもそれはダメ」

「ですよねぇ……」

　どうやら女装をしなくてもよかったというオチらしい。

　だが、ここはカフェ・ハーヴェスト。

　ちゃんと二段目のオチもあった。

「楠くすの木きさ～ん！　見て見て～っ！」

　椿つばきさんの弾んだ声と３つの足音がスタッフルーム方向から聞こえてきて、

「「「マジカル三姉妹、華々しく登……場ぅ……」」」

　チュララちゃん（由ゆ比い川かわ）とコロナちゃん（小こ鳥とりさん）とレジェンド戦士ウララちゃん（もちろん椿さん）が愛らしいポージングで華々しく登場した瞬間に凍りついた。

　レイチェルもしばらく固まってから、また長いため息を吐つき、

「……アンタたち、何やってんの？」

「「「あ、あはは……」」」

　３人の壮絶で蒼そう白はくな苦笑いは、夏の思い出として俺オレの網膜に焼き付いた。



    

  
    
      



    

  
    
      　この後、開店まで約30分、俺オレたちはレイチェルにこっぴどく説教されることになったのだが、その前に。

　くどいようだが、ここはカフェ・ハーヴェスト。

　二段オチなんかじゃ終わらないのがカフェ・ハーヴェスト。

　レイチェルがマジカル三姉妹（＋マリ男）に正座を命じて、これから説教を始めようとした時、またドアベルが音を鳴らしたんだ。

「お兄さま～！　愛いとしのルーが今日も会いに来ま……し……た……」

「………」

「………」

「………」

　兄と妹、見つめ合って、すごく沈黙。

　誰だれかとこんなにも気まずい空気になったのは生まれて初めてだ。

「瑠る雨う、違うんだ、これには深そうでとても浅い理由が――」

「いやああああっ！　お兄さま……って言っていいかもわかんなあああい！」

　叫び、ルーは店から走り去った。

　追いかけようと思ったが、止まる。こんな格好の兄だか何だかわからない男に追いかけられる妹が可か哀わい想そうだった。

　由ゆ比い川かわがポムと肩に手を乗せてきた。

「ど、どんまい。前向きに考え――」

「無理」





　今日の収穫

　俺には女装の才能がないとわかった。



　今日の損失

　毛。兄としての威い厳げん。男として大切なもの色々。





　閉店後、レイチェルから正式にシーサイドへの派遣要請が出た。もちろん、二つ返事で了承したが、一つだけ、条件が付いていた。

　その条件とは「女装をしないこと」。

　まあ、結果オーライということにしておこう。



    

  
    
      


　夏の思い出２

　砂の上の魔術師





　夏。

　それは魔性の季節。

　灼しやく熱ねつの太陽が理性と服を奪い取り、身も心も開放的になった姿を母なる海が包み込み、

人は陽気な悪魔になる。

　そして、その悪魔たちが集つどう場所こそビーチなのだ。





　８月２日、朝。

　俺オレは、海に来た。シーサイドカフェ・ハーヴェストがある、さくら海水浴場のビーチに立っている。女装という壮絶な修羅場をくぐり抜け、遂ついにここへ辿たどり着いた。

　こんな時は叫ばずにいられない。

「海が好きだ―――！」

　昨日、海の家でのバイトは諦あきらめようとかカフェで過ごすのも悪くないとか思ったけど、あれ嘘うそ。ここに到着して一秒でテンションがマックスになっちゃった。

　やっぱ、海だよ。

「海が大好きだ――！」

「海、愛してる――！」

　背後から俺と同じぐらいハイテンションな叫びが聞こえた。

　我が店のアイドル……もとい、この海のアイドル・モコちゃんだ。

「モコちゃん、おはよう」

「おはよです、洋ようちゃん」

　小麦色の肌にビキニ姿のモコちゃんは、人魚が陸に上がってきても無視されるぐらいにセクシーで可愛かわいい。喩たとえはよくわからんが、とにかくセクシーで可愛い。

　やっぱ、水着だよ。これだよ、これ。

「夏が死ぬほど好きだ―――っ！」

　横に並んだモコちゃんも叫ぶ。

「夏、最高―――っ！」

「モコちゃんも最高―――っ！　特にそのおっぱいが最強――っ！」

「そんなことを真顔で叫べる洋ちゃんも好きだ――っ！」

「夏と海とモコが大好きだ―――っ！」

「結婚しちゃうか――っ！」

「役所行っちゃうか――っ！」

「ハンコ持ったか――っ！」

「あ、俺オレまだ17だった――っ！　ま、いっか―――っ！」

「うるさ――――いっ!!」

　背中に張り手食らった―――っ。俺、海に落ちた―――っ。犯人、由ゆ比い川かわ――っ。

「はしゃぎすぎ！　ちょっとは羞しゆう恥ち心しんを持て、このバカボン！」

「ラジャ――っ！」

「って、わかってないでしょ！　なに気持ちよさそうに泳いでんのよ！」

「洋ようちゃんずるいです！　モコもバシャバシャするぅ！」

「おいでモコちゃん！　そして僕を捕まえてごらん！」

「あはは、待って待って～」

「……ったく、先が思いやられる……」

　とまあ、こんな感じで俺のテンションは最高潮だったが、それはこの時まで。

　仕事が始まってからは夏の厳しさを思い知ることになった。



　シーサイドカフェ・ハーヴェストは、海水浴場に連なる「海の家群」の一番端にある。内装は本家ハーヴェストのテラス席をそのまま移動させて席数を増やした感じ。いわゆるオープンテラススタイルだ。外観も本家に似ていて、観葉植物をたくさん置いた南国風。この洒落しやれた外観が若い女の子やカップルから人気だ。

　ただ、更衣室やシャワールームはない。だから、海の家と呼ぶにはやや語ご弊へいがあるかもしれない。あくまでカフェである。どうせなら色々と完備すればいいのに、と思うけど、そこは他の店との兼ね合いや、レイチェルの「うちは飲食で勝負」という哲学があったりするらしい。

　とか言いながら、従業員に「美人な男」を揃そろえるあたりが、レイチェルの抜け目のないところ。前に由比川も言っていたように、彼ら（彼女ら？）は人気がある。ある種の怖いもの見たさだろうか。

　従業員の１人に話を聞くと、

『オカマが堂々と働ける場所って意外と少ないのよ』

　と言っていたから、需要と供給のバランスもいいのだろう。『洋よう平へいくんもこの道においでよ。アタシが優しく教えてあ・げ・る』とも言われたが、それはきっぱり断った。俺の女装姿を見れば彼（彼女？）も考えを改めることだろう。

　ともあれ、シーサイドカフェはなかなか繁盛している。

　で、俺オレに与えられた役目は力仕事。ずばり、厨ちゆう房ぼうだ。

　これがキツい。

　華やかなフロアの奥に隔離され、黙々と料理をつくっている。メニューは軽食が中心なので、作業そのものは簡単だが、注文数が多いから単純作業でもかなり忙しい。

　なにより、熱い。

　不思議なことに、なぜか焼きそばやタコ焼き、フランクフルトといった「熱い料理」が売れるので、俺の立ち位置も自然と鉄板や油の前が多くなる。

　これがもう、むちゃくちゃ熱いんだ……。滝のように汗が出ているうちはまだマシで、汗が止まったり、体が逆に冷えてきだすと危険信号。脱水症状の手前である。水分補給はこまめにしましょう。

　キツい熱いの他にもう一つ、重いもある。

　海の家では冷たいソフトドリンクと同じぐらいビールも売れる。俺はまだ未成年なのでその良さはわからないが、太陽の下で冷えたビールを飲むのは格別の美う味まさらしい。

　サーバーからジョッキにビールを注つぐ作業は本職でもあるお兄さん（お姉さん）たちがやってくれるのだが、サーバーにつなぐタルを運ぶのは俺の仕事。まさに力仕事、これぞ男の仕事――と意気込んだけれど、これが重いのなんの……。１個や２個なら大したことないけど、10個も運ぶと腕が取れそうになる。

『ちょっとしたコツがあるんだよ』

　と、酒屋のお兄さんが教えてくれたのは、腰で支える、という持ち方。よく、体は細いのに力持ち、という人がいるけど、そういう人はこの持ち方が自然と出来ているそうだ。俺もこの持ち方を習得してからはタル運びが随分と楽になった。

　とにかく、シーサイドの仕事はキツかった。

　体力に自信はあったけど、その自信は初日で粉々に砕け散った。こんなことなら冷房の効いたカフェに居残っておけばよかった、と何度も思ったのは言うまでもなく、仕事前にハイテンションで遊ぶことも当然、なくなった。

　そんなこんなで一週間が過ぎて――

　８月９日の昼。

　眉まゆ毛げがうっすら元の形に戻りつつある俺は、この日もキツくて熱くて重い仕事をこなし、忙しい合間を縫って束つかの間の休憩時間に入った。

「あー……じんどいよぉ………」

　店の裏の木陰でぐったりしながら呟つぶやく。飯を食わなきゃ体力が持たなくなるとわかっていても、食欲は湧わかず、ぐたーっとする。店の表側に一歩出れば、ハーヴェストから派遣されたかわいこちゃんや水着ギャルたちを見られるのに、体が日陰を求めている。

「かわいこちゃんとか水着ギャルとか……あああ、ぎもぢわるいよぉ……」

　自虐的なセルフツッコミもこのキレの悪さ。浮かれまくっていた頃ころの自分が早くも懐かしい。

「洋よう平へいいる～？」

　と、レイチェルが店裏に顔を出した。我が叔お父じは色々と際きわどい水着姿なのだが、それをどうこう言う気力も起こらない。

「休憩終わりっすか……じゃ、戻りまーす……」

「いや、まだ休憩時間でいいけど、まあ終わりっちゃ終わりね」

「……ん？」

「ワタシとこれに出るわよ」

　レイチェルが一枚のビラを渡してきた。

　見ると、そこには、



『　毎年恒例！

　　カップル限定・ビーチバレー大会！　』



　と書かれていた。

　大会が行われる日付は８月９日。今日である。

「俺オレとレイチェルで出場するってことですか？」

「そうよ」

「お断りします」

「お断っちゃダメ」

「勘弁してください。今、砂の上で走ったり飛んだりしたら確実に干からびます」

「だらしないわね。アンタをここで働かせたのは、このためでもあるんだから、しっかりしなさい！　今年こそ優勝するわよ！」

「今年こそ？」

「いつも江えの島しまの連中に優勝かっ攫さらわれてるのよ」

　江の島というのは有名な海岸のことではなく、四軒隣にある「海の家・江の島」さんのことだ。この大会で優勝すると、けっこうな宣伝になるらしく、毎年ウチと江の島さんがしのぎを削っているらしい。

「アンタ、スポーツ得意でしょ？」

「ええ、まあ」

　野球部員でもないのに１５０キロストレートを投げる俺だ、スポーツ全般は大の得意。

バレーボールは体育の授業でしか経験がないけど、アマチュアの大会じゃ負ける気はしないぜ。

「ワタシは学生時代バレー部だったの。美少女アタッカーとして男子バレー界にその名を轟とどろかせたほどよ」

「それはさぞかし轟いたでしょうね……」

「だからアンタとワタシが組めば優勝間違いなし！　ってことで、出るわよ！」

「お断りします」

「何でよ！　アンタ、優勝とか一番とか好きでしょ？」

「好きです。大好物です。でも、今はマジで疲れてるので優勝いりません。そりゃ、俺オレとレイチェルが出れば優勝できるでしょうけど、そしたら宣伝効果抜群でお客さん増えるんでしょ？　これ以上、忙しくなるのは絶対に嫌です」

「堂々とバイト失格な発言して……わかったわ。もし優勝できたら時給を上げてあげる。これでどう？」

「お断りします」

「だから何でよ！　この前まで時給アップ作戦とかやってたじゃない！」

「どうせ時給２円アップとかでしょ？」

「………」

　ほらね。レイチェル、お金にはシビアだもんね。

「わかったわよ。優勝したらワタシがチューしてあげる。これで文句ないでしょ？」

「全身全霊で拒否します」

「じゃ、生乳を見せてあげる」

「そんなことになったら先に自分の目を潰つぶします」

「じゃ、モコの生乳」

「やりま……いやいや、それレイチェルが決めていいことじゃないでしょ」

　あっぶね。快諾しそうになっちゃった。

「んもう、何だったらいいのよ！」

「今の俺が一番ほしいもの、わかるでしょ？」

　レイチェルはポンと手を叩たたいた。

「一日休み」

「のった！」

「……アンタ、意外と安い男ね」

「………」

　でも今は本当に休みが一番ほしい。

「さあ、選手登録しに行くわよっ！」

「はい！　………って、あれ？」

　さて、どこに間違いがあるでしょうか？

　正解は大会実行委員長さんが本人に言ってくれた。

「ハーヴェストさん、困りますよ……カップル限定と書いてあるでしょ？」

「別に本物のカップルじゃなくてもいいでしょ、男女一組であれば」

「はい。男と女の組み合わせなら恋人同士じゃなくてもいいです」

「だったら何も問題ないじゃない」

「はぁ……困りますよ、毎年同じこと言わせないでくださいよ……」

「何よそのため息は！」

「レ、レイチェル、落ち着いて。俺オレたちじゃ男同士の組み合わせになるのは事実じゃないですか」

「今はもう身も心も女だって言ってるでしょ！　見なきゃわかんない？　わかったわよ、その目でじっくり見るがいいわ！」

「あああっ！　脱いじゃダメえええ！」

　暴走しかけたレイチェルを取り押さえ、そのまま店まで連れて行き、どうにか事なきを得た。くそ、無駄な体力使わせやがって……。

「――もういい。洋よう平へい、女の子の誰だれかと組んで出なさい」

「レイチェルが出ればいいじゃないですか」

「男枠で出場するなんて絶対イヤよ！」

　それでも去年までは男枠で出場していたらしい。ちょっとだけ可か哀わい想そうだ。

　結局、俺は了承して、新たにパートナー探しをすることとなった。

　といっても、ウチには女の子が少ない。美人は多いけど、女性は少ない。だから自おのずと俺のパートナーになり得る女性はカフェからの派遣メンバーに限られてくる。

「えっと、今日は……」

　と、店内を見渡す。

　今日の派遣メンバーは、由ゆ比い川かわとモコちゃんだった。

「由比川とモコちゃんか……」

　戦力としては微妙な２人だ。

　せめて椿つばきさんか兄貴のどちらかにいてほしかった。

　椿さんは、あまり運動が得意そうには見えないけど、身長が高いのでバレーには向いていただろう。ダークモードでの威圧にも期待できたかもしれない。

　なにより兄貴だ。あの驚異的な身体能力の持ち主と俺がコンビを組めば、優勝どころかオリンピックの金メダルだって夢じゃないのに。つくづく残念だ。

「……そういえば、最近、兄貴と一緒のシフトにならないな……」

　まあいっか。

　今ここにいない人のことで悔やんでも始まらない。今いる２人から選ぼう。

　と、思ったその時。

「お兄さま～っ！　可か憐れんなルーが今日も会いに来ましたよ～っ！」

　瑠る雨うが店にやって来た。

　いつもなら「来たか……」と小声で漏らしながら店裏に逃げて居留守を使うところだが、今は違う。

　我が妹も母から「常に一番であれ」と厳しく育てられ、その教えを忠実に守ってきた。運動神経も折り紙付き。そして、兄妹きようだいの絆きずながある。息が合うことは火を見るよりもあきらかだ。パートナーとしてこれほど相応ふさわしい人材は他にいない。

　俺オレは満面の笑みで瑠雨の来店を出迎えた。

「いらっしゃい」

「あれ……怒らないの？」

「怒るもんか。瑠雨が来てくれて嬉うれしいよ」

「お兄さま……遂ついにルーへ愛の告白を――」

「それとは違うけど、頼みたいことがあるんだ」

「何なりと！　お兄さまの頼みならルーは何だってします！」

「俺と一緒に出場してくれないか？」

　と、大会のビラを渡した。瑠雨はそれをザッと流し読みして、

「お断りします」

「何で!?　何なりとって言ったのに！」

　瑠雨は椅い子すに腰を下ろし、ふぅ、と気け怠だるい息を吐いた。

「お兄さまとルーがコンビを組んだら優勝確実でしょ？」

「ああ。だからこそ瑠雨と一緒に出たいんだ」

「優勝したら、この店に来る客が増えるでしょ？　客が増えたら、お兄さまは忙しくなるでしょ？　お兄さまが忙しくなると、ただでさえ少ないルーとのイチャラブタイムが激減しちゃうでしょ？　ね？　ルーにな～んのメリットもないでしょ？」

「むうぅ……」

　なんという正論。瑠雨視点で見れば、たしかに何も得がない。

「あ、そうだ。もし優勝できたら……」

　休みがもらえる、と言いかけて止まる。貴重な休みを妹とのイチャラブタイムなんぞに使ってられない。

「優勝できたら、何ですか？」

「えーっと……お兄ちゃんが毎日一緒に朝食を食べてあげる。これでどうだ？」

「いりません。毎日一緒に食べてます」

「だよな。じゃあ何だったらオーケーしてくれる？」

「ルーが欲しがるもの、わかるでしょ？」

　わからないフリをしたいところだけど、すごくわかる。

「んー……手を繋つなぐ、でどうだ？」

「ぬるいです」

「膝ひざ枕まくら」

「まだぬるい」

「添い寝！」

「もうひと声！」

「チュー！」

「どこに！」

「マウス！」

「のった！」

「のるな！　やっぱナシ！」

「ええっ、どうして!?」

　っぶね。勢いに任せてとんでもない約束をしてしまうところだった。やっぱりハーヴェストの２人から選ぼう。瑠る雨うは危険すぎる。

　となると、あの人か。

　俺オレは「出ます！　チューのために出ます！」と追いすがる妹を振り払い、次なる候補に声をかけた。

「モコちゃん」

「なんでしょ？」

「ビーチバレーの大会があるんだけど、俺と一緒に………」

　……待て。待て、俺。

　モコちゃんに運動神経があると思うのか？　コーヒーひとつ満足に運べない人だぞ？　歩くことと躓つまずくことがセットになってる人だぞ？　それ以前に、しりとりのルールも知らなかった人だぞ？　その人とビーチバレー？

　ない。絶対ない。

　モコちゃんのファンタジックな言動は相手選手を惑わす効果が見込めるけど、たぶん、味方の俺の方が大パニックになる。さらに言えば、バレーボールと同じぐらい大きな胸が邪魔に……いや、それはないな。

　とにかく却下だな。

「……ごめん。何でもない」

「そですか。よくわからないけど、わかりました」

　残るは１人。俺は彼女に声をかけた。

「由ゆ比い川かわ」

「なに？」

「由比川か……」

「なによ！」

　運動神経は悪くないと思う。俺オレたちは息が合うとも思う。

「でもなぁ、いかんせん身長がなぁ……」

「とりあえず！」

　ドーン。その速さ、キレ、腰の入れ方、すべて申し分なし。

「やはり運動神経は悪くないな」

「だからその素すで受け流すのやめてって。すごく怖いから。てゆーか、さっきから何の話してんのよ？」

「いや、これなんだけどさ……」

　ビラを見せて、経緯を簡単に説明した。

「――なるほどね。それで身長がどうとか言ってたのか」

「気を悪くしたなら謝る。ただ……」

「いいよ別に。私の身長はバレーに向かないしね」

「そういうこと」

「でも、出なきゃいけないんでしょ？　だったら出ようよ。私と」

「そりゃ助かるけど……」

「甘く見ないでよね。こう見えても運動には自信があるんだから」

　シュッシュと素振りを見せてくる由比川。鋭い腕の振りだ。兄貴や瑠る雨うと比べたらどうしても見劣りはするが、椿つばきさんよりは適任かもしれない。

「よし。じゃあ頼むよ」

「あ、でも、条件がある」

「何だ？」

「こ、これっ！」

　と、由比川はビラに書いてある「優勝賞品・花火大会の特等席ペア招待券」という文を指さした。

「優勝したら、いい、一緒に、行こう！　せ、せっかくだし！」

「うん。いいよ」

「ホント？　２人で行くんだよ？」

「出場するのは俺たちなんだから、俺たちで行くのが道理だろ。優勝したら俺はその日に休みをもらうようにするから、一緒に行こう」

「うん！　やったあ！」

　片っぽ八重歯を光らせ、小さく跳ねる由ゆ比い川かわ。くそ、すごく可愛かわいいな。コイツが可愛い仕草をすると悔しくなるのはなぜだろう？

「ま、皮かわ算ざん用ようはこのへんにしておこうぜ。まだ優勝すると決まったわけじゃない」

「そだね」

「だが、出るからには優勝するぞ。足を引っ張るなよ？」

「誰だれに言ってんのよ。洋よう平へいこそ足手まといにならないでよね」

「上等」

「んじゃ、行きますか」

　こうして、コンビを組んだ俺オレたちは選手登録をしに行き、無事、受諾された。

　そして、１時間後――。

　さくら海水浴場、夏の恒例イベント・カップル限定ビーチバレー大会、開幕。

　出場人数は俺たちを含めて８組16人。トーナメント方式なので準々決勝からのスタートということになる。

　抽選の結果、第１試合に早速、俺たちの出番となった。

　特設コートの周りにはすでに多くのギャラリーが集まっており、その一角から、

「洋ようちゃん、菜な月つきちゃん、がんばってですぅ！」

「アンタたち負けたら減給だからね！」

「お兄さま超カッコイイ！」

　という熱い声援が飛んできた。

　同じように、また別の一角からは相手チームの応援も聞こえてくる。

　その対戦相手は、俺たちと同年代のカップルだ。男女一組という意味ではなく、本物のカップル。

『わたしこわ～い』

『大丈夫だよ。僕が全部やるから○○ちゃんは何もしなくていい』

『××くん、たのもしすぎるぅ～』

『当然さ。姫を守るのが騎士の仕事だからね』

　とかなんとか、イチャラブしてる。

「あぁ、鳥肌が立つ……私、あーゆーのダメなんだよね……」

　とは由比川。

「いいじゃないか、本人たちが幸せなら。ま、試合後に同じことは言わせないけどな」

「当然そのつもり」

　この大会に出場する以上、騎士くんはバレー経験があるのだろうけど、姫ちゃんはおそらく素人しろうと。運動ができるようにも見えない。

　ぶっちゃけ、あんなバカップルには負けたくない。

　審判から声がかかり、ネット越しに両チームが握手をして、試合開始となった。

　ちなみに、バカップルは水着姿で、俺オレたちは店のロゴ入りＴシャツとハーフパンツだ。水着の方が動きやすいだろうけど、宣伝も兼ねているので仕方ない。あぁ仕方ない。

　まずは俺たちのサーブから始まる。

　由ゆ比い川かわがボールを持ってコートの外に立ち、俺はネットの前で相手に睨にらみをきかす。姫ちゃんの水着をなるべく見ないようにして睨む。

　由比川がボールを宙に上げると、

「そ～れっ！」

　観客から声が上がった。バレー観戦に慣れている人が多いようだ。

　そして「れっ！」のタイミングで、バシッ！　とボールを叩たたく音が聞こえた。

　次の瞬間。

　ズゴン。

　俺の後頭部から音がした。音と同時に鈍痛が走り、観客から笑い声が起きた。

「ごめん！」

　と謝る由比川に優しく微笑ほほえむ。

「気にするな」

「ありがと」



    

  
    
      



    

  
    
      　所しよ詮せん、俺オレたちも素人しろうと。ミスして当たり前だ。

　バカップルチームに１点が入り、サーブ権も移動。騎士くんがボールを持ってコートの外に立つ。

　俺と由ゆ比い川かわは前後の立ち位置を交代。なるべく俺がレシーブできるようにする。これは由比川の背丈も理由の一つだが、単純に力のある男がアタッカーになった方がいいからだ。

つまり、理想は「俺がレシーブ・由比川がトス・俺がアタック」という形。ごく基本的な戦略だ。

　当然、敵はそうさせまいとするのだが、騎士くんは俺にめがけてサーブを放ってきた。勢いもなく、緩いボール。ひょっとするとバレー経験がないのかもしれない。

「よっ」

　と、俺は余裕でレシーブ。

「ほい」

　と、由比川がトスを上げる。練習はほとんどしていないのに、いい塩あん梅ばいの高さだ。

「せい！」

　高くジャンプしてからのアタック！　ボールは騎士くんの横をすり抜け、地面で大きくバウンドした。

『おおおっ！』

　観客席から軽いどよめき。

　俺と由比川は軽いドヤ顔でハイタッチを交わす。

「いけるね」

「おうっ」

　これで１対１。サーブ権が再び俺たちに回ってきた。

「私にやらせて」

「いいよ。ミスしても構わないから、思いきり腕を振れ」

「わかった」

　由比川がボールを持ってコートの外に立つ。俺はネット前で睨にらみをきかす。

『そー……』

　と、観客席から声が上がり、

『……れ！』

　のタイミングでバシンとボールを叩たたく音が聞こえて、１秒後。

　ズゴン。

　後頭部に鈍痛が走った。

「うーん、難しいなあ」

　納得がいかないといった様子で由比川が素振りをしている。俺は優しく微笑ほほえみ、

「前向きなミスは仕方ない。徐々に慣れていこうぜ」

「うん。ごめんね？」

「気にするな。気持ち切り替えていこう」

　１対２になって、サーブ権移行。

　騎士くんがまた俺オレの守備範囲に緩いサーブを打ってきた。やはり素人しろうと。しかもセンスのない素人だ。

「よっ」

「ほい」

「せい！」

　リズミカルに三拍子を刻んで俺のアタックが炸さく裂れつ。姫ちゃんが「いやん」とボールから逃げて、２対２の同点。サーブ権が返ってきた。

「練習していい？」

　と由ゆ比い川かわが言うので快諾。何事も練習しなきゃ上う手まくならないからな。いい心がけだ。

　由比川がコートの外に立ち、俺がネット前。

『そー……』

　と、観客から声が上がり、

『……れ！』

　バシン。ズゴン。後頭部、鈍痛。

　俺は頑張って優しく微笑ほほえみながら、ゆっくり振り返った。

「……由比川？」

「なに？」

「狙ねらってる？」

「まさか！」

「それならいいんだけど、そろそろ、な？」

「大丈夫。もうコツは掴つかんだ。次はバシッと決める」

「お、頼もしいな」

「さ、気持ち切り替えていこう！」

　騎士くんが懲りもせず俺の守備範囲に緩いサーブを打ってきたので、華麗にリターン。あっという間に同点に戻し、サーブ権も戻ってきた。

「また私でいいの？」

「いいよ。今のうちに練習しておけ」

　ネットの向こうでは、姫ちゃんが「もう帰りたい」とゴネはじめ、騎士くんがどうにか宥なだめている。もはや実力差は歴然。今後の厳しい試合を見越して、今は練習の場とさせてもらおう。

　由ゆ比い川かわがサーブ位置に向かい、俺オレはネット前。

『そー……』

　という観客からの合いの手の中に何かを期待した笑い声も混じっているが、気にするな由比川。笑われて上う手まくなれ。

『……れ！』

　バシン。ズゴン。鈍痛。観客席から笑いと拍手。

　俺は振り返り、由比川に詰め寄った。

「絶対わざとだろ！」

「今気づいたの!?」

　コイツ……。

「ふざけんな！　真ま面じ目めにやれ！」

「ご、ごめん。自分でも不思議なんだけどさ、洋よう平へいの後頭部を見ていると当てなきゃいけないような気になって、つい……」

「……まあ、お前がそういう誘惑に弱いのは知ってるけど、今は試合中なんだから笑いはほどほどにしておけよ」

「わかった。もうしない」

「ん」

　サーブ権移行。姫ちゃんが「わたしにもやらせて」と駄々をこねた結果、ボールは観客席にストライク。労せずして同点に追いついた。

　そしてまたこちらの番。

「俺がやる」

「おっけ～」

　由比川のボケたがりを懸け念ねんしたのもあるが、俺も練習しておきたい。

　コートの外に立ち、何度か素振りをしてから構える。狙ねらいを定め、眼光を鋭くする。

　と、その時だ。

　不思議なことに、ネット前に立っている由比川のお団子頭がいつもより大きく見えた。

　……。

　……当てたい。

「――いやいや、違う。集中しろ」

　一度、構えを解き、気を取り直す。これやったらウケるかな？　なんて考えている場合じゃない。

　深呼吸をして邪念を振り払ってから、また構える。

　すると、どうだ。

　お団子頭がまるでキャッチャーミットのように見えるではないか。

　………。

　………超当てたい。むしろ当てなければ失礼な気がする。観客席からも何かを期待する視線を感じる。なにより由ゆ比い川かわがそれを望んでいるように思えてならない。

　早くしなさい、と審判から注意されたので、俺オレはボールを宙に上げた。

『そー……れ！』

　腕を振り抜き、ボールを叩たたく。

　真まっ直すぐに狙ねらいの場所――お団子頭へと飛んでいった。

　そして、みなさんの期待どおりにボールがヒットする直前。

　フッ、と由比川が前を向いたまましゃがみ込んだ。

　ボールがネットに当たって落ち、ゆっくり地面を転がる。

　由比川は得意げに振り返った。

「ふふふ、甘いよ洋よう平へい」

「くそ、なんというか、さすが由比川だ……」

　観客席からは『おおお！』というどよめきと『やるな、お嬢ちゃん』とかいった歓声と拍手が起こっている。

　それに対し、俺と由比川はドヤ顔。

「まずまずウケてるな」

「うん。でも、もっとギリギリのタイミングで避よければ、もっとウケたはず」

　相変わらず笑いにストイックだな、コイツは。

　一方、バカップルはというと、もはや完全にやる気をなくしている。悪ふざけしている相手に勝てないのだから戦意も恋も冷めるだろう。

「ここからは本当に真ま面じ目めにやろう。いくらなんでも相手に失礼だ」

「そだね。スポーツマンシップに反するよね」

　と、いかにも前フリっぽい会話だが、本当に真面目にボケなしでプレーした。由比川も普通にサーブを打った。

　その結果、俺たちは１点も取られることなく圧勝。２回戦へ進出した。姫ちゃんは試合終了後、騎士くんではない男性と腕を組んでどこかへ消えたらしい。それは俺たちのせいじゃない。

　残りの１回戦３試合もスピーディな決着となった。どうやら出場者は、俺たちのような「本気組」とバカップルのような「記念出場組」とで二分されていたらしく、それがまた上う手まい具合に１回戦で当たったから、本気組があっさりと勝ち進んだのだ。

　そして、また俺たちの出番が回ってきた。

　準決勝第１試合、対戦相手は「海の家・江えの島しまチーム」だった。

　男は江の島の店主で、年齢は40前後といったところだが、肉体が若々しい。

　パートナーの女性も若くて、しなやかな体つきをしている。きっと、店主がこの大会のために雇ったのだろう。だとすればバレー経験もあるはず。

　これは相当、手て強ごわいな。

「洋ようちゃん、菜な月つきちゃん、がんばれですう！」

「キャーッ！　お兄さまカッコイイ！　抱いて――っ！」

「アンタたち、江えの島しまに負けたらタダじゃおかないわよ！」

「殺やれ！　千ち切ぎれ！　埋めろ！　ワタシたちが許す！」

　観客席の一角からとっても熱い声援が飛んできた。ウチの応戦団、ガラ悪すぎ……レイチェルたち、地声になってるし……。

　また別の一角、江の島の応援団からも熱い声援と汚いヤジが聞こえてくる。どことなく上から目線で、それがまたウチの応援団を煽あおったりしている。

　喧けん噪そうの中、俺オレと由ゆ比い川かわは軽くミーティングをした。

「過去の因縁はどうでもいいけど、強敵だということは間違いなさそうだ」

「ナメてかかって勝てる相手じゃないね」

「だが、俺に敗北の二文字はない。絶対勝つぞ！」

「っしゃ！」

　気合い充分。良い精神状態をつくることができた。

　ネット越しに握手を交わして、因縁と宣伝効果を背負った両チームによる熱戦の火ひ蓋ぶたが切られた。

　まずは俺たちのサーブ。

「由比川、わかってるな？」

「心配いらないって」

「バシッと決めてくれ。期待しているぞ」

　由比川がサーブ位置に向かい、俺はネット前で相手を睨にらむ。江の島の２人はバカップルとは違って構え方がしっかりしていた。いい場所に打てよ、由比川。

『そー……』

　という観客からの合いの手の中に、何かを期待する笑い声と「シムラ、後ろ！」という露骨な声が混ざっている。それはやめてくれ。由比川が疼うずいてしまうだろ。

『……れ！』

　バシン。ズゴン。鈍痛。観客席からは待ってましたと言わんばかりの笑いと拍はく手しゆ喝かつ采さい。

　俺は即座に振り返り、由比川に詰め寄った。

「あっちの期待に応こたえるな！」

「ご、ごめん。でも、ダメだダメだと思えば思うほど……」

「お前、それもう何かの病気だよ」

「洋よう平へいだって大人しく待ってたくせに」

「……ま、ファンサービスも大切だからな」

　１回ぐらいはお約束をやっておかないとね。様式美ってやつだよね。

「とにかく、もうやめよう」

「うん。もう絶対にしない」

　約束して、相手のサーブに備える。

　江えの島しまの店主がコートからかなり離れた位置に立ち、ボールを前方に放ほうり投げ、強烈なジャンプサーブを放ってきた。

　しかも、狙ねらいはきっちり由ゆ比い川かわだ。彼女の足もとへ正確に撃ち込んできた。初戦がアレだったから虚を突かれた格好になってしまったが、これが本来のバレーの姿である。

　無理だ――と俺オレは諦あきらめたが、

「んしょっ！」

　由比川が見事な反応でレシーブした。コイツやるな、と感心しつつ、俺もすぐに反応。クイックで相手に打ち返した。江の島の陣地でボールが跳ねる。

『おおおおおっ！』

　と、観客席から素直などよめきが起こり、ウチの応戦団も大喜び。

「うぎゃーっ！　お兄さまってばワンダフル！　今すぐ抱いて――っ！」

「ワタシが抱いてあげるわ――っ！」

「どうじゃコラァ！　見たかゴルァ！」

　……誰だれかあの美人なお兄さんたちをどこかに捨ててきてくれ。

　怒号が渦巻く中、俺と由比川はハイタッチ。

「ナイスレシーブだ。正直、お前を見くびってた」

「洋平こそナイスアタック。正直、かっこよかった。日ひ頃ごろから見くびりまくってるけど、常に一番のポリシーは伊だ達てじゃないね」

「江の島の店長さんはかなりやるみたいだけど、女の人は案外そうでもなさそうだな」

「ドンドン狙っていこう」

「俺たちいけるぞ！」

「おうよ！」

　ミーティングを終え、俺がサーブ位置に向かう。ここは試合の流れを完全にこちら側に引き寄せるためにも確実に押さえておきたい。

　深呼吸をして、構える。相手コートを睨にらみつける。

　観客席もしんと静まりかえった。

　……。

　………ヤバい。

　由ゆ比い川かわのお団子頭、超でっかい。めっちゃ当てたい。

「――って、しつこいぞ俺オレ！」

　構えを解き、頬ほおを叩たたいて気を取り直す。ここはホントにダメ。観客席のごく一部からは「当てるなよ……絶対に当てるなよ？」という声が聞こえてきて、もはや圧力と呼ぶべき期待を感じるけど、本当にダメ。いいか洋よう平へい、絶対に当てるなよ？

　邪念を振り払い、構え直す。ボールを宙に放ほうり上げ、

『そーれ！』

　相手コートめがけて腕を振り抜いた。

　が。

「あっ……」

　邪念を消しきれていなかったのか、それとも観客の期待に無意識で応こたえてしまったのか、

ボールはお団子頭めがけて一直線に飛んでいった。

「由比川、避よけろ！」

「ほいさっ！」

　機敏に反応し、由比川が前を向いたまま屈かがむ。

　ズドン。避けたはずのお団子頭にジャストミート。観客、爆笑。俺も笑ってしまった。由比川は憤慨して詰め寄ってきた。

「ふざけるな！　真ま面じ目めにやれ！　それから自分で笑うな！」

「今のは神がかってたなぁ」

「笑うなってば！　私、こーゆーのは好きじゃないの！」

　計算された笑いを好む女、由比川菜な月つき。天然は嫌いらしい。

「ま、まあ、これで観客たちも満足しただろ。今からは本当に真面目にやろう」

「もちろんだよ。もう絶対にボケちゃダメだからねっ」

　前フリにしか聞こえない会話だが、本当に真面目にやった。一切のボケを禁じた。

　俺の予想どおり、江えの島しまの女性はほぼ素人しろうとで、俺の予想を大きく裏切り、由比川の運動神経は抜群だった。コート内外をスピード豊かに駆け回り、際きわどい球をことごとく拾い、さすがに華麗なアタックを決めるのは無理だったけど、身長のハンディを補って余りある大活躍。

　それにつられるようにして俺もエンジンがかかってきた。自分でも忘れそうになるけど身体能力は超高校級だ。それをフルに活いかせば、慣れない競技でもスーパープレイを披露できる。

　とはいえ、江の島の店主もさすがで、一人二役以上の奮戦ぶり。

　一進一退の好ゲームを繰り広げ――

　チーム・ハーヴェスト、２点差で辛くも勝利。見事、決勝進出を果たした。

　レイチェル率いる美人なお兄さん軍団は、

「洋よう平へい、菜な月つき、でかした！」

「見たかゴルラア！　顔洗って出直しウオラアア！」

　ついでに我が妹も、

「うっぎゃあ――っ！　あの人、ルーの恋人です！　お兄さまだけど愛いとしのマイダーリンです！　誰だれも近づかないで――っ！」

　こんな調子で狂喜乱舞。一方、江えの島しま応援団は返す言葉もなく臍ほぞを噛かんでいた。きっと来年もこの２店は熾し烈れつで醜い争いをすることだろう。

　ちなみに、江の島の女性プレイヤーは「元バレーボール部の幽霊部員」だったらしい。どうしても海の家でバイトがしたくて、だけど提示した条件が「バレー経験者」だったから嘘うそをついたのだそうだ。どこかの誰かの女装と似たような経緯である。彼女を責めるのは俺オレが許さない。

　こうして例年以上の盛り上がりをみせるビーチバレー大会は準決勝第２試合も好ゲームとなり、30分ほどの休憩時間を挟んでから、いよいよ決勝戦が始まろうとしていた。

「あと１つだ、絶対勝つぞ！」

「うん！　花火大会、忘れないでよね！」

「これが終わったら浴衣ゆかたを買いに行こうぜ！」

　意気込む俺たちだが、実は疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

　砂の上を走ったり飛んだりするのは想像以上に足腰に負担がかかり、加えて夏の太陽が容赦なく体力を奪っていく。ただでさえ仕事で疲れていた俺も、普段は体育の授業ぐらいでしか運動をしない由ゆ比い川かわも、疲れを気合いでカバーしようと必死だった。

　しかも（当然と言えば当然だが）決勝の相手は、江の島チームよりも強敵だ。男女とも二十代前半と若く、体つきも逞たくましい。準決勝のプレーから察するに、高校か大学でかなり真剣にバレーをしていたのだろう。素人しろうとどころか思いっきり玄人くろうとである。

　苦戦は必死。

　だけど、負けたくはない。

「勝つぞ！」

「おうよ！」

　と、俺たちはもう一度、気合いを入れて、コートに立った。

　そして、ネットを挟んで握手を交わして、決勝戦の開始――。

　まずは俺たちのサーブ。もう念を押したり、前フリっぽい会話もせず、由比川が普通にサーブを放った。

　スピードこそないものの、いい場所に飛んだボールはいとも容易たやすく拾われ、まるで矢のような速さとなって自陣に帰ってきた。

「……っ！」

　コースは甘かったのに、俺オレは一歩も動けなかった。疲れていなくてもレシーブできたかどうか。

　強い。江えの島しまチームが可愛かわいく思えるぐらい強い。

「……悪い。次は取る」

「どんまい。切り替えていこうっ」

　励まし合う俺たちに相手チームの男がニヤニヤと笑いながら話しかけてきた。

「ねえ、あの『シムラ、後ろ！』ってやつ、もうやらないの？」

「しませんけど？」

「やればいいのに。あれ面白かったし、負けたときの言い訳に使えるだろ？」

「……アンタたちが負けたときの言い訳がどんなものか、今から楽しみだ」

「そんなものは永遠に聞けないさ」

　嘲ちよう笑しようしながらサーブ位置へと向かう男。俺と由ゆ比い川かわは顔を見合わせた。

「おい、由比川……」

「わかってる。絶っ対に勝って土下座させるんでしょ？」

「土下座までは考えてなかったけど、いい案だ。それでいこう」

　闘志が燃えたぎり、体中にエネルギーが満ちてきた。

　が、それでも実力差は覆せない。

　相手チームの男が俺を狙ねらって放った高速サーブに、どうにか反応はできたけど、当てたというよりも当てさせられたといった感じで、レシーブボールは観客席へと吸い込まれていった。

　敵の弱点を狙うのではなく、敵のエースを叩たたく。これもまた正しい戦術であり、精神的ダメージはこちらの方が大きい。現に俺は、

「ちくしょうっ！」

　と砂を蹴けった。早くも闘志が空回りしている。

「大丈夫。動けてた。次は取れるよっ」

「お、おう」

　俺の扱いに慣れているというか、由比川をパートナーに選んで大正解だったようだ。

　気を取り直し、試合に集中する。

　俺は江の島の店主がやったジャンプサーブを見よう見まねでやってみた。これが思いのほか上う手まくいき、申し分ない速度と角度とコースで敵陣に飛んでいった。

　だけど、それでもダメだった。簡単に拾われ、見とれるようなコンビネーションからのアタック。由比川が身を挺ていしてレシーブにいったけど、手に当てることも出来なかった。

　これで３対０。

　スコア以上に力の差を痛感させられるゲーム展開に、ウチのフーリガンたちも、

「………」

　と閉口している。また別の所からは『どうせ勝てないんだからウケ狙ねらいに徹すればいいのに』とか好き勝手ほざいているヤツらもいる。

　黙れ。そんな余裕もないんだよ。つーか、今シムラやってもスベるんだよ。ズルズルにスベるんだよ。ウケ狙いって実は難しいんだよ。

「洋よう平へいっ、集中して！」

「あ、ああ、わかってる」

　一人冷静な由ゆ比い川かわがどうにか俺オレの精神状態を保っていてくれたが、やがてそれも出来なくなっていった。

　こちらの攻撃はすべて拾われて、向こうの攻撃は自陣に突き刺さる。為なす術すべもないとはまさにこのことで、気がつけば点差は７対０にまで広がっていた。

「よ、洋平ぇ……」

　気丈だった由比川の心が折れかけている。今度は俺が励ます番だ。

「大丈夫だ、まだ挽ばん回かいできる！」

「でも……」

「何事においても常に一番の男を信じろ！」

　強がりだけど、それだけでもない。あきらめたらそこで……という有名なセリフがあるように、スポーツは最後まで何が起きるかわからない。

　今、観客は俺たちに同情の視線を送っている。それを利用できれば、チャンスはある。ここで俺たちが一いつ矢し報いれば、判ほう官がん贔びい屓きという日本人気質が手伝って、会場は一気に盛り上がるだろう。そういう状態が奇跡を生むんだ。単純な実力では敵かなわなくても観客を味方につければ互角以上の戦いができる。

　そのためには、

「まず１点だ！　１点取ろう！」

「う、うんっ！　がんばる！」

　由比川の立て直しに成功し、研ぎ澄まされた集中力で相手からのサーブに備える。

　ここが勝負所だと敵も思ったらしく、男が渾こん身しんのサーブを放ってきた。

　鋭いドライブのかかったボールは由比川の頭上を越え、だけど、ラインギリギリの所に落下しようとしていた。

「にゃあっ！」

　猫の鳴き声のような音を発して、由比川がくるりと反転。小さな体を目一杯、伸ばしてボールに飛びついた。そして、届いた。

　俺から見れば、これだけで充分に奇跡だ。超ファインプレーだ。

　しかし、観客の目にはそうは映らない。由ゆ比い川かわが必死で当てたボールは、その観客席に向かって飛んでいる。

　当然、落ちればアウト。勝敗を決定づける失点になる。

「んにゃろうっ！」

　俺オレもまた猫のような声を発し、砂を思いきり蹴けった。全速力で駆けて、コートの外へと躊ちゆう躇ちよなくダイブ。飛びながら体を捻ひねり、ボールをコート内へと打ち返した。

　もう一度やれと言われても不可能な、自画自賛のミラクルプレー。

『うおおおおっ!!』

　観客もようやく気づいてくれた。ある種の予感と期待を抱いだき始めた。

　流れがきた！

　やはりここだ！

　これを取れば絶対に形勢が変わる！

「行け、由比川！」

「あいよ！」

　勇ましく叫び、由比川が跳躍。

　空中で大きく体を反らし、反動に全身の力を乗せて――アタック！

　そして！

　ズドン。

　審判の横よこっ面つらにクリーンヒット。

　次に、どすん、と鈍い音を立てて、審判が砂の上に倒れた。

　しばしの静寂の後のち、

「……あ」

　と、着地した由比川が小さく漏らしたところで、観客、大爆笑。スタンディングオベーションの嵐あらし。今日一番の盛り上がりとなった。これが、この浜辺で後のち々のちまで語り継がれることとなる「審判、横！」である。ある意味、奇跡が誕生した瞬間だった。

「ちがっ、狙ねらったんじゃなくて、笑わないでぇ……」

　真っ赤になった顔を覆い隠す由比川に、俺は優しく微笑ほほえみかけた。

「……まあ、いいじゃないか。時にはこういう笑いも。なんか新鮮だったよ」

「笑われるのはイヤなのぉ……」

　この後、糸が切れた凧たこのように心も体もヘロヘロになった俺たちは一いつ矢しも報いることができず、完封負けを喫した。

　試合後の握手をしていた時、高圧的だった相手の男がペコリと頭を下げてきた。

「無礼なことを言って申し訳なかった。君たちには苦戦しそうだったし、どうしても勝ちたかったから、挑発して気持ちを乱そうとした。許してほしい」

　まるで別人のような爽さわやか好青年。俺オレの怒りも屈辱も泡となって一瞬で消えた。

　こりゃ色んな意味で完敗だな。

「こちらこそ失礼なことを言ってすいませんでした。そして、良いい試合をありがとうございました」

　爽やかすぎる挨あい拶さつを交わし、これにてビーチバレー大会は閉幕。

　優勝は出来なかったけど、レイチェルは「いい宣伝になった」と褒めてくれた。





　今日の収穫

　ビーチバレー大会で準優勝した。





　決勝で戦った好青年は、花火大会の特等席でパートナーだった女性にプロポーズをしたらしい。彼の「どうしても勝ちたかった理由」とは、つまりそういうこと。

　そして、彼らは再び俺たちと会うことになるのだが、それは少し後の話……。



    

  
    
      


　夏の思い出３

　トーク！





　海の家は――というより、海水浴場は天候に左右される。晴れの日は人で賑にぎわい、雨の日は閑かん古こ鳥どりが鳴く。当然、経営者はそれを見越して食材の仕入れやスタッフの人数などを調整しなければならない。

　しかし、厄介なのが「曇りの日」だ。直じきに雨が降るとわかっている曇りならまだしも、どっちつかずの、先行きの見えない空模様だと采さい配はいが難しい。





　ビーチバレー大会から一夜明けて、８月10日。昼過ぎ。

　今日はあいにくの曇り空で、ビーチに人が少ない。必然的にシーサイドカフェの客足もまばら。昼から晴れるという天気予報を信じて来た人たちも帰り支度を始めており、なんだか俺までも申し訳ない気分になってくる。

　けど。

　俺オレ個人にとっては、この曖あい昧まいな空は大歓迎。神様グッジョブ。

　なぜかというと。

「イテテテ……」

　昨日の頑張りが全身筋肉痛という形で返ってきたからだ。改めて、ビーチバレーという競技の過酷さと日ひ頃ごろの運動不足を痛感させられる。そう、文字どおり痛感だ。

「老人みたいな歩き方しちゃって情けないわねぇ」

　と、厨ちゆう房ぼうに来たレイチェルが笑う。

「自分でもそう思いますけど、なっちゃったものは仕方ないですよ……」

「ま、昨日の今日でそうなるのは若い証拠よ。30過ぎたら本当に３日後とかにくるから。あれヘコむわよー。や、私はまだ18だから経験したことないんだけどね」

「あははイテテ……ダメだ、苦笑いしても体が軋きしむ」

「じゃ、休憩入っちゃって。今日はちょっと長めでいいわ。どうせ客は来ないだろうし」

「ありがとうござイタタタ……」

　ということで、休憩時間になった。

　いつもは店の裏の日陰で人知れずぐったりとして過ごすのだが、今にも雨が降りそうな気配だし、客も少ないので、店内フロアのテーブル席を借りて昼食を取ることにした。

「洋よう平へい、こっちで休むの珍しイテテテ……」

　横を通りかかったおばあちゃん……ではなく、由ゆ比い川かわが声をかけてきた。

　今日の派遣スタッフは俺と由比川である。

「やっぱりお前もか……」

「もう体中がギッシギシだよ……特に二の腕と胸筋がヤバい」

　鎖骨のあたりを押さえながら由比川が顔をしかめる。

「そこ、逞たくましくなるといいな」

「どーゆー意味あううっ……」

　ドーン発射寸前で停止。筋肉痛グッジョブ。

　見かねたレイチェルから由比川にも休憩の指示が出たので、俺たちはテーブルを挟んで座った。イテテ、あうう、と情けない声を出しながら、ゆっくりカレーライスを食べて、ひと息つく。

「由比川」

「なに？」

「昨晩、ぼんやりと真剣に考えたんだけどさ」

「どっちよ」

「それ」

「は？」

「お前やっぱ病気じゃね？」

「どーゆううっ……」

　またドーン発射寸前で停止。

「どーゆー意味よ！」

　と言葉だけで攻めてくる由ゆ比い川かわに、俺オレは冷静に答えた。

「由比川のツッコミ、速すぎだよ。いや、俺もあえて変な言い方したんだけどさ、それにしても早いよ。そして丁寧すぎる。ぼんやりか真剣かなんてどっちでもいいだろ。流しておけばいいだろ」

「拾ってあげてるんだから感謝しなさいよ」

「ドーンも何かを言い終わる前に手が出てるだろ？　何その速度？」

「なにって言われても……」

「もっと言うとさ、昨日のシムラとかさ、冷静に考えるとさ……何あれ？」

「だから、なにって言われても……てゆーか、洋よう平へいだってやってたじゃん」

「うん。あれ楽しかったな」

「思ったより好評だったしね」

「でも、要るか要らないかで言えば、あの件くだりは恐ろしく不必要だよな？」

「そ、そうかな？　ただバレーするだけじゃつまらないと思うけどなぁ」

「そこ」

「どこ？」

「その『せめて１つぐらいは笑いがないとムリ』みたいな精神がね、病的だよ」

「で、でも、洋平だって――」

「わかってる。俺も同じだ。俺もただのバレーじゃつまらないと思った。だから、俺たち２人が何かの病気なんだよ。ほら、アレを見てみろ」

「ん？」

　俺は、帰り支度をしている若い男女のグループを顎あごで指し、由比川もそちらを見る。

　そのグループは、

『んだよ、天気予報マジむかつくよな』

『晴れるって言ってたのにね～』

『いや、知らないけど』

『知らないんだ～。じゃあ何でむかつくの～？』

『いや、なんとなく』

『あはは、なんとなくなんだ～』

　とか言って、笑っている。

　俺は険しい顔をしている由比川に視線を戻した。

「何が面白いのかわからない、と思ってるだろ？」

「べ、別にそんなことは思ってないよ。ただ、何が面白いのかわからないなと思っただけだよ」

「はい、そこ」

「うっ……」

「今のは普通に『うん』でいいだろ。どうして捻ひねってくるんだよ。その捻り、要るか要らないかで言えば？」

「……要るない」

「………」

「今のは中途半端だったね。ごめん」

「そういうことじゃなくて……」

「わ、わかってるよ。でも、洋よう平へいも何が面白いのかわからないと思ったでしょ？」

「正直、思った。思うような子に育てられた。由ゆ比い川かわに」

「えへへ」

「褒めてない」

「……今のも？」

「残念ながら」

「うぅ……改めて指摘されると、たしかにおかしいよね、私……」

「いや、そんなに悪いことじゃないと思うよ。俺オレは好きだし。楽しいし」

「だよねだよねっ」

「だけど、俺たちは悪ノリが過ぎる時があるだろ？　楽しければ何でもいい、面白ければ許される、みたいなことを思っているフシがあるだろ？」

「ぶっちゃけ、九割ぐらいはそう思ってる」

「多いな！」

「ツッコミ速っ」

「い、今のはそういうことじゃ……ふぅ、そうだよ。こういうところだよ」

「うん。わかってる。私も本当は七割ぐらいしか思ってない」

「まだ多……」

「……ごめん」

「……まあ、俺たち２人の時はこれでもいいんだけどさ、このノリはあんまり通じないと思うんだ。世間一般の沸点は彼らぐらいの低さだぞ、きっと」

「だよね。実は私、学校の友達と一緒にいるとき、よく浮くんだよね……私的にはかなり面白いと思ってもポカーンとされたりする……」

「友達いるのか。羨うらやましいな」

「あ。今のも」

「今のは普通の返しだろ」

「普通ではないと思う」

「……とにかく。今日はお互い笑うのも苦しいぐらいの筋肉痛なんだからさ、これを神様からの贈り物だと捉とらえて、笑いを意識しない１日にしてみないか？」

「具体的には？」

「ボケないツッコまない」

「えー……」

「そんな突然テストだと言われた時みたいな顔するなよ」

「はい、それ」

「……そ、そう。今みたいなのもナシ」

「ツッコミそのものもイマイチだったしね」

「はい、それも」

「え？」

「ツッコミがどうとかいう発想……いや、ツッコミという概念すら禁止」

「ボケは？」

「………」

「……ナシだよね。わかってる」

「ボケとかツッコミとかいう単語もＮＧな。俺オレたち芸人じゃないんだから」

「わ、私はそれでも平気だけど、洋よう平へいは大丈夫なの？」

「すごく大丈夫」

「じゃ、今からスタートね。あ、罰ゲームはどうする？」

「腹筋とスクワット50回」

「おっけ～」

　この時点でノリがいい、みたいなツッコミもナシで。とにかくスタート。

「……」

「……」

「……」

「……」

　……え？

「……おい、由ゆ比い川かわ」

「……なに？」

「何か喋しやべれよ」

「洋平こそ」

「俺オレは……特にないし」

「私も」

「そか……」

「うん……」

「……」

「……」

「………」

「………」

　………おいおい。マジかよ。

「何か喋しやべれよ！」

「洋よう平へいこそ！」

「俺は特に……って、ええ？　嘘うそだろ？　俺たち――」

「ヤダヤダ！　言わないで！　俺たち笑いを取ったら何も喋れなくなるのかよとか絶対に言わないで！」

「言った！　自分で言った！」

「……あ」

「あ……」

「ま、まあ、今のはお互い様だからね」

「そ、そうそう、今までのは練習ってことで」

「ここから本番ね」

「とりあえず何かは喋ろうぜ。黙るのも禁止な」

「おっけ～。あ、負けたら腹筋とスクワット70回だからね」

「増やすなよ！」

「………」

「………」

「ス、スタート！」

「お、おう！」

　誰だれが何と言おうと、ここから本番開始。

　ま、誰も何も言わな……ふぅ。

「えーっと、何を喋る？」

「わ、私はなんでもいいよ」

「じゃあ……」

「なんでもいいよ～」

「………椿つばきさん、何歳なのかな？」

「考えた挙げ句の話題がそれ!?」

「あ」

「ち、違うよ！　今のは、その、ちょっと勢いよく聞いただけであって、ツなんとかではないから」

「んー……ギリセーフ」

「ふぅ……」

「でもさ、由ゆ比い川かわも気になってるだろ？　椿つばきさんの年齢」

「まあね。意外と若いと思うけどね」

「意外とって？」

「そ、それは、洋よう平へいが思うよりは若いって意味だよ」

「俺オレはそこまでアレじゃないと思ってるよ」

「アレって？」

「そ、それは、由比川が想定しているほどは高くないって意味だ」

「高い想定なんかしてないよ！」

「俺だって低め設定だよ！」

「低めって、どのぐらい？」

「由比川の想定はどのぐらい？」

「………」

「………」

「……せーので言おっか？」

「い、いいけど、絶対言えよ？　ズルするなよ？」

「わかってる。じゃ、いくよ……」

　せーの！

「「にじゅう………」」

　………。

「今のは２人とも言わないパターンでよかったかもな……」

「う、うん。ゲームのルールより大事なことってあるよね……」

「……とりあえず、この話やめよっか」

「そだね。今のは何かがすごくリアルだったもんね」

「ちょ、リアルとか……」

「つ、次はなんの話する？」

「そうだな……」

「なんでもいいよ～」

「…………平成生まれ、だよな？」

「ぶはっ！」

「わ、笑うなよ！　由ゆ比い川かわが笑ったら俺オレがボ……狙ねらって面白いことを言ったみたいになるじゃないか！」

「今のは絶対狙ってるよ！　ボなんとかだよ、なんとかケだよ絶対！」

「違うし、その言い方も！」

「私のは違うもん！」

「判定は？」

「２人ともギリセーフ」

「ふぅ……」

　な、なんて俺たちに向かない遊びなんだ。判定を互いに委ゆだねている時点で何か間違っている気がするけど、それを言うのは「なんとかッコミ」になるから言わない。

「本当に椿つばきさんの話題はやめよう。大体、俺はちーっとも気にならないし」

「私もだし」

「彼女が何歳であっても素敵な女性であることは揺るがない事実だし」

「私の憧あこがれの人だし」

「もし、仮に、万が一、思った以上に高かったとしても、それはそれで、むしろ、逆に、素晴らしいことだし」

「たとえ昭和生まれでも、ね」

「くはっ！」

「なんで笑うのよ！　今のはどこにも笑うところないじゃん！」

「いいや、今のは本気で狙っただろ！　最後の『ね』までの絶妙のタメは何なんだよ！」

「ぐ、偶然だよ！」

「偶然で絶妙とか本物の天才か、お前は！」

「ジャッジ！」

「セーフ！」

「ふぅ……」

「……なあ、次から笑った時点で両者アウトにしようぜ？」

「そだね」

「んで、本当の本当に椿さんの話は終わり。失礼すぎるよ」

「まったくもって同感」

「てことで、次は何の話にする？　そろそろ由比川から話せよ」

「んーっと……」

「何でもいいぞ～」

「オーナーって――」

「それナシ」

「なんで？」

「すでに笑いそうだから」

「じゃあ、モコさんって――」

「それもやめて」

「だよね。普通に話してもボになりそうだもんね」

「ボって……」

「妹さんの話は？」

「んー……ギリッギリセーフかな」

「そういえば今日はまだ来てないね」

「今け朝さ、家を出る前に『今日、家で大人しくしてたら一緒に寝る』と言ってきた」

「なるほど。でも、それ実際にするの？」

「俺オレのベッドは超キングサイズだからな。一緒に寝ても体が触れることはない」

「甘いと思うけど……」

「わかってる。最悪『ずっととは言ってないだろ』と逃げるつもりだ」

「それも通じないと思うけど……」

「言うな。最悪の最悪はまだ思いついてないんだ」

「でもまあ、あの愛は本物だよね。もし、妹さんじゃなかったらすぐにでも一緒に寝るんじゃないの？」

「そんなの考えたこともないよ」

「そんなものなんだ」

「由ゆ比い川かわは一人っ子だっけ？」

「うん。兄妹きようだいとか憧あこがれる」

「ま、あんな妹でも可愛かわいいからなあ」

「うふふ……って、今のは違うからね？」

「大丈夫。今みたいなナチュラルスマイルは余裕でセーフ」

「案外、普通に喋しやべれるもんだね」

「おう。これだよ、これ。この感じ」

「でもさ」

「ん？」

「もう妹さんの話題が続かない」

「次いけ、次」

「んーっと……」

「何でもいいぞ～」

「アキラさんの話は？」

「………」

　う、うーん……。

「私もどうしようかなと思ったんだけど、この流れで名前を出さないのも変だし……」

「そうだよな……」

「みんな気になってると思うよ。でも、触れるに触れられないというか……」

「そうだろうな……」

「触れてもいい？」

「軽いジャブから入って」

「アキラさんとのこと、どうするつもりなの？」

「それストレート。まずジャブ打って」

「オーナーは知ってたの？」

「知らなかった――と言ってる。たとえ知ってたとしても関係ない、アンタが決めることでしょ、とも言われた」

「正論だね」

「うん」

「で、どうするつもりなの？」

「もうストレート？」

「ジャブは打ったもん」

「……ちゃんと考えてるよ。でもさ、兄貴と結婚する姿とか想像できないんだよ……」

「じゃあ、他の子にするの？」

「いや……」

「他の子にするの？」

「何で２回も？」

「他の子にするの？」

「３回……」

　微妙に「ツなんとかッコミ」になってるから、咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かす。

「他の子といっても、ハーヴェストの先輩しか女の子の知り合いがいないしな……」

「他の子にするの？」

「４……」

　これはもう由ゆ比い川かわがアウトな気がするけど、なぜか堂々としているのでジャッジはせず流す。そして俺オレがもう一度、咳払いをする。

「そもそも、結婚とか伴はん侶りよとか、考えて決めるものなのかなと思うんだよ。こういうのは頭じゃなくて心の問題だろ？」

「それは一般人の話――って、お母さんに言われたんでしょ？」

「……急所にガンガン打ってくるねぇ」

「洋よう平へいがもどかしいから」

「だよな……」

　と、落ち込んでから、俺オレは由ゆ比い川かわの顔を見つめた。

「由比川」

「な、なに？」

「あのさ……」

「な、なんでも言っていいよ……？」

「この話もうやめない？」

「……ヤダ」

「えー……」

「嘘うそ。いいよ。もうやめよう。私もこれ以上は口が滑りそうでダメだ。ギリッギリだ」

「何が？」

「なんでもない」

「そ、そうか。じゃあ次は何の話する？」

「なんでもいいよ」

「由比川、何か面白いこと言って」

「それはダメじゃん」

「このゲーム自体をやめようってこと。真ま面じ目めな話に疲れた。やっぱり楽しい方がいい。面白ければ許されるというノリがいい。とにかく笑いたい。笑わせてくれ」

「そんなにハードル上げられたら困るよぉ」

「大丈夫。今の俺、沸点むちゃくちゃ低いから」

「まあ、私もそろそろ限界だなと思ってたからゲーム終了には賛成だけど……」

「じゃあ、とりあえず終了にしようか」

「おっけ～」

「はい、終了～」

　俺と由比川は大きく伸びをしながら深呼吸をした。

「いや～、キツかったな～」

「10個ぐらい笑いをスルーしちゃったよね」

「そんなに!?」

「あ、今のいいね～」

「おう。なんかこう、しっくりくるわ」

「やっぱり私たちにはこのノリだね」

「だな」

「じゃ、カレーでも食べよっか」

「食わねぇよ！　てか、またカレーかよ！」

「おお～」

「いやいや。今のはダメ。もっと上う手まい言い方があるはず」

「私も沸点が下がってるのかな？」

「こりゃリハビリが必要だな」

「洋よう平へい、外見て」

「ん？」

「雨が降ってない」

「まだか！　いつまで曇ってるつもりだ！」

「あははっ。全然面白くない～！」

「笑ってんじゃん。由ゆ比い川かわ、笑ってんじゃん」

「２回も言ったのにつまんな～い！」

「てゆーかさ、俺オレたち筋肉痛が治ってない？」

「うわ、ホントだ。ドーンしてもちっとも痛い」

「うははっ。下へ手ただな。何だよその下手なノリツなんとか」

「え？　ツなんとかって、なに？　寒い。寒いのに笑っちゃう。どうしよ～っ」

「レイチェルが18歳とか言ってたんだけど」

「嘘うそじゃん！　んなわけないじゃん！」

「うわうわ、普通！　由比川とは思えない普通のツ！」

「ツとか～！」

「何が面白いんだこれ～！」

「痛い、痛いよ！」

「筋肉痛～！」

　キャハハと腹を抱えて笑う俺たち。

　いや、ホント、何が面白いかわからないけど、きっと我慢してた反動だろうね。我慢といっても30分弱の短い時間なんだけどね。

「てゆーかてゆーか、椿つばきさんは本当に何歳なんだろ？　私、超気になるんだけど～っ」

「………」

「………うん。今のは悪ノリが過ぎた瞬間だね……」

「そろそろ仕事に戻ろうか」

「そうしよう」

　２人同時に立ち上がり、だけどすぐには仕事に戻らず、

「由ゆ比い川かわ」

「ん？」

「ありがとな」

「え、なにが？」

「筋肉痛は治ってないけど、気はほぐれた。バカ話に付き合ってくれて、ありがとう」

「そ、そんな改まって言うことでも……」

「近いうちにまた兄貴のこととかで相談や真ま面じ目めな話もすると思うけど、できれば適当に笑いを交えながら聞いてくれると嬉うれしい」

「……笑える話なら聞いてあげるよ」

「わかった」

「じゃ、仕事に戻ろ」

　今度こそそれぞれの持ち場に戻ろうとしたところで、

「まだ休憩でいいわよ」

　と、レイチェルが言った。続けて、

「というか、もうあがってもいいわよ。今日はお客さん来ないだろうし」

「やったあ！」

「おじ……レイチェル、ありがとうございます！」

　思いがけないご褒ほう美びに小躍りして喜ぶ俺オレと由比川。現金なもので、この時はなぜか体が痛くなかった。

「それにしてもアンタたち楽しそうに話してたわねぇ」

「楽しく話さないのがテーマだったんですけどね」

「私たちにはムリだったね～」

「あんまりにも楽しそうだったから、椿つばきちゃんも声かけずに帰っちゃったわよ」

「「………えっ……!?」」

　ビキッと体から音がした。

　俺と由比川の両方から歪いびつな音が聞こえた。

「い、い、今、何と……？」

　震えた声で俺。

「椿ちゃんがカフェから荷物を運んでくれて、アンタたちにもひと声かけようとしていたけど、あんまりにも楽しそうに話してたから声をかけず帰ったのよ」

「そそ、それは、いいい、いつ、でしょうか？」

　震えまくった声で由比川。

「んー……たしか、平成やら昭和やら言ってた頃ころかしら？」

「「……………」」

　ガタガタと体の震えが止まらなくなった俺オレと由ゆ比い川かわ。

　そして、誰だれかの怒りに反応したかのように、空から雷鳴が轟とどろいた。

「アンタたち、カフェに行った方がいいんじゃない？」

「「行ってきます!!」」

　俺と由比川は大雨の中、全身筋肉痛の体をフル稼働させて本家ハーヴェストまで全力で走った。

　店に着き、びしょ濡ぬれの体を拭ぬぐいもせずに２時間ほど謝り続けたが、禍まが々まがしいオーラを放つ椿つばきさんは口をきいてくれなかった。

　それでも、厨ちゆう房ぼうから刃物を研ぐような音を聞きながら謝り続けて、ようやく口を開いてくれた椿さんに閉店まで説教をされた。

　その間、ずっと正座だったので、筋肉痛がひどくなったことは言うまでもない。





　今日の収穫

　面白ければ許されるなんてことはないと痛感した。

　筋肉がちょっぴり逞たくましくなった。



    

  
    
      



    

  
    
      


　夏の思い出４

　モコニスタたちの憂鬱





　愛とは花のようなものである。

　光を浴びせ、水を与えなければ、やがて枯れてしまうのだ。

楠くすの木き洋よう平へい名言集より　　　





　８月16日。

　ここしばらくシーサイドに派遣されていた俺オレだが、久々に本家ハーヴェストでの勤務となった。

　他のスタッフは由ゆ比い川かわとシェフの小こ鳥とりさん。といっても、小鳥さんは基本的に厨ちゆう房ぼうから出てこないので、実質、俺と由比川の２人である。

「最近、由比川とずーっと一緒な気がするんだけど、気のせいかな？」

「気のせいじゃないよ。ずーっと一緒なんだよ。不満なの？」

「不満じゃないけど、兄貴とは一緒にならないなと思って」

「アキラさんがシフトずらしてるんじゃない？」

「俺と重ならないように？」

「たぶん。その影響で私と洋平がずーっと一緒になってるんじゃないかと思うけど、私と一緒じゃ不満なの？」

「不満じゃないけど……俺、兄貴に嫌われたのかな？」

「そこまではわからないよ」

「……」

「……」

「それにしても、こっちヒマだなぁ」

「ヒマだねぇ」

　平日の昼過ぎ、本家ハーヴェストは相変わらずヒマである。シーサイドの過酷な労働がそう思わせるのではなく、客がまったくいない。俺たち学生は夏休みの真まっ只ただ中なかだけど、それが集客に繋つながるほど単純ではないらしい。

「あれ？　でも今日は火曜日だよな？」

「間違いなく火曜日だねぇ」

「どうしてアイツら来ないんだろう？」

「モコさんがいないからでしょ」

「ごもっとも」

　アイツらとはモコファンのことである。

　毎週火曜日はモコの日。火曜日はモコ祭り。この店の火曜日はモコファンたちにとって楽園とも言える場所になっていた。

　しかし、シーサイドがオープンして以降、モコちゃんはずっとあちらに派遣されているので、火曜日なのに客が誰だれもいないという今の状況が生まれている。

「アイツらシーサイドにも来てないよな？」

「そうだっけ？」

「少なくとも俺オレは一度も見ていない」

「ふぅん。ま、忙しいんじゃない？　あの人たちも毎週来るほどヒマじゃないでしょ」

「毎週欠かさず来てたじゃないか」

「そうだっけ？」

　由ゆ比い川かわはモコファンにすこぶる無関心だ。掘ればけっこう面白いものが出てきそうなんだけどなぁ。まあ、俺もあえて掘ろうとは思わないけどさ。

　と、暇つぶし的に彼らの話をしていたら。

　噂うわさの人物たちがゾロゾロと店に入って来た。

　足取りが重く、どの顔にも覇気がない。

　モコファンたちはこちらが案内する前に各自テーブル席に座って、一斉に、

「はぁ……………」

　と、ため息を吐ついた。あきらかに何かをアピールしているため息だ。そうとわかっても関かかわりたくはないので聞き流すと、また、

「はあぁ…………」

　すっげ鬱うつ陶とうしい。

　そんな湿った空気を切り裂くように、由比川がパンパンと大きく手を叩たたいた。

「はーい注目ー。今日はモコさんいませんよー？　それでもいいという人は注文してくださーい。全員ケーキセットいいですかー？　いいですねー？　はーい、ケーキセット20個入りましたー」

　最後は厨ちゆう房ぼうの小こ鳥とりさんに向かって言い、カウンター席に座って雑誌を読み始めた。

「おい由比川、いくらなんでも適当すぎるだろ」

「いいのよ別に。あの人たちも文句ないみたいだし。あ、あとのことヨロシクねー」

「とことん適当だな……」

　ただ、モコファンたちに不満はないらしく、これみよがしなため息を吐きながら、大人しくケーキセットが来るのを待っている。

　俺オレはそのケーキセット20個を各テーブルに運び、誰だれとはなしに聞いてみた。

「元気ないみたいですけど、どうしたんですか？」

　すると、ケミカルウォッシュジーンズにシャツをインしたいかにもオタク風の（そしてどうやら彼らのリーダー的存在の）男が、浮かない顔を上げて答えた。

「おお、これはこれは楠くすの木き氏。お気遣い感謝でござる」

「………氏？」

　本当にこんな喋しやべり方する人がいるんだ……。

「我々が消沈している理由は楠木氏もご存じでしょう？」

「やっぱりモコちゃん？」

「いかにも。彼女に会えない日々が我々から生きる気力を奪っているのです。ござる」

　他の連中もうんうんと頷うなずき「殿の言うとおりだ」とか言っている。この人、殿って呼ばれてるのか。でも今ちょっと喋りが普通になったけどな。キャラはしっかり守れよ。

「会えないって、会いに行けばいいだろ。モコちゃん、海の家にいるぞ？」

　そう言うと、ファン一同がブルブル首を激しく横に振り、また殿が代表して答えた。あ、俺もう彼らに敬語使うのやめましたので、あしからず。

「あんなリア充どもの巣そう窟くつに行けようか！」

　リア充？

「何だそれ？」

　と由ゆ比い川かわに訊たずねる。

「現実（リアル）が充実してる人のことを意味するネット用語だよ」

「……いや、説明されても意味がわからん」

「だろうね。たぶん、洋よう平へいには一生わかんない感覚だと思うよ。洋平って、ある意味ではリア充の極みだもん。ま、あの人たちから見れば私も似たようなもんだろうけど」

「つまり、アイツらの敵ってこと？」

「そうそう。そんな感じ」

　なるほど。敵だらけの場所には行きたくないってことか。なんとなくわかった。

「会いに行ったところで、モコたんはもう相手にしてくれないでしょう……我々は捨てられたのですよ……」

「そんなことはないよ」

「いえ、いいのです。いつかはこういう日が来ると覚悟しておりました。あの掴つかめそうで掴めない、蜃しん気き楼ろうのような奔ほん放ぽうさも彼女の魅力でござるから」

「まあ、そう言われると、たしかに……」

　モコちゃんは自由奔放の極みだ。ファンたちと戯たわむれるよりも楽しいことを見つけたら、彼らに見向きもしなくなるかも。実際、海ですごく楽しそうにしていたしな。

「だったら……こんなこと聞くのは色んな意味でアレなんだけど、君たちは何でこの店に来てるの？」

「ほほほ、それはこの店が好きだからでござる」

　殿は微笑ほほえみながら続けた。

「我々は何もモコたんだけを目当てに来ているのではござらん。もちろん、彼女の愛くるしい姿を見て眼めの疲れを癒いやし、彼女の想像を絶するドジっ娘こぶりに腹を抱え、彼女に水やケーキをブッかけられてハァハァして己がブタであることを再確認するのが一番の目的であるが、それとは別に、日ひ頃ごろは電波上でしか話さない同士たちと直接会って、一般人には理解されがたい趣味の話で盛り上がったりすることも、ここに来る目的なのです。そしてそういう場所を提供してくれるこの店が大好きなのでござるよ」

「殿……アンタ、いいヤツだなぁ……」

　感動した。気持ち悪さを極めたセリフなのに、心にグッときた。

「しかし、新たな天使と聖地を求めて旅立つ時なのやもしれませぬ……かようなヒキオタニートどもが集まっていては、お店もさぞかし迷惑でしょうし……」

　殿が細めた目で遠くを見ながら言い、他の連中も悲しげに頷うなずく。

「ばっかやろう！　そんな悲しいこと言うなよ！」

　思わず殿の頭を叩たたいてしまった。

「い、痛いでござるよ……」

「すまん。でも、ちっとも迷惑なんかじゃないぞ。そりゃ毎日来られると大迷惑だけど、毎週火曜日を楽しみにしていたのは俺オレも同じだ」

「楠くすの木き氏……いい人でござるなぁ……」

　本音はちっとも楽しみになんかしていなかったけど、この感動的な雰囲気に乗せられてつい言っちゃった。だけど、寂しいと思ったのは嘘うそじゃない。

「それにさ、新たな天使とか聖地とか言ってるけど、モコちゃんクラスの可愛かわいい子やウチよりも美び人じん揃ぞろいの店なんて、そうそう見つからないと思うぞ」

「それは我々も同意見なのですが……」

「他の人じゃダメなのか？」

　ちょっと節操のない発想だが、あてのない旅に出るぐらいならモコちゃん以外のウチのスタッフから新たな天使を見つければいい。常連客を手放したくないという店側の正直な気持ちでもある。

「椿つばきさんはどうかな？　あの人は……俺の命的なものが危険に晒さらされるからあまり多くは語れないんだけど、アンタたちとは気が合うと思うよ」

　椿さんもけっこうなオタク趣味だから、アニメやフィギアやコスプレの話なんかで盛り上がるんじゃないかな。

「姫ひめ野の氏ですか……」

　と、殿たちが微妙な顔をした。

「ダメか？　タイプは違うけどモコちゃんに負けず劣らずの美人だし、天使候補としては文句ナシだと思うけどなあ」

「いや、決してダメではござらん。文句ナシの美女にござる。ただ、あの方からは何やら底知れぬ不気味さと言いますか、おどろおどろしい威圧感を感じますゆえ……」

「……なるほど」

　コイツら意外と人を見る目があるな。

「じゃあ、兄貴はどうだ？」

「兄貴？」

「蜂はち矢やアキラさんのこと」

「ひいぃっ……そ、それだけは、あの魔王だけはご勘弁を……！」

　モコファンたちが一斉にガタガタと震えだした。あ、コイツら兄貴にシメられたことがあるな。それもこっぴどく。名前を聞いただけでここまで怯おびえさすとは、さすが兄貴だ。

「そうか。椿つばきさんも兄貴もダメとなると……」

　俺オレはちらりとカウンター席に目をやり、座っている由ゆ比い川かわと目があった。

「……あによ？」

「べ、別に。何でもないよ」

　不機嫌な上司から目をそらして、またモコファンたちと向かい合う。そして小声で、

「由比川は、どう？」

「あの子は嫌です」

　殿、素すで言いやがった。

「何がそんなに嫌なんだよ？　アイツけっこう可愛かわいくない？　俺的にはモコちゃん級だと思うんだけど」

「思いますよ。この中にも楠くすの木きさんと同じ趣味のやつもいますしね」

「同じ趣味とか……まあいい。とりあえずゴザル口調に戻せ。そして、由比川じゃダメな理由を言え。ああ見えても根は優しい子なんだぞ？」

「だって、由比川氏は普通に怒ってきますから……いい年こいたオッサンが子供みたいな女の子に普通に正しく怒られると、ものすごくヘコむでござるよ……」

　深く頷うなずくモコファンたち。ダメな大人すぎる。

「あと、やはり我々も男ですから、彼女は体型的にちょっと……特にアレが……」

「それは言ってやるなよ。アレはアレで逆に、みたいなところもあるんだから」

「しかし、あそこまで胸薄ではさすがに――ふぎゃっ！」

　殿の顔面に女性雑誌が直撃した。ピッチャーは言うまでもなく由比川だ。

「全部聞こえてんのよっ！　アンタたちのそーゆーところが大っ嫌いなの！　いい大人が平日の昼間から女の子の胸がどうとか……しっかりしなさい！」

　むう、なんて正しい説教だ。モコファンたちは「あばばば、聞こえない聞こえない」と耳を塞ふさいでいる。お前ら本当にしっかりしろよ……。

「洋よう平へい、私、ちょっと休憩するから。その人たち以外のお客さんが来たら呼んで。その人たちがいる間は絶対に呼ばないでね！」

「お、おう。わかったけど、そんなに怒るなよ」

「はあ？」

「……ゆっくり休んでおいで」

「ふんっ！」

　由ゆ比い川かわがぷんすか怒りながらスタッフルームへと消えていき、俺オレはとりあえず鼻を押さえて苦しんでいる殿に謝った。

「悪いな。許されざる行為だけど、許してくれ」

「いやいや、原因は私にありますので。それに、今みたいな顔に雑誌とかは……そんなに嫌いではござらん」

「……殿、アンタつくづく終わってるな……」

　しかしまあ、椿つばきさんも兄貴も由比川もダメとなると残るは２人か。

「エキセントリックなオーナーがいるんだけど――」

「結構でござる」

　瞬またたく間にあと１人になった。

　いや、実質はゼロだな。俺たちの前にすら最近やっと出てきた小こ鳥とりさんが、こんなキモダメヒキオタニートオッサンたちの前に出てくるわけがない。

「手詰まりか、参ったな……」

　言い出しっぺの責任もあるし、キモダメでも何でも「この店が大好きだ」と言ってくれている人たちの力になりたい。

　ダメ元で小鳥さんに頼んでみるか。

　と、思ったところに。

「お兄さま～っ！　貴方あなたのルーが今日も会いに来ましたよ～っ！」

　瑠る雨うがやって来た。

　同時に。

「むむっ！」

　殿を筆頭にモコファンたちの目が妖あやしく光った。

　そして、瑠雨の目はもっと光り輝いた。

「うわうわっ、何ですかこの人たち？　もしかしてオタクっていう人種ですか？」

「う、うん、まあ、その前にお客さんだけどね」

「すご～い！　ルー、生で見るの初めてです！　これがジャパニーズ・オタクか……」

　好奇心旺おう盛せいな妹が殿に近づき、まじまじと見つめる。

「ねえねえ、何でシャツを入れるの？　こういうのがユニフォームなの？」

「べ、別にそういうわけではござらんが……」

「ござらんってなに～っ！」

　キャッキャと楽しそうに笑う瑠る雨う。

　笑われている殿も満更でもない顔をしてやがる。

　瑠雨はまるで花から花へ飛ぶ蝶ちようのようにモコファンたちの間を動いては見つめ、そして話しかけた。

「あなたのそのバンダナは？　それ本気？」

「あ、え、本気……かな？」

「わからないんだ～っ！　ルーも意味わかんな～い！　じゃあじゃあ、そっちの人はどうしてそんなに青白いの？　なぜ店内なのに汗だくなの？」

「や、あの、家から出ない……から？」

「また疑問系～っ！　てゆーか、出ればいいのに～っ！　不思議すぎて楽し～っ！」

「ちょ、瑠雨、その人たち常連さんだから、もうやめて……」

　妹をこちらに引き寄せながら、モコファンに謝罪。

「悪いな。ちょっとテンション上がっちゃったみたいで」

「いえいえ！　お気になさるな！」

「お兄さま、ルーはとってもいいことを思いつきました！　この人たちを家にお招きしてパーティーをしましょう！　もっともっとお話を伺いたいです！」

「嫌だ！　ダメだ！」

　電光石火で却下したが、瑠雨のセリフがまたモコファンたちの目を光らせていた。

「楠くすの木き氏、ちょっと……」

　と、殿が俺オレを手招き。一いつ旦たん、瑠雨をカウンター席に座らせてから向かう。

「何だよ？」

「あのお嬢さんは楠木氏の妹さん、でよろしいか？」

「よろしいよ」

「ほうほう。よろしければ妹氏の通う学校などをお教え――」

「よろしくねぇよ。つーか、妹はイギリス留学してるからな？」

「イギリスなら圏内でござる」

「マジかよ……アンタら意外と財力豊富だよな……」

　てゆーかね。

「ちょっと前から気づいてたんだけど、俺オレの妹、ビンゴ？」

　こくこくと殿が頷うなずく。

「楠くすの木き氏の妹とは思えぬ美形に、あの手に負えなさそうな性格、我々をなじる時の容赦のなさ。どれもこれも一級品。あるいはモコたんをも越える逸材やもしれませぬ」

「そ、そうか。なんとなく、ありがとな」

「いえいえ、こちらこそ。これで皆、明日からも生きていけるでござる」

「それは何より……か？」

　肩の荷が下りた感覚になったけど、ちょっと待とう。まだ下ろすな。手に負えないことこの上ない妹だけど、たった一人の大事な妹。それがコイツらにハァハァされるの？

「む……楠木氏、まさかここまできて寝返るつもりでござるか？」

「うるさい。今考えてるから黙れ」

　冷静に考えよう。コイツらはどーしようもない大人だけど、女性に対して危害を加えるような真ま似ねはしない。そこらへんは紳士。信用できる。たぶん。

　遠くイギリスの地でどこの馬の骨とも知れない男につかまるぐらいならば、コイツらに追いかけてもらってボディガード的役割を担ってもらうのもありなのでは？

　いや、でも、モコちゃんと違って瑠る雨うの場合はプライベートだし……そもそも、どこの馬の骨よりコイツらの方が……

「……うん。ダメだわ。よく考えたら考えるまでもないぐらいダメだわ」

「なっ、卑ひ怯きようですぞ！　瑠雨たんを独占なさるおつもりか！」

「たんって言うな！　とにかくダメだ！　妹には近づかせん！」

「お兄さま……」

　いつの間にか背後にいた瑠雨がキュッと抱きついてきた。

「やっとルーの気持ちに応こたえてくれるのですね！」

「違う！　たしかにそれっぽく聞こえただろうけど全然そうじゃない！」

「ふふっ、お兄さまったら照れちゃって。かわいっ」

「違うって！　とにかく離れ………ん？　どうしたお前ら？」

　楠木兄妹きようだいの馬ば鹿か馬ば鹿かしいやりとりをモコファンたちは死んだ魚のような目で見ていた。

　殿が代表して答える。

「妹氏はブラコンでござったか……」

「んまあ、見てのとおりだ」

「今日からは恋人ですけどね」

「瑠雨、静かにして。でもってマジで離れて」

「あ、ご自由にイチャイチャしてください。僕らもう興味ないんで」

　殿がまた素すの喋しやべりになりやがった。

「おい、さっきまで逸材とか言ってたくせに何だよその態度は？　興味をなくしてくれたのは嬉うれしいのに素直に喜べないだろ。理由を言え。ゴザルで言え」

「天使が特定の殿方に好意を寄せるなど以もつての外です。ござる」

「邪険に扱われるのは嫌いじゃないんだろ？」

「それはそれ。これはこれ。まあ、早い話が、アイドルのスキャンダルを許せないファン心理ですな」

「あー、それはなんとなく理解できるかも」

　とにかく我が妹は天使候補から外れたようだ。

「てことで、瑠る雨う、そろそろ本当に離れなさい。そして家に帰りなさい。彼らと同じ空間にいることは教育上、非常によろしくないから」

「嫌です！　もうお兄さまから１ミリも離れたくありません！」

「帰ってくれたら一緒にお風ふ呂ろ（ただし、水着着用）」

「ルー、溶ける水着を探しに行ってきます！」

　瑠雨は俺オレから離れ、風のように店から去っていった。すごく手に負えないけど、意外と扱いやすい妹である。

「さて、と」

　俺は改めてモコファンたちと向き合った。

「椿つばきさんも兄貴も由ゆ比い川かわもレイチェルも飛び入り参加の瑠雨もダメとなると……いよいよ手詰まりだな」

「はぁ……やはり我々は旅立つべきですな……」

　がっくりと肩を落とすモコファン一同。こういう姿を見てしまうと、ダメオッサンたちでも不ふ憫びんになる。ここで見捨てるのも後味が悪い。

「仕方ない。奥の手を出すか」

「まだ候補がいるでござるか？」

「ああ、とびっきりの逸材がな」

「おおおっ！」

　目に生気を取り戻し、早く早くとせがむファンたち。

「待て待て」

　と、俺は彼らのはやる気持ちを一いつ旦たん、静めた。

「今から紹介する人は、容姿も性格も繊細さも、すべてが規格外だ。生なま半はん可かな気持ちだと残り少ないライフゲージが一瞬でゼロになるぞ？　その覚悟はあるか？」

「お、おうさ！　この店で死ねるなら本望でござる！」

　他の連中も同じ気持ちらしく、力強く頷うなずいた。

「そうか。では、俺もその熱き想おもいに応こたえねばならんな。しばし待っておれ」

　背中に「楠くすの木き氏がんばれ！」という声援を受けながらカウンター内に入り、厨ちゆう房ぼうの壁をノック。返事は聞こえてこないが、構わず呼びかける。

「小こ鳥とりさん、お願いがあるんですけど」

「ヤ」

　話が聞こえていたのだろう、たった一文字で断られた。

　だが、ここで折れるわけにはいかない。

「ほんのちょっと顔を見せるだけでいいですから」

「ヤ！　ホンマにイヤ！　死ね童貞！」

　むうぅ、手て強ごわい。

　だが、しかし。俺オレもこの店で働き始めて早はや三ヶ月、そして母さんや瑠る雨うと家族になって今年で十七年目。癖のある女性の扱いにかけては自信がある。

「椿つばきさん、褒めてくれるんじゃないかな？」

「……！」

　こちらからは見えないが、無言の中にも小鳥さんの好反応がうかがえる。

「常連さんたちと仲良くなれたら、椿お母さんはすっごく褒めてくれると思うな～」

「………ホンマに？」

「本当に」

「……撫なで撫で？」

「撫で撫でのあとに抱っこも入るね。ギューッと抱っこしてくれるね」

「何秒ぐらい？」

「５分は確実」

「そっち行く」

　獲とった！　俺すげえ。最悪だけど、俺すげえ。

　モコファンたちにガッツポーズをして戦果を伝えると、一斉に拍手が起きた。そして、その拍手の中、裏から回った小鳥さんが店内に姿を現した。

　瞬間、モコファンたちは手を止め、金色のダイアモンドに絶句した。目を見開き、息をすることも忘れて宝石に見とれる。

　数十秒の静寂の後のち、ようやく殿が喋しやべった。

「こ、これは……！」

「すごいだろ？」

　人の好みは十人十色といっても、小鳥さんには絶対的な美がある。それはモコちゃんを崇拝してきた彼らでも拒絶することのない神こう々ごうしさだ。

「かれこれ40年生きてきましたが、これほどの美少女は見たことがありませぬ！」

「彼女以上はこれからもないだろうな。……てか、アンタ40歳だったのか……」

「まさに神がつくりたもうた奇跡！　これぞ天使！」

「これからも店に来てくれるか？」

「無論！　ここに骨を埋うずめる所存であります！」

「そこまでの覚悟は捨ててくれ。冗談抜きで迷惑だ。でもまあ、よかったよ。これで俺オレもようやく肩の荷を下ろせる」

　こうして、紆う余よ曲きよく折せつはあったけれど、新たな天使が誕生した。さすがはハーヴェストのリーサルウェポンだ。

　彼女は、

「………おい童貞、もうエエか？」

　と毒を吐きながらも、モコファンから隠れるようにして俺の背中にしがみついている。その姿が可愛かわいいのなんの。椿つばきさんが我が子認定する気持ちもよくわかる。

「もういいですよ。ありがとうございました」

「………ん」

「お待ちを！」

　殿が叫び、ドアから出ようとしていた小こ鳥とりさんが怯おびえてまた俺の後ろに隠れた。

「せ、せめてひと言だけでも、お声を聞かせていただけぬか？」

「……やめといた方がいいと思うよ？」

「お願いでござる！　このとおり！」

　殿、土下座。アンタの人生、これでいいのか……？

　他の連中はそこまでしないけど、ペコリと頭を下げている。

「うーん……こう言ってるけど、どうします？」

　小鳥さんに訊たずねると、

「椿、むっちゃ褒めてくれるかな？」

「褒めてくれると思う」

　それは本当に。

「ほんなら言う」

　と、小鳥さんが俺の背後から離れ、ビクビクしながら殿の前に立った。

　そして、ぼそりとひと言。

「………クソ侍」

「うぐっ！」

　土下座中の殿が呻うめいた。わなわなと体を震わせてもいる。

「……な？　だからやめとけと言っただろ？」

「…………です」

「ん？」

「最高です！」

　バッと顔を上げる殿。その頬ほおは紅潮していて、小鼻が膨らんでいた。ようするに、喜んでいた。

「うわぁ……」

　コイツ、マジムリ。

　人としてＮＧ。

　そのＮＧ大将が土下座のまま俺オレの足下にすがりついてきた。

「怖っ！　何だよ！」

「他の者にもお願いします！　手始めに、あそこの小太りの男へ」

「って言ってるけど、どうします？　無理しなくていいですよ？」

「椿つばきは？」

「褒めてくれると思いますけど……」

「ほんなら言うてやる」

　小こ鳥とりさんが小太りの男性に近づき、例によってぼそりとひと言。

「………せめて燃えろ、このラードが」

「ぐふっ！」

　と、小太り男が胸を押さえて悶もだえ苦しんだ後のち、

「ラードいただきましたああ！」

　手を突き上げ、誇らしげに叫んだ。そして仲間から拍手が起こる。

　おい待て。何だこれ。

「アイツにもお願いします！」

　殿が一番奥のテーブル席に座っている影の薄い男を指さした。

　小鳥さんがそいつに歩み寄り、またひと言。

「………見えない」

「あひゃ！」

　見えない君が奇声を発して落ち込む。と思いきや。

「見てもらえませんでしたあああ！」

　誇らしげに叫んだ。仲間が拍手と羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送る。

「お、俺にもください！」

　殿が指名するのを待ちきれず、さきほど瑠る雨うに笑われたバンダナ男が進み出る。

　小鳥さんは横目でそいつを見て、

「………隠すな、ハゲ」

「バレてましたあああああああ！」

　バンダナがバンダナを取り、薄い頭髪をさらした。仲間から拍手と口笛まで出た。

　もはや理解不能。

　でも。

　ちょっと楽しそう。

　悔しいけど、参加したい。

「ね、ねえ、小こ鳥とりさん。俺オレは？」

「ああっ、順番抜かしはズルイですぞ楠くすの木き氏！」

「黙れクソ侍！　身内特権だ！」

　小鳥さんが心なしか弾んだ足取りで俺に近づいてきた。やはり彼女もハーヴェスト魂が染みついているのか、安心と安定のノリの良さ。

　俺の間近に迫り、凍いてつくような眼まな差ざしで睨にらみながら、

「………腐れチェリー」

「やっぱり童貞ネタでしたああああああ！」

　モコファンに向けて誇らしげに叫ぶと「いいなー、楠木氏いいなー」という頭の悪さを極めた喝かつ采さいが飛び交った。

　やだこれ。

　このＮＧ祭り、絶対に認めたくないけど、超楽しい。

「小鳥さん、次はあの今時ロールアップの男に―――」

「楠木さん？」

「ああぁぁぁ………」

　背後から聞こえたその声はかつてないほど穏やかで、おどろおどろしさに溢あふれていて、腐れチェリーを絶望の淵ふちに追いやるには充分すぎるものでした。

　俺は声の方へ振り返る前にまず同士たちの顔を見た。狂乱が嘘うそだったような真顔でただケーキだけを見つめ、それを黙々と食べていた。

「くそ、汚いぞ……やっぱり俺もお前らが大嫌いだ！」

「楠木さん？」

　再度、お声が掛かったので振り返る。

　椿つばきさんは微笑ほほえんでいらっしゃった。あきらかに激怒している時の氷の微笑だった。小鳥さんはすでに母親の脚にすがりついている。

「えっと、あの、椿さん、どうしてここに？」

「今日はシーサイドが比較的ヒマだったので早上がりさせていただきましたの。他に聞きたいことはありますか？」

「……いえ。特には」

「では、ちょっといらっしゃい」

「……はい」

　椿つばきさんに手を掴つかまれ、スタッフルームに強制連行。そこで休憩していた由ゆ比い川かわは事情を把握していたようで「よろしくお願いします」と椿さんに会釈してからフロアに出た。

　俺オレは床に正座させられ、お説教タイム突入。

「子供にあんなことをさせるなんて何を考えているのですか！　そもそも楠くすの木きさんは父親としての自覚が足りなさすぎです！　これでは娘が非行に走って………」

　子供じゃないし父親でもないし、とかツッコミどころは満載だけど、俺が悪いことには変わりないので黙って聞いた。ひたすら頭を下げた。

　由比川や兄貴だったら強烈ながらも鉄てつ拳けん制裁でスパッと終わるけれど、椿さんの説教はそうじゃない。

「――楠木さん、聞いてますか！」

「は、はい。聞いてます」

「じゃあ答えてください。一体どう考えておられるのかを」

「……すいません。丸っきり聞いてませんでした」

「もう！　今は小こ鳥とりの進路について話しているんでしょ！」

「そ、そんな話だったんですか……」

「楠木さん！」

「え、えーっと、進路は、そうですね……」

　着地点の見えない説教が永遠に続くかと思われたその時。

　わあっ、とフロアから歓声があがった。

「何だ何だ？　一体どうした？」

「あ、こら、待ちなさい！」

　これ幸いと立ち上がった俺は、そのまま部屋を出た。説教から逃げたとも言える。

　フロアに出ると、そこには我が店のアイドルの姿があった。

　モコちゃんはファンたちを見渡して、

「みんな、どしてここにいるですか？　モコ、海で待ってたのにぃ」

「ま、待っててくれたでござるか？」

　殿は早くも泣き出しそうになっていて、そこにモコちゃんが追い打ちをかける。

「みんな、モコのこと捨てるの？」

　モコファン全員が一斉に首を横に振った。

　そして、殿が代表して叫ぶ。

「まさか！　モコたんは永遠に我々の天使でござる！」

　モコちゃんは本物の天使みたいな愛あい嬌きようたっぷりの笑顔になった。

「でわでわ、エンジェルモコのために注文してくださいです！」

「は～い！　ケーキセット20個お願いしま～す！」



    

  
    
      



    

  
    
      「は～いです！　あ、その前に着替えてきますねっ」

「はぁ～い！」

　まるでとろけた生クリームのように、だらしなく相そう好ごうを崩すモコファン。モコちゃんが天使の衣装に着替えてからはさらに崩れた。モコちゃんがいつものように転んでケーキやジュースを撒まき散ちらすと、もはやモザイクが必要なぐらい崩れに崩れた。

　が、それは入店してきた時の暗い顔とは正反対の、幸せな輝きを放っていた。

　ここまでくると、俺オレと由ゆ比い川かわはもちろん、小こ鳥とりさんすらも出る幕はなし。

　やっぱり我が店のアイドルはモコちゃん以外にいない。

　少なくとも彼らにとっては。

「雨降って地固まる……ってとこかな」

　小声で由比川に話しかけると、

「こういう幸せそうな顔をするから、あの人たちのこと心底嫌いになれないんだよね……嫌いは嫌いだけど」

　呆あきれながら、ちょびっとだけ片っぽ八重歯を見せた。

「でも」

　と、由比川が俺を睨にらむ。

「私、さっきみたいなノリは好きじゃない」

「……反省してる」

「ん。じゃ、今回だけは許してあげる。でもでも」

　と、由比川ゆいがわは俺の背後に視線を移す。スタッフルームに続く廊下を見る。

「あっちの雨はまだどしゃ降りなんじゃない？」

「……たっぷり反省してるから、もういいだろ……」

「まだ許してもらってないでしょ？」

「……」

「じゃ、行ってきなさい！」

　俺を足あし蹴げにしてカウンター内から追い出した。追い出された俺は強力な磁力に吸い寄せられるかのように、すごすごとスタッフルームに向かう。

　そして、お怒り中の聖母様からお説教……。

　最終的に、高校までは女子校に通わせる、という何だかもう意味不明の極みにまで話が進んだところでようやく解放してもらえた。

　長かった……。



　今日の収穫

　モコファンたちと絆きずなが深まった。



　今日の損失

　由比川と椿さんからの評価が下がった。





　しばらくして、モコ祭りは終わり、店から客がいなくなった。

「でわ、モコも帰りますね～」

　と、私服に着替えたモコちゃんを捕まえて、訊たずねる。

「兄貴、最近どうしてる？」

　モコちゃんは可愛かわいらしく小首を傾かしげ、

「洋ようちゃんはアッキーのパンツの中が見たいですか？」

「はあ!?」

「誰だれのパンツが見たいですか？」

「い、いや、何のことだか……というか、俺オレが聞いているのは――」

　モコちゃんが傾けていた首をすっと元に戻して、俺を真まっ直すぐに見つめた。大きくて垂れたバッチリ二重の瞳が今までに見たこともないぐらい冷ややかで、そこに天使の愛あい嬌きようはなかった。

「これはそういう話ですよ。深く考えてないならアッキーのことは放ほうっておくです」

「……」

　そして、モコちゃんはにっこりと笑った。

「モコのパンツの中はいつでも見せますよ。洋ようちゃんにならねっ」

「………」

　愛あい嬌きようたっぷりの天使ではなく、妖よう艶えんな悪魔の笑顔に魅みせられて、俺オレは最後まで何も言えなかった。





　今日の収穫・追記

　我が店のアイドルは、どこまでも底が知れず、誰だれにも掴つかみきれないと思う。



    

  
    
      


　夏の思い出５

　花火大会





　カフェで働いていて一番嬉うれしい瞬間は「お客さんがまた来てくれた時」だ。

　モコファンたちのように常連になってもらえるのももちろん嬉しいけど、そこまで頻ひん繁ぱんじゃなくてもいい。月に一回、いや、年に一回でもいい。店のことを覚えていてくれて、足を運んでもらえたならこれほど嬉しいことはない。しかも、顔まで覚えていてくれて、声をかけてもらえたりしたら、店員冥みよう利りに尽きるというものだ。

　ただし、二度と来てほしくない客というのも中にはいる。





　盆を過ぎると海水浴場からは日ごとに人が消えて、自おのずと海の家を利用する客も減っていく。それに伴い、ウチの店も本家から派遣するバイトの数が３人から２人に減った。

　８月19日。

　この日は俺と兄貴がシーサイドへの派遣メンバーだった。

　俺オレと兄貴がフィアンセだと発覚してからも同じ日に働くことは何度かあったけど、２人だけになるのは初めてのことだ。

　兄貴はどこかよそよそしかった。

　挨あい拶さつをしても適当な返事しかしてくれなかったし、ロクに目も合わせてくれなかった。

　といっても、持ち場がフロアと厨ちゆう房ぼうでは目が会う機会自体があまりないし、仕事も忙しかったので、俺の考えすぎかもしれない。俺の考えすぎだといいなと思っていた。

「おいヨーヘー、オレたち休憩だってよ」

　昼間のピークを過ぎた時、兄貴が厨房まで来て伝えてくれた。

「そっすか。じゃあ……」

「待て。どこ行くんだよ」

　厨房裏へ向かう俺の首根っこを兄貴が掴つかむ。

「いや、裏で休もうかと。いつもそうしてるし」

「……んじゃ、オレも行く」

「え？」

「ああ？　イヤなのか？」

「嫌じゃないっすよ。じゃあ、一緒に休憩します？」

「お、おう」

　首を掴まれたまま店裏へ出て、俺がいつも休憩時間に愛用している木陰に並んで座る。

　いざ２人になると目を合わせるのも緊張して、お互いぎこちなかった。

「……な、なんか、兄貴と２人になるの久しぶりっすね」

「ヨーヘーと会わないようにしてたからな」

「やっぱそうだったんすか!?」

「色々とめんどくせぇもん。妹が来たらうるせぇし」

「ま、まあ、そうっすよね」

「かといって、ずっと避けてるわけにもいかねぇしな。つーか、ヨーヘーごときを避けるのもムカつくしな」

「はは……」

「……んで、どーすんだよ？」

「何がですか？」

「決まってんだろ！　オレと、その、結婚とか、そーゆーアレだ」

「ですよね……」

　会うことを避けたところで、この問題からは避けられない。俺は兄貴と会うことは避けなかったけど、この問題を深く考えることからは逃げていた。

　正直、面倒臭かった。

「断りますよ」

　と答えたけど、熟慮の末の答えではない。

「……そか」

　兄貴の声が暗かったので、慌てて補足する。

「いや、別に、兄貴がどうこうとか言うんじゃなくて……俺オレと結婚とか嫌でしょ？」

「オ、オレは別に……んまあ、結婚とかは、やっぱな……」

「そっすよねぇ……」

「おう……」

「……」

「……」

　また空気がぎこちなくなって、会話も止まる。

　ものすごく面倒臭かった。

　いつもの「兄貴と舎しや弟てい」に戻りたい。だけど、そのためには許婚いいなずけ問題を解決しなければならなくて、解決しても兄貴と舎弟に戻れる保証はない。

　お互いの親を恨みたくなった。半分以上は恨んでいた。

　大事なことから目を背けているくせに、そんな気持ちだった。

　と、その時。

「お兄さま～っ！　嫁が会いに来ましたよ～っ！」

　嫁ではなく妹の声がフロアから聞こえてきた。隕いん石せきが降ってきた。もはや馴な染じみの展開だけど、今日はいつもよりまずい。なんせ噂うわさのフィアンセと２人きりなのだ、隕石が爆発するのは目に見えている。

　俺と兄貴は目め配くばせだけで意思の疎通をして、口を閉じ、隕石をやり過ごそうとした。

　が、居留守が通じるような相手なら苦労はしない。

　まるでＧＰＳ機能を搭載しているかのような速さで店裏までやって来た瑠る雨うは、兄貴の姿を見るや否や、鬼のような形ぎよう相そうになって、

「人の旦だん那なに手を出すな――っ！」

　と叫び、突進してきた。そして一切の躊ちゆう躇ちよなく座っている兄貴の顔へ回し蹴げりを放つ。

「このバカ妹、マジでしつけぇぞ！」

　座ったままバックステップをして避よける兄貴。ここからは恒例の超光速攻防戦。避けられる度にムキになる瑠雨が蹴りだの突きだのを繰り出し、兄貴はなんなく避ける。

　もちろん、俺はすぐに止めに入ったけど、瑠雨は制止を振り切って兄貴に挑んでいく。実の兄の顔を何度も殴っていることに気づかないほど鼻息を荒くする。

　次第に兄貴も面白くなってきたらしい。俺にプロレス技をかけて遊んで（いたぶって）いる時のように肉食獣の目を輝かせた。

「おら、どこ狙ねらってんだよ」

「避よけるな！」

「モーションがでけぇ。もっと脇わきしめろ」

「うるさい！　避けるなってば！」

「そうそう、ヨーヘーよりも筋がいいぜ」

「人の旦だん那なを呼び捨てにするなあっ！」

「――っ！」

　怒りゲージがマックスに達した瑠る雨うの左ストレートが初めて兄貴の体に触れた。兄貴が瑠雨の拳こぶしを受け止めた。

「おぉ、今のはマジで危なかった。やるじゃねぇか」

「は、放せ！」

　拳を掴つかまれているだけなのに瑠雨はなぜか動けない。

　兄貴は、ほんの一瞬だけ悲しげな顔をした。

「……オメェが本当の妹ならよかったのにな」

「え？」

　戸惑う瑠雨の額をトンと指で押す。痛くもないはずなのに瑠雨はへなへなと崩れ、その場に尻しり餅もちをついた。

　兄貴はニヤリと笑ってから俺オレを見て、

「オレは仕事に戻る。ヨーヘーはそのバカ妹連れてどっか行け。なんならそのまま帰れ。うるせぇから店に近づけんじゃねーぞ」

　言い残し、足早に店へと戻ってしまった。

　瑠雨はよほど悔しかったのか、顔を真っ赤にして地面を叩たたく。

「また妹って言った！　次こそは絶対に仕留めてやる！」

「瑠雨、いい加減にしろよ。本気で怒るぞ」

「どうしてルーが怒られるのですか！　お兄さまがさっさとルーを選ばないから話がこじれているのでしょ！」

「………」

　むちゃくちゃな言い分なのに、的を射てもいる。俺は返す言葉がなかった。

「ところで、お兄さまはどうして怪け我がをなさっているの？」

「それは瑠雨の……うん、まあいいや。ちょっと浜辺を歩こうか」

「はい！　お散歩デートですね！」

　とりあえず店から瑠雨を遠ざけるために浜辺へ出る。

　その後すぐのことだった。

　まだ店から10メートルも離れていない所で、

「よお。久しぶり」

　と、同年代ぐらいの男に声をかけられた。

　瞬間、俺オレは頭に血が上った。瑠る雨うが兄貴を見て豹ひよう変へんするよりも速かったと思う。

　金色に染めた髪と唇くちびるのピアス。顔は忘れていたけど、忘れもしない。

　以前、由ゆ比い川かわのスカートをめくった「厄介な客」の１人だ。俺の先輩を泣かせたクズ野郎だ。

　あの時は頭を下げたけど、もうそんなことはしたくない。

「貴様、何しに来た！」

　言うよりも早く、俺は唇ピアスの胸ぐらを掴つかんでいた。

「わわっ、ちょっと待てよ！」

「前の仕返しか？　復ふく讐しゆうか？　かかってこい、俺が相手になってやる！」

「ち、違うって！」

「お兄さま、どうしたの？　……はっ、まさか顔の怪け我がはこの男に？　許せない、ルーが成敗してさしあげます！」

「違うけど、成敗しちゃってもいいぞ」

「うわあ、待て待て！　リベンジとかじゃねーから！」

「だったら何をしに来たのか言え！」

「言うから、とりあえず放してくれよ！」

　手を放すと、唇ピアスは数メートル後ろに下がり、そこから首を伸ばして俺の背後――シーサイドを見る。

「あの小さい子はいる？」

「やっぱり由比川に仕返しを――」

「そうじゃねーって！　いたら謝ろうと思ってたんだよ」

「いい心がけだとでも言うと思ったか。さっさと帰れ！」

「ちょ、ひどくね？　一応、客として来たんだけど？」

「貴様には未み来らい永えい劫ごうハーヴェストの門をくぐらせん」

　独断だけど、他のスタッフも同じ意見だろう。コイツだけは出入り禁止だ。

「あの時は悪かったよ。許してくれとは言わないけど、これでも反省してるんだ……」

「……ふん。とにかく帰れ。これ以上、店に近づいたら本当に成敗するぞ」

　瑠雨を連れて歩き出すと、唇ピアスが手を掴んできた。

「待ってくれ。まだ話はあるんだ」

「ダーリンに触らないで！」

　瑠雨のアッパーが炸さく裂れつ。色々と間違っているけど、謝る気にはなれない。

「いって……マジかよ……まあいいけど……」

　唇くちびるが唇から流れる血を拭ぬぐいながら起き上がり、またシーサイドを覗のぞき見る。

「あの金メッシュの人、呼んでくれねーかな？」

　どうやら兄貴に話があるらしい。

「お前……別にいいけどさ、返り討ちどころじゃ済まないぞ？」

「だからリベンジじゃねーって」

「リベンジするならルーは手を貸してあげるけど？」

「本当にそういうんじゃないから」

「じゃあ何だよ？　兄貴への話はまず俺オレを通せ」

「実はさ………」

　以下、唇の話を簡単にまとめると――

　唇は高校三年生で、通う高校にＡ君という友達がいる。

　Ａ君は真ま面じ目めな優等生だが、不良の唇たちにも分け隔てなく接してくれて、試験前には勉強を教えてくれたりする好青年。

　そんなＡ君が塾の帰りにハーヴェストに立ち寄り、接客してくれたウェイトレスさんに一ひと目め惚ぼれをした。そのウェイトレスの名前は蜂はち矢やさん。つまり、兄貴だ。

　Ａ君は何度か店に通ったのだが、兄貴に声をかけることもできずにいる。

　それを知った唇が、日ひ頃ごろの恩返しに一肌脱ごうと思い立った。

　――と、こういうこと。

　話を聞き終え、俺は素直な感想を述べた。

「意味がわからん」

「ええ!?　けっこうわかりやすい話じゃね？」

「話の内容はわかったけど、理解ができない。まず、あんなことをやらかしたくせに一肌脱ごうとする貴様の気が知れん。どういう神経してるんだ？」

「そ、それは俺もそう思うけど、あの時のことも謝りたかったし……」

　だったらすぐに謝りに来い、と思うけど、本当に反省しているようだ。しつこく責めるのはやめておこう。

「Ａ君が直接、兄貴に言わないのも理解できん」

「シャイなんだよ。本人は見てるだけで満足だとか言うし」

「それなら周りが口を挟むことじゃないだろ」

「いやいや。見てるだけで満足とか強がりに決まってんじゃん。本音はデートしたいとか付き合いたいとか思ってるよ。わかるだろ？」

　繊細なお年とし頃ごろなんだね。なんとなくわかるよ。

「でも、やっぱり周りが首を突っ込む話じゃないと思うなぁ」

「そんなに突っ込まねぇよ。最初のきっかけを手伝いたいだけで、そのあとは当人同士に任せる。俺オレもそこまで野暮なことはしないから」

「うーん……でもなぁ……」

「つーかさ、アンタ関係なくね？」

「……か、関係あるよ」

　返事まで若干、間が空いてしまった。声も若干、上ずってしまった。

「あ。もしかして……アンタ、あの人の彼氏？」

「違う！」

　と、すぐに否定。俺がすぐに否定した、そのことに違和感を覚えて隣を見ると、

「その手があったか！」

　悟りを開いた僧のような晴れ晴れとした笑顔で瑠る雨うが膝ひざを叩たたいた。

「……瑠雨、どうしたの？　その笑顔に嫌な予感しかしないんだけど？」

「蜂はち矢やアキラを力で葬ろうとしていたのは間違いでした。や、それでもいいんですけど、ちょっと骨が折れそうだし……アイツ強いし……と、とにかく、蜂矢アキラに彼氏ができたらいいんですよ！」

　だから、と瑠雨は晴れやかな顔を唇くちびるに向けて、

「ルーが手伝ってあげる」

「おおっ、サンキュ。助かるよ」

「待て待て！　瑠雨は関係ないだろ、首突っ込むなよ！」

「お兄さまこそ関係ないでしょ！」

「そーだそーだ。……てか、兄妹きようだいなの？」

「ダーリンこそ関係ないでしょ！」

「わざわざ言い直すな。でもってダメなものはダメ。大体、自分からデートにも誘えない軟弱な男を兄貴が気に入るはずないんだ。これはＡ君のためにも――」

「会ってみなきゃわかんねーだろ」

　と、背後から兄貴。いつから後ろにいたのか、まるで気配を感じなかったけど、兄貴は話の内容を理解していた。

　まず唇に向かって、

「そのＡ君に会う。デートする」

「マジっすか！　あざーっす！」

　敬語で頭を下げる唇から瑠雨へ視線を移し、

「妹、店が終わるまで残ってろ。ちょっと聞きたいことがある」

「はい！　……じゃなくて、妹って言うな！」

　これまた敬語になってしまった瑠雨を鼻で笑ってから、最後に俺を見る。

　俺は兄貴が何かを言う前に問いただした。

「兄貴、何を考えてるんすか!?」

「うるせ。ヨーヘーには関係ねぇだろ」

　兄貴の眼まな差ざしは、いつもの獰どう猛もうな肉食獣のそれではなく、冷たくて乾いていた。

　そして俺オレは、

「そう、ですけど……」

　関係ある、と言い返すことができなかった。



　その後、唇くちびるは「Ａに伝えてくる」と喜び勇んで帰り、俺と兄貴は仕事に戻った。瑠る雨うは珍しく大人しく店内フロアのテーブル席で俺たちの仕事終わりを待っていた。

　シーサイドには明確な閉店時間はなく、夕方になれば自然とビーチから人がいなくなるので、頃ころ合あいを見てレイチェルが判断している。

　この日は午後６時過ぎに閉店となった。

　俺と兄貴と瑠雨はまだ明るさの残る空の下、浜辺に小さな三角形をつくって座った。

「ヨーヘーは帰れよ」

　と、いきなり兄貴。どうやら瑠雨と一対一で話がしたいらしい。

「俺は瑠雨と一緒に家に帰らなきゃいけないので」

「そんなこと一度もなかったですけど？」

「今日からそうするんだよっ」

　瑠雨までもが邪魔そうにしていたけど、あえて空気を読まずに居座る。兄貴は舌打ちをしたが、追い払うまではしなかった。

「――で、私に聞きたいことってなに？」

　兄貴が何度も舌打ちをして、髪をくしゃくしゃと掻かく。

「それは、なんつーか、その……デートって何すりゃいいんだ？　お、教えろ！」

「ちゃんと言ってくれなきゃわかんな～い」

　兄貴が凄すごんでも照れは隠しきれておらず、ここが仕返しのチャンスと見たのか、瑠雨は意地悪くとぼける。

「だ、だから、デートの時に女はどうすりゃいいんだよ？　どうしてれば男に好かれるんだよ？」

　唇を噛かみながら悔しげに訊きく兄貴。モコファンから魔王と怖おそれられている人の愛らしい仕草に、いつもなら頬ほおを緩める俺だけど、今はそういう気分になれない。

「そんなこと兄貴が知る必要はないっすよ」

「うるせぇ黙ってろブッ殺すぞ」

「……っす」

　魔王、健在。睨にらまれただけで漏らしそうになった。

　瑠る雨うは意地悪に満足したのか、ニヤけ面を消して、

「わかった。ルーが『男を落とすテクニック』を伝授してあげる」

　妹からはあまり聞きたくないセリフだし、瑠雨にそんなテクニックがあるとも思えないが、なんとなく興味をそそられる。俺オレは黙って聞くことにした。兄貴は真剣な顔で頷うなずき、続きを待っている。

　瑠雨は少し間を置いてから、伝授を開始した。

「まず、服を脱ぎます」

「瑠雨ちゃんストップ」

「何ですか？　お兄さまはこれでイチコロだったでしょ？」

「イチコロった記憶がどこにもないよ」

「でも、デートでこれをすれば間違いなく男は落ちます」

「な、なるほどな……」

　深く頷く兄貴。メモでも取りそうな勢いだ。

「感心しないでくださいよ、兄貴。そんなわけない……とは言い切れないですけど、まず服を脱ぐ女性なんかに男は落ち……ないとも言い切れないけど……」

　むぅ、意外と否定しにくいな。

「とにかく真に受けないでください」

「んじゃ、他のを教えろ」

「脱ぐのがダメなら、腕を組む、だね」

　と、瑠雨が俺と腕を組んで実演する。あながち間違いでもないから突き放せない。

「この時に重要なのが胸を押しつけること。これで大抵の男は勃――」

「瑠雨やめて。それ以上は妹の口から聞きたくない」

　迷いなく突き放すことができた。

「でもでも、お兄さまはこれでギンギン――」

「なってない。１ミリもなったことがない」

　どこでそんな言葉を覚えてくるんだか。お兄ちゃん、妹の成長が悲しいよ。

「おい、ギンギン――の続きは何だよ？」

「ないっす。続かないっす。このテクニックも間違いなので忘れてください」

「んだよ、ちゃんと教えろよブッ殺――」

「あ、それは最悪。汚い言葉遣いは男ドン引きだよ。ね、お兄さま？」

「まあ、な」

　脱ぐとか胸をどうとかじゃなく最初からこれを言えばいいのに。

「なるほど。言葉遣いか……他には？」

「本当は手も繋つながない方がいいね。恥ずかしそうにモジモジ俯うつむいてるぐらいで丁度いい。男はウブい女が好きだから。ね、お兄さま？」

「うーん……一概には言えないけど、外れじゃないかもな。ところで、そこまでわかっているのにどうして瑠る雨うは俺オレにはそのテク使わないの？」

「お兄さまとルーはそういう段階を終えましたから」

「いつ終わったんだよ……」

「なるほど。モジモジでウブい、か……」

「あとは、その服もダメだね。色気なさすぎ。ね、お兄さま？」

「そうかなぁ。似合ってると思うけど」

「女らしくはないでしょ？」

「それはまあ……」

　兄貴の服装は、ダメージジーンズに黒いＴシャツ。首元のシルバーチョーカーと両耳のピアスがスタイリッシュに輝いている。ロックで男前な兄貴らしい格好だ。

　一方、上から目線で指摘している瑠雨は、淡い桃色のキャミソールとミュール。これでブンブン回し蹴げりを放っていたんだから兄として恥ずかしい限りだけど、見た目は清せい楚そで上品だ。

　どちらが女性らしいかと問われたら……瑠雨に軍配が上がる。

「でも、オレはこーゆー服しか持ってねぇよ」

「ルーが貸してあげる。ついでにその髪も変えようよ」

「めんどくせぇな。髪はこれでいいだろ」

「ダーメ。男の子に好かれたいんでしょ？」

「そうだけどよ……オレは髪を伸ばしたこともねぇし……」

「大丈夫よ。顔小さいから似合うって」

「そ、そうか？」

　魔王と隕いん石せきがガールズトークに花を咲かせている。会えばバトルを繰り広げていた２人がまるで本物の姉妹のように仲良くしている。

　とても微笑ほほえましい光景なのに、

「………」

　俺は微笑むことができない。黒色のモヤが胸の中に広がる。

　このモヤの正体は、嫉しつ妬とだ。

　仮にも俺のフィアンセである人が、俺以外の――しかも見知らぬ男とデートをしようとしている。その男に好かれようと模索している。その男のために可愛かわいい女になろうとしている。今でも別人みたいに可愛らしくなっているのに。

　そのことが腹立たしかった。

　とても苛いら々いらした。

　そんな立場じゃないとはわかっていても、黒い気持ちを抑えられない。

「……こんなの、兄貴らしくないっすよ」

　微笑ほほえましい光景と、自分の中の「言える立場じゃない」という声も無視して、苛いら立だちをぶつける。

　兄貴は怒らず、

「知ってるよ」

　と言った。

　そしてまた瑠る雨うとガールズトークを再開する。

　その後の内容はほとんど覚えていない。瑠雨が何度か「ね、お兄さま？」と同意を求めてきたけど適当に相づちを打っていた。

　胸の中ではモヤが拡大して、だけど、頭の中ではすでに解決法を見つけている。

　それは由ゆ比い川かわや瑠雨が言ったことそのもの。

　俺オレが答えを出せばいいだけのことだ。

　兄貴に嫉しつ妬としても許される「そんな立場」になればいい。

　もしくは、嫉妬しない立場に。

　そこまでわかっていながら行動に移さないのは、やっぱり逃げていたからだ。

　俺はこの期ごに及んでもまだ、問題と向き合おうとしなかった。

　瑠雨のテクニック伝授はしばらく続き、午後８時過ぎ、俺たちは家路に就いた。





　明けて、８月20日。

　俺は朝から本家ハーヴェストでの勤務だった。

　俺以外のスタッフは由比川とモコちゃんの２人。

　ランチタイムはいつもどおりの忙しさだったが、今日はその後もヒマにならない。目が回るほどではないけど、客足が途絶えない。

　その客の半分ぐらいが浴衣ゆかたを着ている。

「みんな花火大会に行くんだね」

　と、由比川。

　今日は花火大会が行われるのだ。開催場所はシーサイドカフェがある、さくら海水浴場ではなく、そこから10キロほど離れたテーマパークだ。大人数を受け入れるにはもってこいの施設である。

　早いところでは７月の下旬から各地で開催されている花火大会も、いよいよ残り少なくなり、この地域では今日が最後ということになる。

　そのため、遠方からも人が集まり、開催場所には決して近くないハーヴェストにもありがたい余波が押し寄せていた。

「バレー、優勝したかったね」

　浴衣ゆかた姿の客が店へ入ってくる度に由ゆ比い川かわは羨うらやましげに言う。

「そうだな」

「新しい浴衣も買ったのになぁ……」

　俺オレも花火大会に行きたかった。きっと子供っぽさが際きわ立だって七五三みたいになっちゃう浴衣姿の由比川を見たかった。これぞ日本の夏というイベントを体験したかった。

　花火が始まるまでの間に露店を巡って、シーサイドで散々つくったタコ焼きやフランクフルトなんかを食べ歩く。

　金魚すくいや射的、外れしかないとわかっているクジ引きをしたり、子供が喜ぶようなヒーローもののお面をかぶったりして浮かれる。

　ハーヴェストメンバーでわいわいと遊ぶ姿を想像するだけで心は躍って、想像はさらに膨らむ。

『今日は浴衣だから下着は穿はいてないよ……』

　な～んてベタベタにも程があるエロい妄想にニヤニヤしたところで、ふと我に返った。

　男子高校生が聞きたいエロゼリフを、俺は誰だれに言ってほしいのだろう？

　退屈そうにしているモコちゃんを横目で見る。彼女に言われた言葉を思い出す。

　――誰のパンツが見たいですか？

　誰だろう？

　俺は、誰と花火大会に行きたいんだろう？

「洋よう平へい？　難しい顔してどうしたの？」

「え？　あ、いや、何でもない。俺も花火に行きたかったよ。でも、優勝できなかったんだから仕方ないじゃないか」

「そうだけど……洋平は金魚すくいとかやったことないでしょ？　私が教えてあげようと思ってたのに」

「そっか……」

　由比川の想像には、きちんと俺が出ている。嬉うれしい反面、申し訳ない。俺は浴衣姿までしか由比川を想像できなかった。

　その後も程よい忙しさが１時間ぐらい続き、午後３時――。

「お兄さま、ルーが来ましたよ」

　いつものように瑠る雨うが店にやって来た。

　ただ、いつもと違って今日は大人しい。手には大きな紙袋も持っていて、俺に抱きつきもせずに店内を見渡す。

「アキラさんは？」

「さん!?　敬語？」

「そうです。だってアキラさんは今日、彼氏ができるんですもの。もうルーの敵じゃありませんものっ」

「今日って、まさか？」

「はい。花火大会なんて絶好の機会、逃す手はないです」

　どうやらＡ君とのデートは今日の花火大会に決まったらしい。

　事情を知らない由ゆ比い川かわが戸惑いながら「どういうこと？」と小声で訊たずねてきて、説明をしようとした時、

「妹、もう来てたのかよ」

　言いながら、兄貴が店に入って来た。ロックで男前ないつもの服装だ。今からデートに行くとは思えない格好だが、

「ささ、早く着替えましょう」

　と、いつぞやの椿つばきさんみたいに瑠る雨うが兄貴の手を引く。

　兄貴は面倒臭そうにしながらも振り払いはせず、

「ちっとスタッフルーム借りるぜ」

　むしろ楽しげな声で言って、２人はスタッフルームに消えてしまった。

「……どゆこと？」

　改めて由比川が訊きいてくる。

　俺オレは、唇くちびるが絡んでいるだけに少し迷ったけど、経緯を説明した。

　聞き終えた由比川は眉まゆ根ねを寄せて難しい顔をしたが、それは唇とは関係がなかった。

「洋よう平へいはいいの？　アキラさんがデートしても」

「……いいも悪いも、俺には関係ないだろ」

「それ本気で言ってる？」

「………」

「これまだ触れちゃダメだった？」

「聞かなくてもわかってるだろ」

　吐き出したのは単なる八つ当たり。だけど、正直な気持ちでもある。そもそも兄貴とのことは母さんが勝手に決めたことで、それを突然教えられて決断を迫られて、兄貴は何を考えているのかわからないし……という自分主導じゃない展開に辟へき易えきしていた。

　それなら自分主導にすればいい――と頭の中から声が聞こえて、聞こえないフリをする堂々巡り。

　つくづく情けないとは思っても、この気持ちをわかってほしいという甘えた八つ当たりだった。

「んじゃ触らない」

　と、由ゆ比い川かわは本当にそれ以上は何も言わず、

「ふあぁ」

　と、モコちゃんが大きなアクビをした。

　そして、30分後――。

「お兄さま、見て見て～」

　これまたいつぞやの椿つばきさんのように弾んだ声で瑠る雨うがフロアに現れ、やや遅れて兄貴も出てきた。

　兄貴は浴衣ゆかたに着替えていた。

「うわぁ、アキラさんかわいい～」

　由比川が感嘆の声を上げて、

「でしょでしょっ。ルーが見立てたんだから当然だけどね」

　瑠雨が誇らしげに胸を張る。

「ヨーヘーは、どうだ？」

　恥ずかしそうに兄貴が上目遣いで訊きいてきた。

「………」

　俺オレはすぐに答えられなかった。

　青を基調とした生地。



    

  
    
      



    

  
    
      　点在する赤い花模様。

　ボーイッシュな髪型との絶妙なアンバランス感。

　薄いメイクを施した顔。

　誰だれが見ても美人というであろう、その顔。

　とにかくすべて。

「……やっぱ似合ってねぇか？」

　返事が聞こえてこないことに肩を落とす仕草までもが、形容しがたいほど可愛かわいかった。

「まーた言葉遣いが汚くなってる。違うでしょ」

　と瑠る雨うがダメ出し。兄貴は「お、おう」と頷うなずいてから、

「に、に、似合ってない……かな？」

　さっきよりも恥ずかしそうに慣れない口調で言う。

　口にするのはたまらなく悔しかったけど、心情などお構いなしで言葉が飛び出した。

「むちゃくちゃ似合ってます」

「そ、そっか。そっか……」

　俯うつむきながら小さく笑う兄貴。

　この人とデートをして落ちない男なんて絶対にいない、と悔しさを超えて素直に思ってしまった。

　だが、しかし。

「似合ってないですよ」

　と、モコちゃんがアクビをしながら言った。俺オレみたいな複雑な面おも持もちではなく、平然とした顔で。

「あん？」

　兄貴は少なからずショックを受けたようで、目を尖とがらせる。

　それでもモコちゃんは顔色を変えない。どころか、酷こく薄はくになっていく。先日、俺に向けたものと同じ、冷ややかな目線も付け加える。

「ちーっとも似合ってないです。今のアッキーは可愛らしいけど可愛くないです。モコ、楽勝です」

　相変わらず掴つかみ所のない発言に俺たちは首を傾かしげ、兄貴は大きく舌打ちした。

「楽勝とか、何のことだよ。つーか、アッキーって呼ぶな」

「アッキー」

「テメェ……」

「あ、今なら負けるかも」

「………」

　兄貴が猛獣の目を光らせ、モコちゃんはそれを受け流し、また大きなアクビをした。

「モコ、こういうグチャグチャしたの嫌いです。眠いです。だから寝てきま～す」

　呆あつ気けにとられている俺オレたちの間をすり抜け、そのままモコちゃんはスタッフルームへと消えていく。

「な、なにあれ!?　信じられない！」

　思い出したように怒ったのは瑠る雨うだ。

「アキラさん、気にしちゃダメだからね。あまりにも可愛かわいくなったから僻ひがんでるんだよ。ホント、あの人が一番の変人だよねっ」

「おう……」

「それより、そろそろ待ち合わせの時間でしょ？」

「うっせぇな、わーってるよ」

「あーっ、また言葉遣いが！」

「う、うるさくない。わかってるよ」

「そうそう。ずっとその喋しやべり方ね。それならイチコロだから」

　瑠雨が兄貴の背中を押して、出口へ向かわせる。

　兄貴はドア前で足を止めて、俺を見た。

「行ってくるわ」

「……っす」

「……」

　振り返り、店を出て行く兄貴。着慣れない浴衣ゆかたを窮屈そうにしながら小さな歩幅で歩く姿は、他の花火客と違って、あまり楽しそうには見えなかった。これからデートに向かう女の子の顔ではなかった。

　そんな女の子に、俺は言葉の一つもかけなかった。

　本当は兄貴を引き止めたかったのに、しなかった。

　引き止めた後のことを考えて、もう何回目かもわからない逃避をしたんだ。

　ハーヴェストに似合わない重くてシリアスな空気が漂い、数時間後、その空気はかつてないほど深刻なものに変わる。

　追いかけなかった自分を呪のろい殺したくなるぐらいの後悔が、俺を待っていた。





　浴衣姿の客が皆、花火大会へ向かい、店にスタッフとスタッフの身内１人だけが残った午後６時前。

「ルーのプランでいくと今ごろは２人は手を繋つないで……ふふふっ」

　と、瑠雨の楽しげな独り言だけが店内に響く。

　その声が聞こえる度に、俺はやり場のない苛いら立だちを募らせていた。もしかしたら、生まれて初めて本気で妹に怒りを覚えたかもしれない。

　俺オレはムスッと黙りこみ、由ゆ比い川かわは何も言わず何も触れず、モコちゃんはスタッフルームから出てこない。

　相変わらず重く、この店に似合わない空気の中へ滑り込むようにして、からん、とドアベルが細い音を鳴らした。

　入って来たのは浴衣ゆかた姿の女性１人。

　青を基調とした、赤い花模様の浴衣を着た――可愛かわいらしくない女性だった。

「……よう」

　と、兄貴が慣れた口調で言う。唇くちびるの端を吊つり上あげてニヒルに笑う。

　それに対し、俺も由比川も瑠る雨うもすぐに返事ができなかった。

　けっこうな間を置いてから、俺が声を絞り出す。

「ど、どうしたんですか、それ……？」

　兄貴の浴衣は、襟元がはだけていて、同じようにはだけた裾すそは汚れていて、袖そで口ぐちの花模様に鮮烈な赤色の何かが付いていた。

　その赤は口元を拭ぬぐった際に付着したものだとひと目でわかった。

　髪はかろうじて原型をとどめていたけれど、それを兄貴がくしゃくしゃと乱暴に掻かく。照れ隠しの姿がひどく痛々しい。

「大したことねーよ」

「………」

　あーそうですか、などとは言えない。俺たちの脳裏に浮かんだのは、女性として最悪の被害だ。

　ただ、勘の鋭い兄貴はすぐに察して、否定をした。

「違う。そーゆーんじゃねえよ。ちょっと闘争本能に火がついたっつーか、まあ、マジで大したことじゃねーから心配すんな」

「い、意味わかんないよ！」

　瑠雨が俺と由比川の気持ちを代弁する。

　兄貴は気け怠だるく手を振って、

「とにかくデートは中止になったってことだ。着替えここに置いてたから戻って来ただけだよ」

「もっとちゃんと説明してよ！」

「うるせ。ヨーヘーとイチャイチャしてろ、バカ妹」

　キッと睨にらんで瑠雨を黙らせると、兄貴はそのままスタッフルームへ消えた。

「………？」

「………？」

　事情が飲み込めず、呆ぼう然ぜんとした顔を見合わせる俺オレと由ゆ比い川かわ。

　と、そこでまたドアベルが小さな音を鳴らし、唇くちびるが店に入って来た。

　一瞬、由比川の顔が強こわばったのが見えたので、さりげなく彼女の前に立つ。

　だが、唇は青白い顔を俯うつむけて隠し、誰だれとも目を合わせない。由比川だけではなく、俺や瑠る雨うにも負い目を感じていた。

「もしかして、事情知ってる？」

　瑠雨が訊たずねると、

「実は……」

　唇は、重々しく唇を動かして、話してくれた――。

　花火大会には多くの人が集まる。

　その中には血の気の多いヤツや根性の曲がったヤツもいる。バカはなぜか祭りが好きなのだ。

　で、バカの集団が兄貴とＡ君の２人にちょっかいをかけた。おうおう可愛かわいい女つれてんじゃねーか、俺たちも混ぜろよ……てな感じで。

「こう言っちゃなんだけど、Ａはヒョロいし、アキラさんは可愛いし、格好の的だったんでしょ」

　と不良が言うのだから間違いない。

　話を戻す。

　絡まれたＡ君は憧あこがれの人との初デート中だ、格好悪いところは見せられない。荒事には慣れていないけど、強気の態度でバカどもを追い払おうとした。

　が、それはバカどもの神経を逆なでするだけで、待ってましたと言わんばかりに暴力をふるわれた。相手は３人。ヒョロいＡ君では荷が重すぎた。

　Ａ君は殴る蹴けるされながらも、兄貴にだけは手を出させまいと頑張った。体を張った。噂うわさに違たがわぬ好青年である。ただ、好青年が必死で庇かばっていたのは戦いくさの神様なのだ。

「アキラさん、Ａの後ろに隠れてモジモジとかウブいとか呟つぶやいていたらしいんですけど、Ａが派手にブッ飛ばされたときに……」

　おそらく我慢の限界に達したのだろう。

　そこからは想像に難かたくない。相手は３人。毘び沙しや門もん天てんの敵じゃない。浴衣ゆかたのせいで普段の半分も動けなかった兄貴だが、半分でもバカどもにとっては悪夢。数分後には這ほう々ほうの体ていで逃げ出したらしい。

　さすがは兄貴、と舎しや弟ていとしては誇らしい気分だが、Ａ君は違った。

　憧れの女性の凄すさまじい戦いぶりに、あろうことかＡ君は逃げ出してしまったのだ。おそらく咄とつ嗟さの行動だったのだろう、我に返ったＡ君はすぐに元の場所へ戻ったけど、兄貴の姿はなく、一緒に探してくれと唇に電話をしてきたらしい。

　これが事の顛てん末まつだ。

「ひどい……」

「最っ低……」

　と、由ゆ比い川かわと瑠る雨うが怒りに肩を震わせる。その矛先は、絡んできたバカどもとＡ君だ。どちらかと言えば比重はＡ君に傾いている。

　俺オレとしてはＡ君にそこまで怒りは感じない。擁護する気にはもっとなれないけど、同じ男として気持ちはわからなくもない。女性に助けられるなんて格好悪いと思うだろう。

　バン、とカウンターテーブルを叩たたいて、瑠雨が立ち上がった。そして、大おお股またでドアへと歩き出そうとしたので言葉で抑える。

「待て瑠雨、どこ行くつもりだ？」

「３人組のチンピラとＡを成敗してきます。とりあえず国内から追放してきます。女性に暴力をふるったり、置いて逃げるだなんて絶対に許せません！」

「同感だけど、座りなさい」

「嫌です！」

「いいから座れ！」

　肩を押さえて強引に席につかせる。瑠雨の気性と楠くすの木き家の力があれば国外追放も難しくはないけど、そんなことをしてもどうにもならない。

「今、気にかけるべきはそんなことじゃないだろ？」

　今、何よりも大切なのは――

「んだよ唇くちびる、来るなっつっただろ」

　と言いながらフロアに出てきたアキラさんのことだ。私服に着替えて、口元の傷さえも男前度を上げるアクセントになっている彼女の心こそ心配すべきだ。

「で、でも、自分の責任でもありますし……」

「オメェは関係ねーだろ。悪いのはオレだ。つーか、口答えすんな」

　拳こぶしで唇を黙らせる姿は、いかにも兄貴らしく、落ち込んでいる様子はどこにもない。

　でも。

「話、聞いたんだろ？　ただケンカしただけのことだ。大したことじゃねぇ。だから心配すんな。あ、それから妹、色々と手伝ってくれて感謝してるけど、やっぱムリだったわ。悪わりぃな」

　俺と由比川と瑠雨に向かって早口で喋しやべる兄貴。大したことじゃない、と何度も繰り返す兄貴。何度も何度も髪を掻かいて、何かを誤ご魔ま化かす兄貴。

　強いけど、苦手なものも多い強がりの兄貴が、傷ついていないはずがないんだ。

「んじゃ、帰るわ。慣れねぇことして疲れた」

「兄貴！」

　俺オレはカウンター内から飛び出し、店の外へ出ようとする兄貴を追いかけた。

「待って！」

　と、すぐに背後から声がかかる。

「何だよ？」

　どうせ瑠る雨うだろうと思って振り返ると、声の主は瑠雨じゃなかった。

「洋ようちゃん、行くですか？」

「モコちゃん……」

「追いかけたら、パンツの中ですよ？」

　俺と彼女にしか通じない言葉。いや、俺だって具体的には説明できない。だけど、モコちゃんの天使でも悪魔でもない真まっ直すぐなバッチリ二重は、的確に、この先の時間を指し示していた。

　追いかけて、引き止めて、その後。

　これまで逃げていたことと向き合わなければならない。

　追いかけて、引き止めて、向き合って、明確な答えを出さなければいけない。

　……正直、その覚悟はまだない。

　だけど、ここに止とどまっている理由もない。

　出せと言うのなら、出す。

　行けと言われなくても――

「行くよ」

「……そですか」

　モコちゃんは、まるで椿つばきさんのように柔らかく微笑ほほえんだ。

「でわ、アッキーのこと、よろしくです」

「わかった」

　と、俺が再びドアを目指した時にはもう兄貴は店の外へ出ていて、やや遠くまで歩いていた。

　店を出た時、瑠雨が何かを叫んだ気もするけど、それには振り返らない。

　走って、追いかけて、

「兄貴、待ってください」

　呼び止める。引き止める。

　立ち止まった兄貴は、それ以上は近寄るなというオーラを放ち、背中で応こたえた。

「……実はさ、オレ、知ってたんだよ」

「え？」

「許婚いいなずけのこと。つーか、ヨーヘーのこと」

　追いかけてきたとたんにカウンターパンチ。俺の勢いは早くも挫くじかれた。

「いつから、ですか？」

「ガキん頃ころから。つっても、楠くすの木きとかいう家のボンボンと結婚する、ぐらいしかわかってなかったけどな。でも、そんだけわかってりゃ反抗するには充分だろ？」

「反抗……したんですか」

「どこの誰だれともわかんねぇ野郎と結婚なんかさせられてたまるかよ。ムカムカしたから、近所のガキと毎日ケンカして泣かしまくってやったぜ」

　決して振り返らず、背中を向けたまま、明るい声で兄貴は喋しやべる。

「ま、性に合ってたんだろうな。人形の着せ替えするより、バット振り回したりボールを蹴け飛とばしてる方が純粋に楽しかった。そんなオレに、親父おやじは嘆いていたよ。その頃はまだ会社が今ほどでかくなくてよ、オレとヨーヘーが頼みの綱的な存在だったから尚なお更さらだ」

　そのあたりのことは俺オレも母さんの話から推測はできた。

「そのうち会社が軌道に乗って、だけどオレは相変わらずだったから、親父は次第に呆あきれていった。お袋なんか露骨に恥ずかしがってたぜ。こんな娘は楠木さんに見せられない、姉か妹がいれば……とか聞こえるように言ってた。つーか、聞かせてたなアレは」

　よその家のことを悪くは言いたくないけれど、

「それは……キツいっすね……」

「だから、オレも自然に『家、出てぇな』と思うわけ。自立したいなって。そのためには先立つものがなきゃ話にならねぇから、今の店でバイトを始めた」

「……じゃあ、俺が店に来た時は？」

「マジでビビッたぜ。妹が言ってたみたいに、オレに会いに来たのかとも思った」

「だから、初対面の時、冷たかったんですね」

「いや、ただ気に食わなかったんだよ。第一印象でムカついた」

「あ、そっすか……」

「一応まだ未来の旦だん那なさまだぞ？　それが勘違いも甚はなはだしいバカボンだったんだ、普通にショック受けるぜ。しかも、生意気にもオレに突っかかってきてよ、そのくせ秒殺されるヘナチョコ坊主だったんだから最悪だろ？」

「ヘ、ヘナチョコ坊主……」

　兄貴が「あははっ」と声をあげて笑う。だけど、まだ振り返りはしない。

「そのヘナチョコ坊主が妙に懐いてきて、オレのことを兄貴とか言ってきたんだ。コイツ頭おかしいんじゃねーかって思ったけど……嬉うれしかったよ」

「………」

「殴っても蹴っても尻尾しつぽ振ってついてくるし、たまーにエロい反抗してくるけど……ま、そのあとボコれば元どおりだしな。ヘナチョコだけど頑丈なオモチャって感じだ」

「ヘナチョコの次はオモチャっすか……」

「バーカ。ヨーヘーなんてそんなもんだよ」

　このあたりから兄貴の口調が徐々に湿り気を帯びた。きっと、本人は明るく喋しやべっているつもりなんだろうけど、オモチャにはそれが強がりだとわかる。

「……だけど、そのオモチャはオレだけじゃなくて、みんなにも好かれやがった。オレが可愛かわいがっていた犬とキャッキャ言ってじゃれつくし、電波巨乳ともコンタクト取れるし、小こ鳥とりは巣の中からいきなり出てくるし、ババァも甥おいっ子ことか抜きにして目をかけてるし、姐ねえさんなんか……今にも服脱ぎそうな勢いじゃねぇか」

「そんなことは――」

「うるせ。うぜぇ。ムカつくんだよっ」

　この時点になると兄貴の声には明るさの欠片かけらもなくなっていた。

「みんなしてヘナチョコ可愛がりやがって……それはオレのもんだ、勝手にさわるんじゃねぇ――とか言ってやろうと思った矢先、バカ妹が現れてバラしやがった。何が一番ムカつくって、ヘナチョコが本物のヘタレになってオレから逃げたことだ……」

「いや、それは兄貴――」

「っせぇな！　黙って聞け、折るぞテメェ」

「……っす」

　この時だけは殺気を放った兄貴だが、それは一瞬で――一瞬でも充分すぎるほどの迫力だったけど――丸めた背中がひどく頼りなく映った。

「……わーってるよ。オレたちは先輩と後輩で、兄貴と舎しや弟ていだ。いきなり男と女になれと言われても、そりゃムリだよ。オレだって同じだ」

　ずばり言い当てられて、言葉もない。

「ムカつくけど、仕方ねぇと思う。そして、申し訳ないと思ってる」

「申し訳ない？」

「ああ」

　と、兄貴はようやく振り返った。

　沈みかけの夕ゆう陽ひを背に受け、銀幕スターさながらの鋭い目つきで、

「オレみてぇな女、ヤだろ？」

「！」

　痛恨だった。

　この言葉だけで、自分の愚かさを地の底まで恥じるには充分すぎた。生い立ちや、働く理由や、俺オレとの関係についてなど、すべて必要なくなった。

　それでも兄貴は続ける。

「もし、オレがモコや姐さんだったら、ヨーヘーはもっと違ってただろ？　菜な月つきだったら喜んでただろ？　だけど、こんな男みてぇな女だったから……」

「……兄貴、もういいっすよ」

「そう。結婚とかはもう、どーでもいいんだ。ただ、ヨーヘーはヘナチョコだけど優しいからさ、男みたいな人だからイヤだ、とか母ちゃんに言えないだろ？　だったら、オレが女らしくなって、可愛かわいらしい人だけど違う人がいいんです、と言えるように……」

「もういいですって」

「でも、やっぱ、全然ダメで……」

「もういいって――」

「うるせぇな！」

「うるさいのは兄貴っすよ！」

「あぁ!?」

　俺オレは凄すごむ兄貴に近づき、その手を握った。いつも殴られている手を握りしめた。

　そのまま手を引いて、歩き出す。

「なっ、おま、にゃにすりゅ――」

「ヘニャるな。黙ってついて来い」

「………はい」

　これは数十年先に回顧することなんだけど、俺が楠くすの木き家の嫡ちやく男なんとしての威い厳げんを発揮したのは、生涯でただ一度、この時だけだ。



　海を目指して歩いた。

　今度は俺が振り返らず、兄貴の手を引っ張って、ぐんぐん歩いた。何も言わず、黙って歩いた。一種の興奮状態だったのだろう、風景も車の音も信号の色も覚えていない。

　兄貴は黙ってついて来た。振り返っていないから実際の姿は見ていないけれど、背中に伝わってくる雰囲気はモジモジと俯うつむいたウブい女性のそれだった。

　そうして数十分歩き、陽ひが完全に沈んだ頃ころ、俺たちはシーサイドカフェのある、さくら海水浴場に着いた。

　俺はまだテンパっていたけど、周りを見渡す余裕はかろうじて戻っていた。

　シーサイドはすでに閉店している。

　他の海の家も多くがシャッターを下ろしていて、宿泊部屋のある江えの島しまさんなど数店舗だけが明かりを灯ともしていた。

　全体的に薄暗い海岸。時間と共にさらに暗くなるだろう。10キロ東で開催される花火を見るには適した場所じゃない。それでもポツポツとカップルが点在していて、それぞれが声の届かない距離を保っている。

　俺も、カップルとカップルの間に陣取った。無言で腰を下ろし、兄貴が隣に座る。

　手は繋つないだままだ。

　直後、東の空が鮮やかに光った。

　花火の形は見えない。ビルの群れが遮る。

　やや遅れて、ドーン、という音が届いた。その音が、あの光を花火だと証明してくれる唯一のもの。

　そこから次々と花火が打ち上げられ、遠くの空が変色する。時折、花火のてっぺんだけ見えた。音はすべて鼓膜を揺らした。

　それが心音と重なって、どちらの音かわからなくなる。

「ヨーヘー……」

　と、兄貴が呼んだのは、何発目の花火が打ち上がった頃ころか。

　か弱いその声は、なぜか爆音と重なることなく胸の鼓動ともぶつからず、俺オレの中にある澄んだ場所へ溶ける。

「ムリすんな。もうわかったから、手、放せよ……」

　一層、強く彼女の手を握ってやった。

「オレのこと女扱いしてくれてるんだろ？　その気持ちだけで、もう……」

　そこまで立派で男前な理由じゃない。

　ただ、兄貴と花火が見たくなったんだ。

　兄貴が俺のために可愛かわいくなってくれた日に、兄貴と一緒にいたかったんだ。

「無理してますよ。当然じゃないっすか」

「だったら、手を――」

「俺、ヘナチョコ坊主ですからね」

「……？」

「自慢じゃないけど、デートなんて生まれて初めてですから。だいぶ前から心臓がパンクしそうです。破裂して鼻とか耳から煙が出そうっす。ほら、もう何を言ってるのかもわからないでしょ？」

「お、おう……」

「でも、俺は兄貴と手を繋つないだら、こんな風になるんすよ。浴衣ゆかたなんて着なくてもいい。モジモジもウブいもいらない。男前の兄貴のままでいい。それでも俺はイチコロっちゃう寸前のギンギンになるっす……いや、ギンギンは嘘うそだけど……」

「……ははっ」

　兄貴が苦い顔で笑う。

「オメェよ、もちっとマシなこと言えねーのか？　オレたちは仮にも許婚いいなずけで、これは一応デートなんだろ？」

「……っす」

　と、俺は深呼吸。肺までもパンクしそうなほど膨らませて、一気に吐き出す。

　そして、兄貴を見つめる。

「オレみてぇな女、とか二度と言わないでください。俺オレは、男前で理不尽で実はけっこうヘタレで椿つばきさんとモコちゃんが苦手で由ゆ比い川かわにも怒られて意外と独占欲が強くて俺に触られるとヘニャるけど決める時はビシッと決めてくれる男前な兄貴が――」

「長なげぇ」

「す、すいません」

　深く見つめ合う。視線が絡み合う。そんな言葉では表現しきれない艶あでやかな何かが俺と兄貴の瞳を行き交う。

「最後に言おうとしたことだけでいい」

「男前な兄貴が――」

「その次だけ」

「……好きっす」

「まだ長ぇ」

「好き」

「………ありがと。すごく嬉うれしい」

　不意に兄貴が手を放した。

　あっ、と思ったそのすぐ後に、今度は兄貴が俺の手の甲に手のひらを被かぶせる。そのまま緩く力を込めて包み込む。

　その間に、顔は至近距離にまで近づいていた。

「せっかくだから、しとくか？」

「……へ？」

「オレもしたことねぇから、やり方とかわかってねぇけど……」

「………」

　ミリ単位で兄貴の顔が近づいてくる。吐息が俺の唇くちびるに当たる。

　本当はまだ答えなんて出せていなかった。だけど、どうでもよかった。このまま甘美な誘惑に流されてもいいと思った。

　いや、もはや思考は停止していた。

　東の空はまだ鮮やかな変色を続けている。

　それはちっとも眩まぶしくないのに、目眩めまいがして、俺は瞼まぶたを閉じる。

　爆音も鼓動もどこかへ消え失せた。

　そして、静寂と暗くら闇やみの中……

　ゴツン！

　という、まさかの打撃音が脳内に鳴り響いた。

　由比川のドーンなんて比じゃない。確実に凶器を額にぶつけられた。



    

  
    
      



    

  
    
      　俺オレは後方へ弾はじけ飛び、両手で額を押さえて悶もん絶ぜつする。

「ちょ、え、いや、何が、てゆーか、いってえええええ！」

「テメェ、目ぇ閉じてんじゃねーよ気持ち悪わりぃな！　つーか、いてぇなコラァ！」

　目を開けると、兄貴が額を押さえながら悶絶していた。

「はあ？　マジで、もう、何で……はあああ!?」

「ハァハァうっせぇぞ！　盛るな！」

「この場面で頭突きかましてくるとかアンタ何考えてんだよ！」

「ヘニャチン野郎にファーストキス捧ささげると思うなバカ！」

「あー、チン出しますか。遂ついにチン出しましたか。もうキレたぞ、今日という今日こそは舎しや弟ていなんてやめてやる！　下克上だ！」

「上等じゃねぇか！」

　互いに罵ば声せいを浴びせながら悶絶する俺と兄貴。他のカップルからは白い目を向けられている。愛の不可侵ゾーンを飛び越えてくる雑言はさぞかし迷惑だろう。

　それでも俺たちは大きな声で喋しやべり、笑った。

「マジで頭だけは硬かてぇな。ヘニャのくせに……」

「ヘニャは兄貴の専売特許でしょ」

「うっせぇ。ちくしょう……痛すぎて、涙が出てきたぜ」

「……マジ泣きのくせに」

「ち、ちげーよ！」

「兄貴、実は泣き虫ですもんね」

「ヨーヘーには言われたくねぇな」

　ゴシゴシと乱暴に目元を拭ぬぐう兄貴は、その乱暴な手つきのままで俺オレの頭を撫なでた。

「おい」

「っす」

「本気で欲しくなったら、そん時に言ってこい」

　と、俺の頭から手を放し、自らの唇くちびるをとんとんと指で叩たたく。

「お前が18になるまでなら待っててやる。オレが勝手に待つんだ、無理して応こたえなくてもいいからな？」

「……っす」

　いつからか俺と兄貴のお約束パターンみたいになってしまったけど、今度は俺が目元を拭う番だった。泣き虫だと笑われても仕方ない。

　俺はホッとしたんだ。

　流されなくて、兄貴が頭突きをかましてくれて、情けないけど心底ホッとした。

　それを見抜いて、だけど怒らず、包み込んでくれる。

　こんなに魅力的な人間は世界に何人もいないだろう。

　嬉うれしくて、誇らしくて、みっともなくて、涙が出る。

「オラ、いつまでも泣いてんじゃねぇ。そろそろ帰るぞ。ヨーヘー、仕事サボってここに来てるんだろ？」

「………あ」

「オレが手伝ってやるから、ビシッと土下座しろ」

　兄貴が片手で俺の首根っこを掴つかんで持ち上げる。

　周りのカップルさんたちの視線がいよいよ厳しくなっていたので、俺たちは逃げるようにしてビーチをあとにした。





　来た道を戻り、午後９時過ぎに俺と兄貴はハーヴェストに戻った。

　あれから何人かの客が来店したらしいけど、その時はちょうど客が誰だれもいない状況で、帰りを待っていたであろう瑠る雨うがカウンター席に座り、由ゆ比い川かわとモコちゃんがカウンター内側に立っていた。おそらく小こ鳥とりさんも厨ちゆう房ぼうの中で聞き耳を立てていてくれただろう。

　兄貴は宣言どおり、俺の土下座を手伝おうとしてくれたが、俺が中腰になったぐらいでモコちゃんがすすっとカウンター内から進み出てきた。

　兄貴にだけ天使のスマイルを見せて、

「おかえり、アッキー」

　と言った。

　兄貴は髪をくしゃくしゃと掻かく定番の照れ隠しをしながら、ニヒルに微笑ほほえみ返す。

「おう。心配かけたな」

「モコは今のアッキーが好きです」

「オレはあんまりモコのこと好きじゃねぇけどな」

「その感じならモコといい勝負できますよ」

「フン。楽勝だバカヤロー」

　この２人は普段、あまり喋しやべらないし、仲良くもない。だけど、もしかしたら、俺オレがまだ知らないだけで２人にしかわからない過去や言葉があるのかもしれない。

　そう思わせるほど、深いところで通じ合っているように見えた。

　そして、モコちゃんは兄貴に負けず劣らずの男前だった。

　とりあえず、ここはもう心配いらなさそうだ。

　となると残る問題は、

「――で、お兄さまはどこでなにをなさっていたのですか？」

　……これだ。俺と兄貴が晴れやかな表情で戻って来たことに何かを感じ取っている爆発寸前の隕いん石せきだ。

「そ、それは……」

　さて、どうやって宥なだめようかと迷っている俺を兄貴が助けてくれた。

「心配すんなよ、妹。やましいことは何もなかったし、当分の間はオレが義理の姉になることもない」

「ホントですか！」

　パッと破顔する瑠る雨う。それを見て、兄貴の唇くちびるは悪い感じに吊つり上あがった。

「ま、キス的なことはしちゃったけどな」

　そんなに間違いでもない言い回しなので否定できない。

　隕石がわなわなと震え、瞬またたく間に爆発した。

「やっぱり腕力でブッ殺す！」

　高速のコンビネーションは兄貴のサイドステップで容易たやすく無力化する。

「コラ、言葉遣いが汚きたねぇぞ」

「アンタにはこれでも綺き麗れいなぐらいよ！」

「そんなに高く足を上げんな。ちっとは女らしくしろ」

「男おとこ女おんなは黙れ！　てゆーか、避よけるなああ！」

「ねえ瑠雨、忘れてるかもしれないけど今はまだ営業中――」

「お兄さま！　瑠る雨うは今夜、号ごう泣きゆうしますから！　慰めの準備しておいてね！」

「えー……」

　止めに入った俺オレが竜巻に巻き込まれ１人負傷し、モコちゃんはもう興味がないといった感じで大きなアクビをしている。この夏よく見かけるハーヴェストの日常風景だった。

　しかし、問題はまだ残っている。まだ非日常は残っている。

　俺は瑠雨と兄貴の攻防戦から抜けだし、由ゆ比い川かわの側そばまで行った。

「仕事抜け出して、ごめん」

「………そっち？」

　と、由比川が充血した瞳で斜め四五度下から睨にらみつけてくる。

　彼女が何を言わんとしているのか、俺に何を求めているのか、それはすぐにわかった。

「２人で行こうって言ったのに……」

「………」

　ごめんの言葉を飲み込む。

　言いたい気持ちは山ほどあるけど、それを言うことの方が狡ずるいと思ったんだ。



　今日の収穫

　俺の兄貴ほど男前で素敵な人はいないけど、兄貴の女装（？）はハンパじゃない。

　許婚いいなずけ問題に俺なりの答えを見つけた。



　今日の損失

　俺と由比川の間の何か。



    

  
    
      


　夏の思い出６

　瑠雨の１日体験アルバイト





　８月30日。

　夏休みも残すところあと２日となったその日、本家ハーヴェストには朝からスタッフが勢せい揃ぞろいしていた。

　シーサイドはまだ営業しているが、こちらの手を借りなくても店を回せる状態になったのが、理由の１つ。

　もう１つは、夕方からパーティーの予約が入っていたからだ。

　そう、ビーチバレー大会の決勝を戦ったカップルの婚約パーティーである。花火大会の日に結婚を誓った彼らだが、交際期間は数年にも及ぶものだったらしい。双方の家同士も良好な関係で、プロポーズから瞬またたく間に話が整っていった。

　とはいえ、正式な披露宴はまだ日取りが決まっておらず、今日はとりあえず親しい友達だけを集めた、ささやかなお祝いだそうだ。

　ここ、ハーヴェストとの縁は必然とも偶然とも言える。

　バレー大会での俺オレたちとの戦いで名を覚え（というよりも俺と由ゆ比い川かわの悪ふざけの方が印象に残っていたらしいが）パーティー会場を探している時に、たまたまこの店を見つけて、奇縁のようなものを感じた２人は即決、すぐに貸し切り予約の連絡をくれたのだ。

　さて、ここで少し脱線して、パーティーとカフェについて軽く説明をしたい。

　カフェにとって貸し切り団体客というのは非常にありがたい存在である。

　理由はいくつかあるけれど、やはり収入が一番のメリット。単なる商品の売り上げでは拘束時間（と場合によってはサービス内容）で料金を頂ちよう戴だいできるのは、たとえるなら歩ぶ合あい制せいと固定給のような違いがある。固定給は「その日に決まった額の金が入る」という計算が立つから、少なくとも一ヶ月先ぐらいまでの経営も見通しがつく。

　歩合制は「売れれば売れるほど儲もうかる」のが利点だが、実際は、そんなに美お味いしい展開はなく、むしろ「売れないと赤字」という胃の痛む思いに晒さらされることが多い。

　……ここだけの話、ウチはよく夕方に客が誰だれもいないといった状態になるので、歩合制ではざっくりとした計算しかできないのだ。だからパーティーはむちゃくちゃ助かる、とレイチェルが言っていたのを耳にしたような気もにゅもにゅ……。

　もう少し続ける。

　貸し切りでまとまった料金を頂く以上、その額に見合ったサービスを提供するのは当然のことだが、そのサービスの準備という点においてもパーティーはスタッフに優しい。

　あらかじめ決めていた料理を決まった時間に出す、というのは、いつ注文が入るのかと構えているよりも格段に楽なのだ。

　ドリンクについては通常営業よりも注文数が増える場合が多いけど、ドリンクをつくり運ぶ作業は軽労働なので、さほどの苦じゃない。

　他にも、テーブルや椅い子すの配置換えなどの準備もあるけれど、これも簡単な部類の作業なので問題なし。

　強しいて言えば、パーティー終了後の掃除・後片付けが大変なぐらいである。

　……と言い切ると、小こ鳥とりさんから毒包丁で刺されそうなので補足しておく。パーティー料理は量が多いので、時間が決められていたとしても、それは大変な作業である。特に、ウチは厨ちゆう房ぼうを小鳥さん１人で切り盛りしているから、輪をかけて大変になる。頼まれれば全力で手伝うけど、あの開かずの間には椿つばきママしか入室を許されていないので………。

　――以上、パーティーについての豆知識でした。

　尚なお、例によってあくまでウチの場合なので、あしからず。

「というわけで、16時から21時まで貸し切り。営業は15時までだから、そこを間違えないように」

　まだ開店準備をする前に、レイチェルがスタッフに説明をした。

　しかし。

「は～い！」

　と、誰だれよりも元気よく返事をしたのはスタッフではなく、とある財ざい閥ばつの御令嬢だった。

「……瑠る雨う、邪魔。今すぐ帰りなさい」

　レイチェルがこめかみを押さえながら注意しても、

「嫌です！　ルーはもう１ピコメートルもお兄さまの側そばを離れません！」

　と聞く耳持たず。まさに馬耳東風。すでに１ピコメートル以上は距離があるけど、俺オレに腕を絡ませ張りついている。

　先日の「アキラさん浴衣ゆかた・ＤＥ・デート大作戦」が失敗に終わり、前にも増してまとわりつくようになった。

「瑠雨、お兄ちゃんは今け朝さ『今日、家で大人しくしていたら一緒にお風ふ呂ろ・あるいは水着ナシかも!?』って言ったよね？」

「はい。言われました。でも、お兄さまがその手の約束を守ってくれたことは一度もありませんので信じていません」

「………」

　あの手この手で逃れてきたからなぁ。

「ねえねえ、お兄さま。パーティーの時間になったら店を抜け出してルーとドキドキラヴパーティーを開きましょう！」

「断るけど、そのドキドキラヴパーティーとやらは何をするの？」

「まず、瑠る雨うが服を脱ぎます」

「わかった。もういいや」

「次に、お兄さまも――」

「瑠雨？　お兄ちゃん、もういいって言ってるよ～？」

「アンタのその歪ゆがみきっているのに鋼はがねのように強い精神だけは感心するわ。偏屈者揃ぞろいの楠くすの木き家の中でもトップクラスね」

　楠木家偏屈者ランキング元王者にそう言わせるのだから、やはり瑠雨は強烈だ。

「ヨーヘーも相当なアレだけど、テメェはそれ以上にイカレてるぜ」

　兄貴がそう言うと、

「うふふ。頼もしい限りですわ…………未来の義あ姉ねとしては……」

　語尾をモニュモニュさせながら椿つばきさんが続き、

「妹ちゃん、モコと脱がせっこしますか？」

　モコちゃんが追撃。

「アンタたちにだけは変だとか言われたくない！」

　瑠雨がまっとうな意見を返した。なかなか美しい会話のコンボである。

　と、ただ１人、コンボに参加しなかった人物に目を向ける。

「………」

　由ゆ比い川かわは素知らぬ顔でそっぽを向いていた。そっぽ、というより、俺オレのいない方向。

　実は、あれ以来、由比川と喋しやべっていない。

　といっても、単にシフトが重ならなかったということもあるし、仕事上の必要最低限の会話はしているから、まったくのゼロではない。

　ただ、いつもの俺たちには程遠かった。

　あの花火大会の日から一度も笑っていない。面白ければ許される精神の２人が、面白くない状態でたゆたっている。

　そんな俺と由比川のことを最強オーナーはしっかりと把握していた。

「……わかったわ。瑠雨、ずっと洋よう平へいの側そばにいたいなら、ここで働きなさい」

「嫌です！」

「嫌なら叩たたき出す」

「おばさま相手でも手加減は――」

　ズコーンと頭にゲンコツが落ちて、瑠雨がくるくると目を回す。

「うう、わかりました。カフェなんかでこのルーが働くのは屈辱ですけれど、お兄さまと密着できるという誘惑には勝てません」

　カフェなんかって何よ、ともう一発、ゲンコツを落としてから、

「じゃ、教育係は洋よう平へいね」

「そうなりますよね……」

「で、教育係の教育係を菜な月つきがやりなさい」

「私!?　てゆーか、その役職の意味がイマイチ……」

「このバカ兄妹きようだいを２人きりにできないでしょ？　アンタがしっかり監視してて」

「そ、そんな……」

　由ゆ比い川かわがこちらをチラッと見て、またそらす。

「これはオーナー命令よ。嫌なら叩たたき出す」

「……わかりました」

「おばさま、話が違います！　お兄さまと肢体を絡ませ――」

「うっさい」

　三度目のゲンコツを食らって、瑠る雨うはようやく大人しくなった。

　こうして、楠くすの木き家の御令嬢様は１日アルバイトをすることになった。



　まずは仕事の前に着替えから。

　背丈の近い兄貴から制服を借り、スタッフルームで着替えをさせる。着替えました、と言って下着姿で外に出てくることが３回ほどあって、瑠雨が着替え終わった。

「おお、似合ってるじゃないか」

　心情的には馬ま子ごにも衣装という言葉を使いたいところだが、瑠雨は母さんに似て下地が抜群に整っているから、妥当と言えば妥当な結果だ。スカートの丈をかなり短くしていることに不安を覚えるけれど、俺オレ以外には絶対にパンツを見せないだろう、という泣きたくなる安心感もある。

「お兄さまが着ろとおっしゃるのならルーは何でも着ます！」

　という声を聞いた聖母様の目が妖あやしく光ったので早々にスタッフルームから連れ出す。

　この間、由比川はずっと無言だった。



　次に向かったのは、俺が勤務初日に屈辱を味わわされた場所。

　トイレである。

「その店の良し悪しはトイレを見ればわかる、という言葉があるぐらい、飲食店にとってトイレ掃除は大切なことなんだ」

　両手にバケツとブラシを持ち、由比川に言われた言葉を丸パクリして瑠雨に伝える。

　そして、由比川には軽いドヤ顔でアピール。

「………」

　由比川、無視。……うん、まあ、別に褒める要素も怒る要素もないからな。

「では早速、瑠る雨うにやってもらおうと思うんだけど」

「え？　ルーが？　このルーがトイレを掃除？　正気ですか？」

　生意気な反応に俺オレはほくそ笑む。やはり兄妹きようだい。俺も初日にほぼ同じことを言った。その経験があればこそ、指導もできるというもの。

「わかるよ。トイレ掃除なんて執事の仕事だと思ってるだろ？　お兄ちゃんもそう思っていた。だけど、こういう下働きの中にも学ぶべきことはたくさんあるんだ。男子トイレは手本としてお兄ちゃんがやってみせるから、ルーは女子トイレを頑張ってみような」

「えー……」

「まずバケツに洗剤を適量入れて、水で薄める。この時、絶対にしちゃいけないことは、この薄めた洗剤をブチ撒まけることだ」

「うふふ、お兄さまったら冗談も上手ですね。そんなこと誰だれもしませんよ」

「……そう。そんなことは誰もしないけど、念のために言いました」

　背後で「ぷふっ」と由ゆ比い川かわが吹き出したような気がして、振り返ってみると、

「………」

　由比川、無表情。……うん、まあ、別に上う手まい冗談とかじゃなかったしね。

「そしてブラシに洗剤をつけてゴシゴシ……こういう風にゴシゴシして……」

　と、手本をみせる。

　その後の作業も説明と手本を繰り返し、俺なりのマル秘ポイントも特別に伝授しつつ、

「――どうだ！　完かん璧ぺきだろ？」

「うーん……あんまり変わってないような気もしますけど……」

「今日のトイレは比較的清潔な状態だったから、そう思うだけだよ。きっと女子トイレも清潔だろうから、今日は楽だぞ。頑張れ」

「業者を呼んじゃダメですか？」

「ははは、お兄ちゃんもそれ言ったよ。でも、瑠雨も楠くすの木き家の人間なんだから常に一番を目指せ。業者よりもピカピカを狙ねらえ！」

「……ねえ」

　と、瑠雨の低い士気を上げようとしているところに、由比川が割り込んできた。

「ん？　どうした？」

「男子も女子も昨日の閉店後、洋よう平へいが掃除したんじゃないの？」

「………あ」

　そうだった。

「しまった、ミスった！　バカ、俺のバカ！」

「や、ミスじゃないと思うけど……」

「てことは、ルーはトイレ掃除しなくてもいいんですねっ？」

「残念ながら、そういうことになってしまうな。お兄ちゃんを許してくれ……」

「許します！　お兄さまにならすべてを許せます！」

「今回は体験できなかったけど、トイレ掃除で大切なのは『自分も使う場所なんだから、自分できれいにしよう』ということだ。これはトイレ以外の場所にも通じるところがあるから覚えておいてくれ」

「は～い！」

「うむ。いい返事だ。じゃあ、次に行こう！」

　トイレを出て次なる場所へ向かう。

　移動する前、由ゆ比い川かわが、

「ふ～ん……」

　と漏らした気がしたけど、顔を見るとそっぽを向かれた。



　トイレの次は、これも俺オレが由比川に教わった順番どおりである。

「玄関の掃除だ」

　俺は両手に箒ほうきとチリ取りを持って瑠る雨うの前に立つ。

「その店の良し悪しは入り口を見ればわかる、という言葉があるぐらい、飲食店にとって玄関掃除は大切なことなんだ」

　が、しかし。

「……残念ながら、ここも昨日の閉店後、お兄ちゃんが掃除してしまった。今、パパッと掃いただけでゴミが無くなってしまった」

　バカ、俺のバカ。俺のきれい好き。

「というわけで、玄関の掃除も省略せざるを得ない。瑠雨、許してくれ……」

「許します！　お兄さまにならたとえ無茶なプレイを要求されても――」

「今回は体験できなかったけど、玄関掃除はメイクに似ている。玄関はまさに店の顔だ。顔をきれいにしてあげると店がモテる。お兄ちゃんは最近、メイクにちょっとトラウマができたけど、ルーは女の子だからそういう気持ちがよくわかると思う。もし機会があれば自分を綺き麗れいにするように玄関も美人にしてあげてくれ」

「は～い！」

「それから、お兄ちゃんは下ネタが続くのは好きじゃないので、ほどほどにね」

「は～い！」

「うむ。いい返事だ。じゃあ、次に行こう！」

　玄関から店内に入り直し、次のステージへ向かう。

「へぇ……」

　とまた移動しながら由比川が漏らした気がしたけど、あえて確認はしなかった。



　玄関の次も、俺オレが由ゆ比い川かわに教わった順番をなぞる。

　この夏、毎日のように店に来ていた瑠る雨うもまだ入ったことのない場所――カウンターの中に３人で立って、

「次は皿洗いだ」

　両手に持ったスポンジとタワシを見せる。

　幸い、これは昨日の俺が後片付けをしていなかったので、ルーの練習用になる食器類が残っていた。……昨日の俺、サボリやがったな。

「お兄さま。ルー、そろそろ雑用以外のことをしたいです」

「うん。わかるよ。今そういう時期だよね。でも、物事には順序というものがあるんだ。我慢しようね。ま、今のところルーは雑用すらしてないけどね」

「わかりました。でも、お皿洗いはこの器械に任せればいいんじゃないですか？」

「たしかに食洗機も使うけど、忙しい時は手洗いもするんだ。だから、両方できるようになっておかなきゃいけないんだよ」

「バイセクシャルってことですね。ルー、お兄さま一筋だからそれはちょっと……」

「そろそろ怒るぞ？」

「お兄さま、やり方教えて」

「あ、うん。その前にゴム手袋つけないと荒れちゃうよ……で、まずはスポンジに……」

　手順を説明しつつ、手本として一枚、洗ってみせた。

「どうだ！　ピカピカだろ？　お兄ちゃんはこれが一番得意なんだ。まあ、いきなりこのレベルは難しいと思うけど、まずはやってみよう」

「はい！」

　と、ルーが皿とスポンジを手に持って、洗う。

「速さは意識しなくていいからな？　大切なのは心を込めて丁寧に洗う――」

「できました！」

　洗い終えた皿を得意げに掲げる瑠雨。

「ダメだよ、速さより丁寧さだと言ったそばから……」

　……皿、すごくピカピカだった。

「ダメですか？」

「……まあまあ、だな」

「やっぱり」

「やっぱり？」

「ルー、気づいたんですけど、こういう風に洗えばいいんじゃないかな……」

　と、ルーはスポンジで皿を挟み、くるくると回しながら洗った。

「ね？　これなら丁寧で速いでしょ？」

「そ、それは、円えん月げつ殺さつ法ぽう……！」

　由ゆ比い川かわの秘ひ奥おう義ぎである。由比川は手が小さいので使用回数に制限があったけど、瑠る雨うはなんなく使いこなしている。

「けっこう楽しいかも」

　ルーは次々と皿やコップを洗い、そのすべてが丁寧で速かった。俺オレは習得までに何日もかかったけど、わずか数分で教えることがなくなった。むしろ俺より……。

「お兄さま、ルーはもう完かん璧ぺきでしょ？」

「……調子に乗るな。まだまだ、ホントまっだまだお兄ちゃんの域には達していないぞ。で、でも、まあ、合格点はあげよう」

「やった！」

「お皿洗いは将来、瑠雨がお嫁さんになった時に役立つからな。これに浮かれることなく精進するように」

「はい、お婿さま！」

「うむ。では、次からはいよいよ接客の基礎だ」

　本当はフロア掃除やテーブル拭ふきなどを先に教えたいところだけど、開店時間が迫っているので割かつ愛あいした。



　ドアの前に３人で移動して、

「まずは出迎え方だ」

　と、俺は爽さわやか接客スマイルを浮かべて言う。

「とにかく笑顔。笑顔が何より大事なんだ。お兄ちゃんの真ま似ねしてやってごらん」

「こうですか？」

　にこっ、と瑠雨が笑う。

　………俺の妹、可愛かわいいな。

「お兄さま今、俺の妹はなんて可愛いんだ食べちゃいたいな、と思ったでしょ？」

「お、思ってないよ！」

「食べちゃってもいいのに。でもシャイなお兄さまも素敵です！」

「くっ……と、とにかく、笑顔はそれでいい。その笑顔のまま――」

「いらっしゃいませ、何名様ですか――でしょ？」

　教えるよりも先に瑠雨がやった。笑顔も言い方も声の明るさも完璧である。

「そ、そう、それでいいけど、どうして知ってるの？」

「毎日お兄さまのを見ていましたもの、覚えますよ」

「……なるほど」

　俺オレは爽さわやかスマイルをマスターするまでにも時間かかったけど、瑠る雨うは１分か……いやいや、これはあくまで練習だからね。

「じゃあ、実践形式で練習してみようか。俺が客役で入ってくるから、瑠雨が出迎えて。ウケ狙ねらいで変なこと言ったりしちゃダメだからな？」

「そんなことしませんよ」

「……だ、だよね。じゃあ早速やってみよう」

　俺は一いつ旦たん、店の外に出て、すぐに入り直した。

　瑠雨が思わず食べちゃいたくなるような笑顔で近づいて来て、

「いらっしゃいませ、何名様ですか？」

「あ、１人です……」

　ハキハキとした声につられて答えてしまうと、

「では、お好きな席へどうぞ」

「は、はい。どうも……」

　照れた会釈をしちゃいながら奥の席に座ってしまったら、瑠雨がテーブルにメニューを広げて置き、

「後のちほど伺いに参りますので、ごゆっくりどうぞ」

「ご丁寧にありがとうございます」

　すっかり気分が良くなってしまったところで、シミュ終了。

「ルーの接客、どうですか？　完かん璧ぺきでしょう？」

　……完璧。ケチのつけようがない。でも、ケチをつけたいこの気持ちは何だ？　劣等感だと知ってるけど何だって言わせて。

「完璧だよ」

　と、これまで監視に徹していた由ゆ比い川かわが初めて口を開いた。いや、由比川が瑠雨に話しかけたことが初めてだ。

　そのことに驚き、戸惑いながら瑠雨が実に瑠雨らしく返す。

「と、当然でしょ！　何事においても、お兄さまの次に完璧なんだから！」

「洋よう平へいよりも上手だよ」

「はああ!?　お兄さまより上なんて……てゆーか、人の彼氏を呼び捨てに――」

「どこで覚えたの？」

「そ、それは……蜂はち矢やアキラとか蒼あお井いとか姫ひめ野のとか、アンタのを見てたから……」

　何が恥ずかしいのかわからないけど、顔を真っ赤にして口を尖とがらせる瑠雨。そんな妹の仕草にもだけど、それよりも由比川の瑠雨の扱いの上う手まさに俺は驚いていた。

　由比川が続ける。

「じゃ、品物を運ぶところも見てたよね？　できる？」

「当然でしょ！　ルーにできないことなんてないんだから！」

「やってみよっか」

「う、うん……」

　由ゆ比い川かわが瑠る雨うをつれてカウンターへ向かい、トレイにグラスとコーヒーカップを乗せて瑠雨に渡す。カップの中身は水道水だが、分量は商品と同じだ。

「洋よう平へいの席まで持っていって」

「だから呼び捨てに――」

「前向いて。こぼしちゃダメだよ」

「こぼすわけないでしょ！」

　瑠雨は片手でトレイを持ち、安定感抜群の歩き方で俺オレのいる席へやって来て、

「おまたせしました」

　と、カップやグラスを置いた。すべてにそつがなく、完かん璧ぺきだった。

「どう？　超完璧でしょ！」

　由比川へ振り返り、得意げに言う瑠雨。

「うん。超完璧。すごいね」

「でしょ！　ま、当然なんだけど！」

　由比川に褒められて、瑠雨は有頂天。俺は複雑な気分だった。

　教える方も教えられる方も俺より上う手まい……。

「洋平、何かアドバイスは？」

「……いや、特にない」

「さっきみたいにちゃんと教えてあげなよ。接客はたとえるなら、なに？」

「んー……さっき玄関は顔だって言ったけど、接客は性格だよ。どんなに美人でも性格が最悪だと、その人のことを好きになれないだろ？　むしろ性格の方が大事だろ？」

「わかります。ルーも外見より性格重視ですから」

「そ、それはちょっと複雑な気分なんだけど……まあ、そんな感じ」

「さすがお兄さまです。誰だれかさんよりずっとずっとわかりやすかったです！」

「私もそう思う」

　瑠雨の大声に隠れるように、由比川がぼそりと呟つぶやく。そっぽを向いたままで。

「ねえ、お兄さま。ルー、次はあれをやってみたいです」

　と瑠雨はレジを指さした。

「あ、あれは………」

　実は俺もまだ教わっていない。アンタの金銭感覚は信用できないから、とレイチェルに禁止されている。数学は得意なんだけどなぁ……。

「レジはまた今度、教えてあげるよ」

　由ゆ比い川かわがそう言うと、瑠る雨うは途端に表情と口調が居い丈たけ高だかになった。

「今度なんてないよ。てゆーか、上から目線やめてよね。チビのくせに」

「コラ、瑠雨！　そういうことを言うな！」

「洋よう平へいも言ったけどね」

「………」

「お兄さま、次は何ですか？」

「そうだな……」

　時計を見ると開店５分前だった。

「とりあえず、これでいいんじゃない？」

　由比川が先に言ってくれたので、俺オレも同調。瑠雨は「あ、そ」と素っ気なく答えた。



　午前10時の開店直後は客が来なかったけれど、１時間もすればほぼ満席状態になって、スタッフも忙しくなる。

　俺はいつものように皿洗いや片付けなどの雑用担当で、瑠雨がその手伝いをすることとなった。

「全然つまらない。もう飽きちゃいました」

「お兄ちゃんと一緒にいられるんだから文句ないだろ？」

「そうですけど……もっと違うことしたいです」

「また今度な」

　愚痴る瑠雨を宥なだめつつ雑用をこなす。宥めても宥めても瑠雨は不満を漏らしていたが、仕事ぶりは目を見張るものがあった。皿洗いは相変わらず上手で、教えていない片付けもそつなくこなす。カウンターに戻ってくる時に客とすれ違えば、一瞬で兄をもクラクラとさせる笑顔を浮かべて「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」と爽さわやかな挨あい拶さつをする。初日、掃除しかさせてもらえなかった俺とは比べるまでもない即戦力ルーキーだ。

「瑠雨、アンタもフロアに出て」

　ランチタイムの忙しさがピークに達した午後０時、レイチェルから指示が出て、早くも公式戦デビューが決まった。俺はもちろん、由比川や他の先輩にも異論はない。

　実際はスタッフだけでも手は足りていたのだが、そこはレイチェルの配慮だろう。

「やった！」

　と喜び、瑠雨はゴム手袋を外してカウンターの外に出た。

　そこからも完かん璧ぺきだった。出迎え、案内、注文の取り方、品物の運び方、すべてを楽々とこなし、

「お兄さま、今の見てました？　ルー、偉かったでしょ？」

　と、いちいち俺に戦果を報告しに来る余裕っぷりには皆が感心していた。

　しかし、そんなスーパールーキーに早くも試練が訪れた。

　忙しさの波が少しだけ落ち着いた午後１時過ぎ、中年女性２人の客が来店して、それを瑠る雨うが接客した。

　爽さわやかに出迎え、席に案内し、オーダーを取る。そして伝票をカウンター内にいる俺オレに渡す。ここまでは何も問題はなかった。

　小こ鳥とりさんが厨ちゆう房ぼうから料理を出し、俺がトレイに載せて、瑠雨に渡す。それを運ぶ。ここまでも問題なし。

　ところが、テーブルに料理を置いた時、

「こんなの頼んでないわ」

　と、女性の１人が言ったのだ。

「え？」

　戸惑う瑠雨へ、さらに言う。

「私はＡランチを頼んだのに」

「いや、でも、Ｂって……」

「そんなこと言ってないわよ。やだ、これじゃ私がクレームつけてるみたいじゃない！」

「……っ」

　瑠雨の顔が歪ゆがんだ。

　伝票を確認してみると「Ｂランチ」とあって「Ａランチ」の文字はどこにもない。

　だが、瑠雨が間違えたのではない。

　瑠雨に怒っている中年女性は「Ｂランチ」と言っていた。おそらく「Ａランチ」を注文するつもりで言い間違えたのだろう。

　実は、こういうことは時々あるのだ。だから、中年女性はクレーマーでも何でもなく、注文した（と思っている）品物が来ないから、それを指摘したにすぎない。瑠雨もミスはしていない。どちらも悪くないのだ。

　ただ、それだけに「厄介」だとも言える。

　慣れていればすぐに対処できるけど、本日デビューのスーパールーキーに慣れなどあるはずもなく、しかも、あの瑠雨だ。爆弾の導火線に火をつけたようなものだ。

　現に、瑠雨は眉み間けんにしわを寄せ、瞼まぶたの筋肉をピクピク震わせている。

　爆発寸前。

　爆発後のことは考えたくもない。

　俺はすぐにカウンター内から飛び出した。

　けど。

「洋よう平へい、行っちゃダメ」

　と、由ゆ比い川かわが腕を掴つかんで引き止める。

「バカ、放せ。手遅れになるぞ！」

「大丈夫だよ」

　と、由ゆ比い川かわは手を放してくれない。

「大丈夫なもんか。瑠る雨うだぞ？　お前も知ってると思うけど、知ってる以上に瑠雨は瑠雨なんだ。その瑠雨がキレたらもう……」

「落ち着きなって。あの子は絶対に大丈夫だから」

「どこがだよ！」

　見ると、瑠雨は歯を食いしばり、持ったトレイを潰つぶさんばかりに握りしめている。潰すのは構わないが、それで客を殴るのは完全アウト。でも、爆発した瑠雨ならそれぐらいのことは朝飯前でやってのける。

　今すぐ止めなきゃ、と思うのに、由比川は手を放してくれない。

　そうこうしている間に、瑠雨はすっと一歩下がった。

　ちょうど中年女性の側頭部に回し蹴げりが当たる、実にいい間合いを取った。

　俺オレは絶望と覚悟を同時にする。この度の妹の不祥事は兄であり指導係でもある私の責任でもあり……なんて謝罪会見を開いているイメージまでした。

　が、しかし。



「申し訳ございません」



　瑠雨は深々と頭を下げた。

　そして、顔を上げて、

「直ただちにお取り替えいたしますので、もうしばらくお待ちください」

　と、Ｂランチをトレイに載せ直す。

　くるりと振り返り、俺の横を通り抜け、カウンター内に入って厨ちゆう房ぼうをノック。

「Ａランチ１つ、大至急で」

　小窓からすぐに出てきたＡランチをトレイに載せて、中年女性のテーブル席へ。

「大変お待たせいたしました」

　と、テーブルにＡランチを置いてから、また頭を下げた。

「こちらの不ふ手て際ぎわで不快な思いをさせてしまいました。心からお詫わび申し上げます」

「あら、いいのよ。気にしないで」

　中年女性の微笑ほほえみに、ありがとうございます、と丁寧なお辞儀で返し、俺の側そばにやって来て、俺の腕を掴つかんでいる由比川の手をパシンと払った。

「私の彼氏に気安くさわらないで」

　もはや言葉もない。完かん璧ぺきな対処法であり、どこまでも瑠雨だった。

「あら、お兄さま、怖い顔をしてどうなさったの？　……まさか、このチビにいじめられたの？　許せない！　ルーが成敗――」

「瑠る雨う、ちょっとこっちに来なさい」

「え？　なになに？」

　戸惑う瑠雨をフロア奥の廊下へ連れて行く。

　俺オレが怖い顔をしていた理由なんて、言うまでもない。

　フロアからの死角、スタッフルームの手前で、妹をギュッと抱きしめた。

「ひぇっ！」

　と、素すっ頓とん狂きような声を上げる瑠雨へ嵐あらしのごとく浴びせる。

「瑠雨、偉いぞ！　よくやった！　よく我慢した！　お兄ちゃんは感動した！　涙が出そうになった！　偉い！　本当に偉い！」

「そ、そんな、あれぐらい当然……あっ……」

「ん？　どうした？」

「……嬉うれしすぎて……ちょっと漏らしちゃった……」

「なっ!?」

　突き放すと、今度は瑠雨から抱きついてきた。

「や～ん、どうして放すの？　もっともっとギュッとギュッとして！」

「やだよ！　てゆーか、トイレ！　トイレ行け！」

「ギュが先！」

「絶対に後だろ！」

　突き放して抱きつかれてを何度も繰り返し、最後は抱きかかえて女子トイレまで運んだ。

　感動の涙も台無しだけど、こういうところも瑠雨らしい。

「ちゃんと褒めてあげた？」

　と、廊下に由ゆ比い川かわが来た。俺は苦笑いしながら答える。

「ああ。その結果、変なことになっちゃったけどな……」

「聞こえてたから深くは聞かないよ」

「サンキュ。それから、俺を止めてくれたこともサンキュな。瑠雨が暴れないって、どうしてわかったんだ？」

　由比川は誇るでもなく、さらりと答える。

「あの子、プライド高いもん」

「……ん？」

　それを知り抜いた上で慌てていた兄よりも、由比川は瑠雨を理解していた。

「あの場面で暴れるような安いプライドじゃなくて、ああいう状況だからこそ完かん璧ぺきに応対してみせる高いプライドだよ」

「………」

　売り上げアップ作戦が失敗に終わった時、レイチェルに言われたことを思い出す。

　――あの子は人の上に立つ資質を持っているわ。

　――だから菜な月つきを見てなさい。自分との違いを見つけなさい。

　今が初めてじゃないけれど、その言葉の意味を、そして「違い」を痛感した。

　俺オレはまた苦笑いをして、床に腰を下ろす。爽さわやかな劣等感に包まれて、体の力が抜けてしまった。

「すごいな……俺はオロオロしかできなかったのに……由ゆ比い川かわも、瑠る雨うも、本当にすごいなぁ……」

　俺にはやっぱり資質がない。俺にはやっぱり向いてない。由比川のような良き先輩にはなれそうにない。

　じゃあ、俺に向いていることって何だろう？

　由比川は一歩だけ俺の側そばに近づいてから、言った。

「私は全然すごくなんかないけど、妹さんは本当にすごいと思う。でも、後輩としては、イマイチだね」

「そうか？　何事も完かん璧ぺきな良き後輩だと思うけど」

「そう。完璧だからだよ」

「え？」

「完璧すぎて、教え甲が斐いがない。正直つまんない。その点、洋よう平へいは完璧じゃなさすぎて、出来が悪すぎて、逆に楽しい」

　由比川のこういう発想や懐の広さも「大将の器」だと思う。

「……褒め言葉ってことでいいのか？」

「まさか。お説教だよ」

「相変わらず厳しいな」

「洋平にはね」

「それでも、久しぶりに喋しやべれて嬉うれしいよ」

「……あ」

　小さく漏らし、由比川が一歩遠くへ移動する。

　そのことを寂しく思うヒマも与えてくれず、

「ねえ！　ゆ、ゆゆ、由比川、そこにいるの？　いるならちょっと来て！」

　女子トイレから瑠雨の声が聞こえた。

「いるよ。どうしたの？」

　と、すぐに答えて由比川がトイレに入っていく。そして、すぐに戻って来て、頬ほおを赤らめながら俺に言う。

「……パンツ買ってきてほしいって」

「えぇー……」

「わ、私が行こうか？」

「いや、いいよ。そこまで迷惑はかけられない。にしても……パンツ……２度目……」

　やるせなさを息に変えてたっぷりと吐き出してから、立ち上がる。

「ところでさ、瑠る雨うの呼び捨てには怒らないのか？」

「別に。だって私たち同い年だもん」

「俺オレは瑠雨の兄なんだけど？」

「洋よう平へいは私の後輩じゃん」

「……由ゆ比い川かわ」

「さんを付けろ」

「……行ってくる」

「ん」

　フロアへ出て、そのまま店の外にも出る。

　もし、瑠雨と由比川が同じ学校に通っていたりしたら、意外と仲の良い友達になったりするんじゃないかな……なんて想像をしながら、コンビニで女性用下着を購入した。店員さんが俺の顔を覚えていて怪しまれたのは、余談。



　良き後輩になるためのポイント・その６

　出来の悪さも時々はプラスに作用する。

　もちろん、出来が良いに越したことはないけど。





　午後３時に平常営業が終わり、４時からパーティーが始まった。

　瑠雨は引き続きアルバイトとして店に残ったが、仕事はほとんどなかった。それは俺や他のスタッフも同じで、準備と配はい膳ぜん以外は特にすることがなく、パーティーの邪魔にならないように気をつけるだけだった。

　そのパーティーは終始、和なごやかで、楽しげで、ビーチバレーカップルは幸せそうだった。

　いや、間違いなく幸せだっただろう。親しい仲間に囲まれ、お祝いされた今日は、人生最良の日だと思う。

　俺も自然と笑顔になった。俺以外のスタッフは女性だから、思うところもまた違ったのだろう。あの兄貴も、うっとりとした顔で目を細めていた。レイチェルも同じような顔をしていたけど、そこはあえて触れないようにした。

　幸せな婚約パーティーは予定どおり、午後９時に終わった。

「今度は室内バレーをやろう」

　お礼の後に好青年さんがそう言ってきたので、

「アマチュアの６人制だったらウチの店は最強かもしれないですよ」

　と、小生意気に返し、握手を交わす。

　こうした人との出で逢あいや繋つながりがカフェで働く魅力であり、俺オレが一番好きな瞬間だ。

　パーティー終わりと同時に閉店して、その後、１時間ほどかけて後片付け。

　そして、午後10時。今日のアルバイトが終わった。

　いつもよりほんの少し早い帰宅時間に嬉うれしさと妙な物足りなさを感じていると、

「みなさん、お食事に行きませんか？」

　と、椿つばきさんが提案してくれた。

　これまで、ありそうで一度もなかった展開に全員が喜んで頷うなずく。

「瑠る雨うも一緒にいいですか？」

「もちろんです」

「ありがとうございます。それで、どこに行きます？」

「うふふ」

　聖母様は意味ありげな笑みを浮かべた。





　８月30日。午後10時30分。

　俺は、夜の海に来た。シーサイドカフェにハーヴェストメンバーが集つどった。

「ここ!?　超つまんな～い！　レストランかと思うでしょ普通……」

　と、みんながひそかに思っているけど口に出さないことを瑠雨が代弁してくれる。頼もしい妹である。

「私たちの夏の締めくくりに、これ以上、相応ふさわしいお店はないでしょ」

　と、椿さん。店を貸してくれとレイチェルに頼んだのも彼女だ。

「ですね……」

　俺は感慨に耽ふけりながら深く頷いた。夏の思い出の多くがこの店に詰まっているし、人のいない海岸を独占した気分にもなれる。たしかに、これ以上の店はない。

　テーブルを２つ並べて、輪になって座り、ささやかな宴うたげは始まった。

　料理を作ってくれるのは、もちろん小こ鳥とりさんだ。この夏、俺の主戦場だった厨ちゆう房ぼうで鍋を振るってくれた。彼女は本家からここまで移動する時、

「………こんなに歩いたん久しぶりや」

　と呟つぶやき、途中からお母さんにおぶってもらっていた。椿さんが重たそうにしていたので「代わりましょうか？」と言うと、

「………ヤ。バカと童貞がうつる」

　バカが増えていた。

　そんな毒舌シェフが出してくれたメニューはスタッフに大人気のまかないフルコース。以前、試食会で好評だったジェラートがデザートだった。

　絶品料理に舌した鼓つづみを打ち（瑠る雨うも悔しげに舌を巻いていた）、明日には思い出せないようなどうでもいい話題で盛り上がり、楽しくて楽しくて、時が経たつことなんて一瞬で忘れた。

　いや、本当は頭の片隅にはあったんだ。

　腕時計の針が頂上で重なった時には、そわそわと落ち着かない気分だった。

　だけど、あえて無視をした。

「みなさん、お家うちの了承は得ているから大丈夫ですよ」

　と椿つばきさんが耳打ちしてくれたのも、手助けになった。

　そしてまた談笑の続き。

　小こ鳥とりさんが「ハーヴェスト風フィッシュ＆チップス」をつくってくれて、思い出話に花を咲かせたりする。

「これ美う味めぇよな。何で売れなかったんだろうな」と兄貴。

「バーじゃ好評みたいっすよ」

「たしかに、こりゃ酒に合うぜ」

「そうですか――って、兄貴！　飲んでるんですか!?」

「見りゃわかんだろ」

　と、兄貴がジョッキでビールを煽あおる。

「飲んじゃダメっすよ！」

「ダメじゃねーよ」

「マジでダメっす！　未成年の飲酒は法律で禁止されてます！」

　ジョッキを取り上げようとしたが、兄貴の超速を捕まえられるわけもなく逃げられる。

「オレは許されるんだよ」

「そんな、どこかのジャイアンみたいなワガママは………え？」

　もしかして？

　兄貴はニヤリと唇くちびるの端を吊つり上あげ、くいっと顎あごで厨ちゆう房ぼうを指した。

「オレ、小鳥とタメ」

「マジっすかああ!?」

「んだよテメェ、フィアンセの年も知らなかったにょかお」

「す、すいません。気にしてなかっ………って、兄貴？」

　兄貴は目がトロンとしていて、体もふにゃふにゃしている。

「もしかして、酔ってます？」

「うはははっ。酔うわけねぇだりょ。まだ一杯しか飲んでにゃいのに」

「ぐでんぐでんじゃないっすか……」

「おいコラ、ヨーヘー」

　兄貴が俺オレの胸ぐらを掴つかみ、引き寄せる。

「目ぇつぶれよ。あん時のちゅぢゅきしようじぇ」

「や、そんな、みんなの前で、てゆーか……絡み酒？」

「オラ、早くつぶれにょ命令だにゃはは……って、さわるにゃ！　ヨーヘーはすぐボクにエロいことをするから嫌いだ！」

　ゴン、と俺に頭突きを食らわせ、その反動で椅い子すから落ち、兄貴が床に寝そべった。

「うー……」

　と一度だけ唸うなってからすぐ、寝息を立てた。

「兄貴……酒にも弱いんすね……」

　この人は弱点が見える度に可愛かわいくなるから不思議だ。あと、やっぱり兄貴の「ボク」は最強だ。

「それにしても、まさか兄貴がそんな年だったなんて……」

　こうなると、俄が然ぜん、気になってくる。あの人はもちろん、あの人も。

「ねえ、モコちゃんは何歳なの？」

　私服姿のアイドルは愛あい嬌きようたっぷりに小首を傾かしげ、

「モコは10万34歳です」

「そんな、どこかの閣下みたいな……」

「本当ですよ。そしてモコのお家うちはお月さまなのです。クレーターの中のお家でひもじい思いをしている家族が待っているので、洋ようちゃんの玉に乗って帰るのです」

「玉たまの輿こしね」

「玉だけでも意味は一緒です」

　……たしかに。当たらずも遠からず。

　しかしまあ、つくづく変な人だ。本当に月から来た異星人かもしれない。

「……待てよ。どこかの閣下方式でいくと……モコちゃん、まさかの34歳？」

「ブブ～です」

「そうだよね。さすがにそれはないよね。じゃあ本当は？」

「お兄さま、知らないのですか？」

　と、瑠る雨うが割り込んできた。

「瑠雨、知ってるの？」

「当然です。お兄さまの周りに集たかる蠅はえどもの身辺調査は徹底的にしましたから」

「そうなんだ……で、モコちゃんの年は？」

「お兄さまと――」

「妹ちゃん、アッキーの脱がせっこして遊びませんか？」

「しませんよ。蒼あお井いはお兄さまと――」

「妹ちゃん、アッキーのおっぱい気持ちいいですよ～」

　モコちゃんが寝ている兄貴の胸をさわって遊んでいる。そして瑠る雨うがなぜか興味をそそられている。

「……ねえ、それ起きないの？　起きたら怖……くはないけど……」

「大丈夫ですよ。こうなったアッキーは何しても起きません。こうやって服を脱がせても……ね？」

「……ルーにもやらせて？」

「おいでおいで～」

　瑠雨がふらふらと兄貴の側そばへ行き、２人してシャツのボタンを外しだした。

「瑠雨！　そんなことしちゃダメ！　そしてモコちゃんは俺オレと何なの!?」

　手で両目を覆い隠しながら言っても、ルーモコは聞く耳をもってくれず兄貴で遊ぶ。

「ね、ねえ、瑠雨ちゃん、兄貴は今どんな状態なのか――」

「楠くすの木きさん」

　指の間から覗のぞき見ようとしたが、視界を塞ふさぐようにして椿つばきさんが正面の席に座った。

「見てません。見ようともしてません」

「うふふ」

「……見ようとしました」

「それだけ？」

「……できれば瑠雨に実況してほしいなと思いました」

「２度目はないですからね？」

「……はい」

「ところで、答えは出たの？」

　と、椿さんが俺の空きグラスにジュースを注ついでくれながら言った。上品な声色が少しだけ重くなり、俺はピーピングモードから真ま面じ目めモードへ切り替え、背筋を伸ばす。

「出ました。みんなのお陰で見つけることができました」

　椿さんがどのことを訊たずねているのか、おそらく許婚いいなずけ問題のことだと思うが、真意はわからない。

　ただ、俺は、母さんからの課題と父さんからの課題の両方に答えを出していた。

「そう……」

　とだけ言って、椿さんはそれ以上の具体的な質問はしてこなかった。

　その代わり、

「由ゆ比い川かわさんにも伝えてあげなさい。彼女、ずっと心配してたのよ。なるべく楠くすの木きさんとシフトが重なるようにしたりして、ずっと」

　椿つばきさんが顔を横に向ける。筋の通った高い鼻の先には、砂浜に座って海を見つめている小さな女の子がいた。

「蒼あお井いさんと妹さんのことは私に任せて」

　と、すべてお見通しの聖母様に促されて、席を立つ。

「行ってきます」

「はい。行ってらっしゃい」

　そして俺オレは店から砂浜へと歩く。

「あ、楠木さん」

「はい？」

「今ふっと思いついて、全然どうでもいいことなんですけど、もし、私と楠木さんが結婚したら、私は楠木椿になっちゃうの。木が多くて変な名前だと思いません？」

「ははは、そうですね。ちょっと変ですね」

「………あ？」

「ちっとも変じゃありません」

「うふふ。では、帰りはあまり遅くならないようにね？」

「……はい」

　呼び止めてからずっとダークスマイルだった椿さんは、そのまま「蒼井さん、妹さん、いい加減にしなさい！」と説教タイムに突入した。

　その声を背中で聞きながら砂浜を歩き、由比川の隣に腰を下ろす。

　由比川は俯うつむいて、俺を見ず、俺も海を見ながら話しかけた。

「来年の花火大会は一緒に行こう」

　由比川はまだ俺を見てくれない。

「……来年なにしてるかなんて、わかんないじゃん」

「まあな」

　来年の夏、自分がどこで何をしているのか。そんなことは誰だれにもわからないだろう。

「でも、俺は来年もセレブじゃない夏を過ごして、由比川と一緒に花火大会へ行きたいと思っている。それだけは絶対なんだ」

　日本一の進学校に通う俺の「後輩」には、これだけで伝わっただろう。

　由比川は顔を上げ、少し充血した目でやっと俺を見た。

　そして、片っぽ八重歯を闇やみ夜よに光らせて、

「このマニアめ」

「水着に着替えるまでもなかったな」

　２人で久しぶりに笑ってから、由ゆ比い川かわはまたしゅんと俯うつむく。

「洋よう平へい…………拗すねて、意地悪して、ごめんね？」

　大将の器を持つ俺オレの「先輩」は時々、その背丈よりも気が小さくなる。

　こんな時は、波音で聞こえなかったフリをするのが良き後輩で、あえて怒らせるようなことを言うのが日本一の後輩だ。

「ごめんなさい、楠くすの木きさん――だろ？」

「……ご、ごめんなさ………あーもう、調子に乗るなああ！」

　超至近距離からのドーンを食らい、海まで吹っ飛ばされた。

　……やっぱりこの方法は間違いだったな。





　今年の夏の収穫

　最高のメンバーと一緒に最高の夏を過ごせた。

　進むべき未来を見つけることができた。



　結局、朝まで遊んだ俺たちは一睡もせずに仕事に向かい、ミスを連発してレイチェルに

こっぴどく怒られたのだが、それもまた１つの夏の思い出である。



    

  
    
      



    

  
    
      
　エピローグ１





　９月１日。

　母さんが家に帰ってきた。

　早速、家族会議が開かれ、

「――で、どうするか決めたの？」

　と、母さんがリビングのソファに座り、教育ママの厳しい眼まな差ざしで言う。

　母さんの目の前に正座した俺オレは、胸を張って答えた。

「蜂はち矢やアキラさんとは結婚しません」

「そう。じゃあ、他にいい人を見つけたのね？」

「……」

「どなた？　今日は紹介してくれないの？」

「母さん」

　と俺は少しだけ母さんに近寄った。

「俺は誰だれとも結婚しません」

「……どういう意味？」

　母さんの瞳がさらに厳しくなり、怒りに揺れる。

　それでも俺は怯ひるむことなく、胸を張り続けて答えた。

「ずっと一緒にいれたらいいなと思う人はいますけど、まだ紹介はできません。もちろん結婚もしません。そのタイミングは自分と彼女で決めます。母さんに決められたくはありません」

「そ、そんな戯ざれ言がまかり通るとでも思っているの？」

　爆発寸前の巨大隕いん石せきがギリギリのところで堪こらえてくれている。

　たしかに、俺の言っていることは戯れ言だ。

　楠くすの木き家の嫡ちやく男なんに自由な恋愛など許されない。それが次期当主の義務であり責任であり、この家の掟おきてである。

　でも、楠木家の嫡男である俺は、その掟に従いたくない。

　戯れ言を通したい。

　ならば、取るべき道は１つで、それが俺の出した答えだ。

　俺は体の向きを変えて、怒りに震える母さんではなく、隣でなぜか正座している父さんに向かってその答えを言った。

「俺オレは、父さんの跡を継ぎません」

「………」

　と、父さんは黙って俺を見つめ、

「………」

　母さんも絶句している。怒りすぎて言葉をなくしている。距離は離れていても、息子を立派な跡継ぎにするため心血を注いできたのだから無理もない。我ながら残酷な息子だとも思う。

　だけど、決心は揺るがない。揺らいじゃいけない。

　再び母さんへと向き直り、限界まで胸を張る。

「父さんから『人の上に立つ資質に欠けている』と指摘され、親友には『人徳がない』と言われ、その欠点を埋めるべく俺はアルバイトを始めました。そこで、素敵な先輩たちと出で逢あい、数え切れないほど多くのことを教わり、妹からは絶望的なまでの資質の差を見せつけられ……そして、小さな先輩の小さな背中に自分の進むべき道を見つけました」

　それはいつかレイチェルからも言われたこと。別の道もある、という選択。

　こうありたいと思う自分の姿だ。

　今までずっと抱いだいていた「次期当主」という夢よりも、まだ半年足らずのバイト生活で見つけたそれの方が大切になった。

「俺は世界一の後輩になりたいんです！」

　欠点は依然として埋められない。資質も人徳も全然ない。

　だから、俺は人の上に立つことができない。まったく向いていない。

　だけど、人の下にはなれる。

　誰だれかの下で、誰かのために汗を流すことはできる。

　そうしている自分が、とても好きなんだ。

　ずっと、そういう自分でいたいと思う。

　いつかは俺も誰かの先輩になるだろうけど、この姿勢だけは貫きたい。

「わかった」

　と、父さんが言った。

　瞬間、母さんが言葉を思い出す。

「あなた！　何を言ってるのよ!?　こんなことが許されるわけないでしょ！」

「うるさい。黙ってろ」

「……っ！」

　父さんの言葉と眼まな差ざしは威い厳げんに満ち満ちていて、母さんはまた絶句。

「男が決めたことだ、もう周りが何を言っても曲がらん」

　そして、偉大なる父さんは俺に微笑ほほえみかけた。

「そうだろ？」

「……はい！」

「ならば今日をもって正式に、お前を嫡ちやく男なんとして認めないことにする。お前の選んだ道は当主になることと同じぐらい険しい。そのことを肝に銘じておけ」

「ありがとうございます！」

　俺オレは涙ながらに頭を下げた。

「………ど、どうして……」

　顔を上げると、母さんががっくりと肩を落としていた。さすがに心が痛んだけど、

「どうしてあなたは……何年かに１回ぐらいのペースで死ぬほど格好良くなるのよ……」

　巨大隕いん石せき、デレた。

「惚ほれ直したか？」

　巨大隕石の旦だん那な、マジで格好良かった。

「………バカ。バーカ。大っ嫌い！　離婚よ！」

　母さんが頬ほおを染めながら部屋を出て行く。

「ああっ、涼りよう子こさん待ってよ！　離婚とかイヤだよお！　捨てないでええ！　ちょ、このダメ息子！　父さんがフラれたら意地でも跡継ぎに戻すからな！」

「何だその悪口！　つーか、早く追いかけろよダメ親父おやじ！」

「ああん？」

「おおん？」

　家族会議の締めはやっぱり親子ゲンカになってしまったけど、楠くすの木き家の息子として生まれてよかった。

　心からそう思う。





　良き後輩になるためのポイント・その７

　決して揺るがない志を持つこと。

　たぶん、これが一番大事。

　何事においても、これが一番だ。





　後日、イギリスに帰国した瑠る雨うからメールが届いた。

　内容は以下のとおり――。



　件名　次期当主には

　瑠る雨うがなります。

　絶対になってみせます。



　ハートの絵文字も付いていない素っ気ないメールに、授業中だったけど、すぐに返事を送った。



　件名　Ｒｅ：‥次期当主には

　瑠雨ならなれると思うよ。

　いたらない兄に代わって、何万人もの人の上に立つ偉大なリーダーになってくれ。



　性格的にはやや不安な面もあるけど、その苛か烈れつな性格も「資質」である。

　すっぱりと夢をあきらめさせてくれた妹の兄として生まれてきたことにも感謝だ。

　と、ほくそ笑んでいたら、またメールが届いた。

　内容は……こんな感じ。



　件名　そして

　お兄さまの嫁にもなります。

　絶対になってみせます。

　ルーの下もとで、楠くすの木き財ざい閥ばつ当主の主夫として、家事全般を任せ、コキ使ってあげます。

　そういうのが好きなんでしょ？

　ルーったら、そのことを理解していなかったみたいです。

　いたらない彼女でごめんね？

　とりあえず、今度の休みにまた帰国します。そして、由ゆ比い川かわ菜な月つきをはじめ、お兄さまの周りに群がるゴミどもを駆逐しに行きます。

　待っててね



　……もちろん、返信はしなかった。

　そして、瑠雨はその言葉どおり、この冬またハーヴェストに大おお嵐あらしを起こすことになるのだが、その話はいつか機会があれば……。



    

  
    
      
　エピローグ２





　跡を継がない宣言から約一ヶ月が過ぎた、10月初旬のある日。

　父さんが家に帰ってきた。

　俺オレたちは早速、夕食を共にしながら近況報告に入った。

「洋よう平へい、元気にしていたか？」

「はい。父さんはお元気でいらっしゃいましたか？」

「うむ。血糖値がレッドゾーンをブチ抜く勢いだけど、それ以外は健康だ。問題ない」

「それは何よりです」

「アルバイトの方はどうだ？」

「はい。楽しく働かせてもらっています」

　夏が終わって二学期が始まってからも、俺は毎日ハーヴェストで働いている。

　そして、以前と変わらず、下っ端の立場で雑用をこなし、オーナーと先輩たちからよく怒られている。

「レイチェ……じゃなくて、小こ次じ郎ろうおじさんはいつも綺き麗れいでパワフルです」

「そうか。綺麗というのは複雑だが、元気ならそれでいい」

「椿つばきさんは――」

「マリナちゃんの人か？」

「そうです。彼女はいつも上品で、優しくて、美しくて、まさに聖母様で、そして時々、マリナちゃんです。昨日は大魔導師レイナちゃんにもなりました」

「あー、レイナちゃんね。あれカワイイよねぇ」

「え？」

「は？」

「父さんも観みて……いえ、何でもありません」

　椿さんはダークモードも健在。氷の微笑からの説教タイムで「もう離婚です！」というこの間の母さんみたいな謎の文もん言じよも含まれたりしているんだけど、それに何かを言うことなどできるはずもなく、俺はただ黙って頭を下げている。

　ちなみに、椿さんがレイチェルを慕う理由が、大魔導師とおじさんの新しい名前が一緒だからかどうかは、わからない。

「モコちゃんは――」

「おっぱい大きい子か？」

「そうです。彼女はやっぱり不思議な人で、俺オレはいつも翻ほん弄ろうされています。仕事もミスを連発し続けているけど、店に欠かせない人ですね」

「そうか。……で、どのぐらい大きいの？」

「え？」

「いや、おっぱ……何でもない」

「………」

　実は、俺はモコちゃんの胸のサイズを知っていたりする。なぜなら先日、ブラジャーを買いに行かされたからだ。なぜかなぜなのか、モコちゃんが仕事中にブラジャーをなくしたからだ。あの人はファンタジスタすぎて困る。

　もっとも、それが彼女の魅力なんだけど。

「アキラさんは――」

「ああ、そういえば父さん、アキラさんに会ったぞ」

「そうなんですか!?」

「諸もろ々もろのことを謝りにいった。そしたら彼女は『気にすんなよ、オッサン』と笑ったよ。男前すぎて胸がキュンとした。思わず兄貴って言っちゃった」

「そう、それが俺の兄貴なんですよ！」

　もっとも、男前なだけが兄貴じゃない。理不尽に殴る蹴けるしてきて、エロい反抗するとヘニャったりする。そこはまだ父さんには教えたくない。

「やっぱり兄貴と結婚すればよかったのに」

「そういう微妙なことをさらっと言わないでくださいよ……」

　ヘニャった兄貴が「い、いつまで待たせるんだよぉ……」とか言って、俺がその誘惑にブン流されそうになっていることも父さんには内緒だ。

　そして、その場面をどこからか見ていた小こ鳥とりさんが「童貞が盛ってる」とレイチェルに告げ口して俺の頭にゲンコツが降り注いだりしている。

　小鳥さんは椿つばきママにべったり張りついているけど、たまに一人で俺と喋しやべってくれたりもする。もちろん、呼び方は「腐れチェリー」とか、そんな感じだけどね。

「そして、由ゆ比い川かわは……まあ、彼女とも相変わらずですね。未いまだに学校でも敬語は使ってくれないけど、俺はアイツといる時が一番楽しいです」

「……そうか。ともあれ楽しそうで何よりだ」

「はい！　毎日が楽しいです！」

　仕事は辛つらくてしんどいけど、楽しい。

　俺のアルバイト生活は充実している。

「けどな……」

　と、父さんは箸はしを置き、いつになく真ま面じ目めな目で俺を見据えてから言った。

「洋よう平へいの話、超つまんねぇ……」

「えー……またそれ？」

「つまんないってゆーか、ムカつく。あぁ毎日楽しんでるな充実してるんだな、と思うとイライラする。ねぇ、これって親としてどうなんだろう……？」

「余裕で失格でしょ」

「いや、やっぱ洋平が悪いよ！　ごく普通の会話で実の父親をこんなに苛いら立だたせるんだ、お前には良き後輩になるための最も大切な資質が欠けているんだよ！」

「……父さん」

「ん？」

「それはもういいです」

　偉大なる父さんに何を指摘されても、俺オレが目指すものはもう変わらない。



    

  
    
      
　おまけ





　10月中旬の週末。開店前。

　俺が例によって掃除をするべく女子トイレに入ると、洗面台にポツンと財布が置かれていた。誰だれかが忘れていったのだろう。珍しいことでもないので、驚きはしない。

「忘れ物だ」

　と、その財布を由ゆ比い川かわに渡すと、

「あっ、これ椿つばきさんのだ」

「そうなんだ。よかったな、ここに忘れて。すぐ返せる」

「そだね。見つけたのが私たちでホントによかったよね」

「うん……」

「よかったよかった……」

「……」

「……」

　個人情報保護に厳しい昨今、対処法はまちまちだろうけど、一般的には忘れ物の中身も確認する。免許証などで持ち主を知るためだ。

　今は運良く由ゆ比い川かわが椿つばきさんの財布だと覚えていたので、確認する必要はないけど、もしかしたら、別の人の財布かもしれない。その可能性もある。

　薄いけどゼロではない。

　限りなくゼロに近いけど、ゼロじゃないんだ。

「洋よう平へい……」

「由比川……」

「……どうする？」

「……見る？」

「いやいや、そりゃまずいでしょ。だってこれ椿さんの財布だもん……ほぼ、確実に」

「だよな、同僚とはいえプライバシーは守らなきゃいけないもんな……同僚なら、ね」

　ハーヴェストの悪ノリコンビが前フリっぽい会話をしたら、その後の行動は説明しなくてもわかるだろう。

　俺オレと由比川は２人で財布を広げて、中身を確認し、保険証を見つけ、そこに記載されている「あの項目」に目をやった。

　そして、同時に驚嘆の声をあげた。



「「若っ！」」



おわり



    

  
    
      
あとがき



　どうも、樋ひ口ぐちです。

　今回は延期しなかったよ！　ギリギリだったけどね！

　……というわけで「カフェオレ３」いかがだったでしょうか？　楽しんでもらえたなら幸いです。



　シチュエーションコメディを書きたいと思って、その舞台を「カフェ限定にしよう」と決めたのは、僕が高校生の頃ころにカフェでアルバイトをしていたからです。

　そして「先輩」というテーマみたいなものも、僕がその店で良き先輩方と出で逢あったことから生まれたものです。

　アルバイトを通じて何を学んだとか、その経験が今にどう活いかされているのかなどは、正直よくわかりませんが、あの先輩たちと出逢えていなければ今の僕はない、ということだけは断言できます。

　彼らと「学校の外」で出逢えたのも幸運でした。なんというか、世界ってわりと広いんだなあ、ということを感じました。学校だけじゃねーんだな、みたいな。

　特に意識はしていなかったのですが、この物語で「学校編」を書かなかったのは、そのあたりが理由かなと思ったりしてます。

　そして、この話の続きももう書きません。カフェオレ、これにて終了です。形式的にもキャラ的にも続きはいくらでも書けますが、コメディ的に鮮度が落ちるのはイヤなので、洋よう平へいもそれなりに成長したことですし、ここらで止めておくのが丁度いい気がします。

　まあ、そうは言っても愛着のある連中ばかりなので、どこかでチラッと顔を出してくるかもしれませんね。気づいたらニヤッとしてやってください。



　では、簡単ですが謝辞を。

　素敵なイラストを添えてくださった京きよう極ごくしんさん、本当にありがとうございました！

　担当さんをはじめ、出版に携わってくださった方々には何かとご心配をおかけしましたが、こうして無事に物語を終えることが出来ました。心から感謝いたします。

　そして、読者の皆々様へ。

　次の作品をどんな話にするかはまだ決めていませんが、皆様への感謝の気持ちを全力でぶつけますので、良かったらまた手に取って読んでみてください。

　それでは、また違う形で逢いましょう。

樋口司つかさ
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